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鉛

丹

ガ

ラ

ス
と
金

属
鉛

ガ

ラ

ス

(
四
)

棚

橋

淳

一

二
十
五

明
治
時

代

の
鉛
丹

ガ

ラ

ス

9

「
第
五
回
内
國
渤
業
博
覧
會
重
要
物
産
案
内
」
所
載

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
既
述
の
如
く

明
治
三
十
六
年
の
春
か
ら

夏
に
か
け
て

大
阪
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
折
に
刊
行
さ
れ
た

だ
い

し
つ

く
わ
が
く
こ
う
げ
ム

ぷ

 「第
五
回
内
國
勘
業
博
蜀
會
重
要
物
産
案
内
」

の
内
、
「
第
四
室

化
學
工
業

の
部
」
に
は
日
本
に
お
け
る

「破
璃
」

の
歴
史
が
極
く
簡
単
に
述
べ
ら
れ
、

「
フ
リ
ン
ト
硝
子
」
「
紫
色
硝
子
」
「緑
色
硝
子
」
「
黄
色
硝
子
」
「
赤
色
硝
子
」

の
調
合
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
内
、

い
ま
こ
こ
で
扱
う

ω

べ
き

も
の
は

「
赤
色
硝
子
」
で
あ

っ
て
、
同
書
に
は
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

赤

色
硝
子
製
藥

白
砂

一
〇
〇
、
O
、
鉛
丹
二
〇
〇
、
○
、
銅
灰
六
、
O
、
錫
灰
六
、
○

白

鉛

銅

錫

1赤色硝子

聲lll:1

畏::1

Sio2

SnO2

PbO

Cu

第 七 十四 表

L32.6%

2.0

63.7

1.7

「第五回 内國勘

業博寛會重要物産案内」所

喰の赤色硝子の調合 ・組

成。銅灰はC助0,錫 灰は

5"O鼻 として計算した。

な
お
こ
れ
ら
の
原
料
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
第
七
十
四
表
に

示
し
て
お
く
。

国

「
硝
子
製
造
法
」
所
戦
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

簑
田
猪
太
郎

の
編
述
に
か
か
わ
る

「
硝
子
製
造
法
」
は

「
工
業
叢
審
」

の
一
冊
と

し
て
明
治
三
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
に
は
各
種

の
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
の
調
合

一1一



図

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
鉛
丹
ガ
ラ
ス
に
相
当
す
る
も
の
は
次

の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
尤
も
こ
れ
と
て
も
主
原
料
と
し
て
相
当
量
の
炭
酸
タ
リ
ゥ

ム
を
用

い
る
も

の
で
あ
る
。

又

ラ
ミ
ー
氏
は
フ
リ
ン
ト
硝
子
成
分
中
の
ア
ル
カ
リ
ー
に
代
ふ
る
に
酸
化
タ
リ

ユ
ー
ム
を
以
て
す
る
爲
に
左
記

の
硝
子
調
合
を
作
り
た
り

砂
三
〇
〇
分
、
鉛
丹

一
八
〇
分
、
炭
酸
タ
リ
ユ
ー
ム

(
§
MO
O
°。)
二
三
〇
分
、
褐
石
二
分

此

の
如
き
調
合
物
は
熔
融
容
易
に
し
て
生
ず
る
所
の
硝
子
は
他

の
フ
リ
ン
ト
硝
子
に
比
し
て
其

の
光
線
屈
折
能
力
頗
る
強
大
に
し
て
其
比
重

の
如
き
も
亦
甚
だ
高
く
四
、
二
一二
位
に
達
す
之
れ
タ
リ
ユ
ー
ム
フ
リ
ン
ト
硝
子
と
名
つ
く
る
も
の
な
り

以
上

の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
は
第
七
十
五
表

の
如
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

1
ラ ミー 氏 タ リユ ー

ム フ リン ト硝 子

砂

鉛 丹

炭酸タリユーム

褐

Sio2

MnO

PbO

T120

第七十五表

ラ ミー氏タ リユームブリン ト硝子

の調合 ・組成。褐石は一応純粋な

MnO2と して計算した(3)。

300分

180

230

石2

143・7%

10・2

125.6

30.4
1

「硝子製造法」所載の

信

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

こ
の
雑
誌
は
明
治
二
十
五
年
九
月
創
刊
以
来
、
再
三
誌
名
が
変
更
さ
れ
た
と
は
い
え

現
在
に
至
る
ま
で
継
続
刊
行
さ
れ
て
い
る
窯
業
関
係
の
専
門
誌
で
あ
る
。
創
巻
号
よ
り

明
治
末
年

(大
正
元
年
八
月
も
含
め
て
)
ま
で
の
各
号
を
通
覧
し
た
限
り
で
は
、
当
初

は
啓
蒙
的
な
記
事
ま
た
は
翻
訳
が
多
く
、
そ
の
後
次
第
に
国
内
で
の
研
究
成
果
が
掲
載

さ
れ
始
め
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
第
十
二
集

第
百
四
十
四
号
所
収

の

㈲

「
破
璃
檜
付
の
繕
具
」
な
る

一
文
に
は
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

破
璃
糟
付
に
は
透
明
又
は
不
透
明
糟
具
を
用
ゆ
る
の
二
種
あ
り
各
其
糟
具
調
合
に
用
ゆ
る
破
璃
種
の
製
法
は
次

の
如
し

…
…

(中
略
)
…
…

凶

緑
色
ノ

一

一2一



硅
石

酸
化
銅囲

硅
石

酸
化
銅

四
〇

鉛
丹

一
〇

紅
柄

緑
色
ノ
ニ

一
〇

鉛
丹

一
〇

紅
柄

一
、
二
五

二
〇

一
、
二
五

四

〇
乃

至

七
〇

一
、
二
五

酸

化
ク
ロ
ー
ム

こ
れ
ら

の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
第
七
十
六
表
に
示
し
て
お
く
。

ニノ

禰

瀧

色

10

40

10

1

1

緑

一

刊

l

l

η

一

卸

一
如

2・

m

L

1

緑

一
石

丹

銅

柄

ム一

ヒ

ロ

ィ

ク化

一
硅

鉛

酸

紅

酸

()

CrO3

Sio2

Fe203

CuO

PbO

第七十六表

収,

23.7%

0,7

5.9

69.6

%2
.7～1.8

16.1～11,0

2,0～1,4

:L6.1～11.0

63,1～74.9

「大日本窯業協會雑誌」所

「破璃糟付の紬具」所載の 「緑色

ノー」 「線色ノニ」 の調合 ・組成。酸

化銅はCuO,酸 化 クロームはCr203

として計算した。なお,ガ ラス中でク

ロムは便宜上すべてCrO3の 状態であ

ると仮定した。

註
口)(2)㈲ 〔3}

国
光
社

「
第
五
回
内
國
渤
業
博
寛
會
重
要
物
産
案
内
」
(国
光
社
、
明
治

三
十

六

年
)
、
二
二
二
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
置
歯
朝O
〕
。

簑

田
猪
太
郎

「
硝
子
製
造
法
」

(
「
工
業
叢
書
」

の
内
、
博
文
館
、
明
治

三

十

六
年
)
、

四

=

一-
四

=
二
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
Q。◎。占
㊤
H
〕
。

簑
田
猪
太
郎
、
前
掲
書
、

一
〇

一
-

一
〇

二
頁
。

平
野

「
破
璃
糟
付

の
糟
具
」

(「大

日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
十

二
集
第
百

四
十
四
号
、
明
治

三
十
七
年
八
月
)
、

四
五
七
頁
。

京
都
大
学
工
学
部

工

業
化
学
教
室
蔵

〔
ぎ
。゚
°。
°。
臆
O〕
。

二
十
六

明
治
時

代

の
ア

ル
カ
リ
塩

・
密
陀

僧

ガ

ラ

ス

「
破
璃
精
造
新
法
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ
ラ
ス

一3一



「
破
璃
精
造
新
法
」
〔明
治
七
年
刊
〕
は
識
語
に
よ
る
と
横
地
僑
吉
郎
が
享
漏
生

(プ

ロ
イ
セ
ン
)

人
魯
私
孝

(
ロ
ス
コ
ー
)

と
英
吉
利
人

覇
爾
浬
耳

(
ハ
ル
ネ
ル
)
の
化
学
書
か
ら
ガ
ラ
ス
製
造
に
関
す
る
箇
所
を
抄
訳
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
但
し
こ
の
時
用
い
ら
れ
た
化
学
書

の
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
書
は
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
製
造
関
係

の
書
籍
の
う
ち
で
最
も
古

い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

序

.
嚴

.
識
語
を
除
き
、
そ
の
内
容
を
同
書

の
目
録
に
よ
り
示
し
て
お
く

(本
文
は
二
十
四
丁
)
。

な
お
括
弧
内
の
語
句
は
参
考
ま
で
に
筆
者

が
註
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

総
括

卓
破
璃
及

ヒ
窓
破
璃
之
製
法

(
ク
ラ
ウ
ン
法
)

紙
葉
破
璃
之
製
法

(
シ
リ
ン
ダ
i
法
)

鏡

用
破
璃
之
製
法

(鋳
込
法
)

水
精
破
璃
及
ヒ

「
フ
リ
ン
ト
」
破
璃
之
製
法

壺
破
璃
之
製
法

漆
用
破
璃
之
製
法

(水
ガ
ラ
ス
製
法
)

破
璃
切
断
之
法

破
璃
磨
軋
之
法

破
璃
腐
蝕
之
法

破
璃
着
色
之
法

ω

さ
て
以
上
の
内
、
「
水
精
破
璃
及
ヒ
フ
リ
ン
ト
破
璃
之
製
法
」

の
条
に
は
、

一4一



其

一
水
精
破
璃
之
製
法

第

一
方

白
砂
百
二
斤

酸
化
鉛
五
十
斤

剥
多
亜
斯
四
十
斤

硝
酸
剥
多
亜
斯
二
十
斤

麻
屈
浬
失
亜
三

「
カ
ラ
ン
マ
」

…
・:
(中
略
)
…
…

其

ニ
フ
リ
ン
ト
破
璃
之
製
法

フ
リ
ン
ト
破
璃

ハ
水
精
破
璃
和
剤

二
酸
化
鉛
ヲ
和
シ
再
ヒ
熔
化
ス
ル
物
也

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
酸
化
鉛
が
ど
の
よ
う
な
状
態
の
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
こ
で
は

一
応
密
陀
僧
と
仮
定
し
て
、
生
成
が
予

測

さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
第
七
十
七
表
に
こ
れ
を
示
し
た
。

明
ら
か
で
な
い
が
、

こ
こ
で
は
密陀

僧
と
仮定

し
た
o

白 砂

酸 化 鉛

剥 多 亜 斯

硝酸剥多亜斯

麻 屈 浬 失 亜

Sio2

MnO

PbO

K20

第七 十七 表

水精破璃第一方

1021T

50

40

20

3カ ラ ン マ

54.1%

0.001

26,5

19.4

「破璃精 造新 法」所載の

「水猜破璃第一方」の調合 ・組成。酸

化鉛を密陀僧,剥 多亜斯はK2CO3,

麻屈 浬失亜はmagnesianigra,M皿02

として計算した②。なお,衝 量にっい

てば 「舎密局必携」所載の表 ㈲ に従

い,1カ ランマを1望,1斤 を10009

と仮定した。

に

「明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
目
録
」

所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ
ラ
ス

『.明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」

の
内
、

第
二
区
第
三
類
にω

は
長
與
貫

一
が
出
品
し
た
破
理
球
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

破
理
球

(
一
)
船
燈
用
血
紅
色
珪
石
剥
篤
並
斯
硝
酸
加
里
マ
ク
子
シ
ヤ
、
酸

化
鉛
錬
屑
銅
、
大
坂
京
町
堀
通
本
人
井
久
米
長
四
郎

(二
)
青
線
色

(伏
見
町

長

與

貫

一

破
潔
球
製
造
の
酸
化
鉛
が
密
陀
僧
で
あ
る

の
か
、
鉛
丹
で
あ
る
の
か

一5一

 

日

『
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ
ラ
ス



「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」

〔
明
治
四
十
年
刊
〕
は
こ
の
書
の
序
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
人
美
氏
の
原
著
を
翻
訳
し
た
も

の
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
著
者
に
つ
い
て
も
書
名
に
つ
い
て
も
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
内
容
は
ガ
ラ
ス
の
定
義

・
組
成

・
分
類
に
つ
い
て
の
概
説

お

よ
び
ガ
ラ
ス
の
性
質

.
原
料
、
原
料
の
混
合

・
融
解
、
各
種
ガ
ラ
ス
の
処
方
に

つ
い
て
の
詳
説
よ
り
な
る
。

こ
の
書
の

「
第
九
章

プ
リ
ン

う

ト
破
璃

(
ク
リ
ス
タ
ル
)
」

の
内
、
「
鉛

(ク
リ
ス
タ
ル
)
破
璃

の
慮
方
」
に
次

の
よ
う
な
処
方
が
記
さ
れ
て
い
る
冠

△
鉛
、
曹
達
、

達曹●
一
鉛

、
砂
,
黄
丹

(密
陀
僧
)

曹
達

囲

゜
硝
酸
曹
達

ノ 　

砒 滴
素 俺

252.000

140.000

98.000

56,000

5.000～16.000

0.125

0.03%

二

五

二
、
○

○

〇

一
四
〇

、
○

○

〇

九

八

、
○

○

〇

五

六
、
○

○

〇

五

乃
至

一
六
、
○

O

O

、
=

一
五

一法

璃

・
は

て

造

破

鉛

素

し

2

」

⑩

江

製

ト

r

砒

定

認
織

聯
蹴
醜

53

0

29

16

美

　

刀

・

O

r

の

ル

合

54

°

・

載

タ

調

A

㈲

∴
擁
糠

謡
㎜PbO
Na20

第七 十八表

寳鑑」所

(ク リス

曹達」の

亜砒酸,

計 算した

こ
の
処
方
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ

ス
は
第
七
十
八
表
に
示
す

如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲

『
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ

ラ
ス

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
二
集
第
十

四
号
所
収

の
海
幅
悠
纂
訳

に
な
る
雑
録

「
硝
子
ト
金
屡
ト
ノ
關
係
」

の
内
、

「
其
二
朱
泥
」

の
条
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ω

に
は
、

製

法

炭
酸
曹
達
五
〇
分
黄
丹
三
三
分
炭
酸

マ
グ
子
シ
ア

一
分
石
灰

=

分
硅
酸

一
〇
〇
分
ノ
調
合
ヲ
作
リ
先

ツ
堆
塙
中

ニ
テ
熔
解
シ
銅
鋸

二
五
分
ヲ
投
入
シ
次
デ
鐡
鋸
二
分
ヲ
投
加
シ
終
リ
ニ
炭
粉
若
干
量

ヲ
加
フ
ベ
シ
斯
ク
シ
テ
熔
解

セ
ル
モ
ノ
ヲ
除
カ

ニ
冷
却

ス
レ
バ
褐
色
ノ
硝

子

ト
成
ル
之
ヲ
熱
シ
テ
軟
カ

ニ
成
ル
ヲ
度
ト
シ
其
儘
十
二
時
間
縫
績

シ
テ
熱

ヲ
去
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
美
麗
ナ
ル
朱
泥
色
ヲ
得
ベ
シ

韮
ニシ ア

50分

33

1

11

100

25

2

若 干 量

51.窪%

0.2

4.3

0.9

16.9

15.0

11.4

協會 雑 誌

トノ 關係 」

組成 。 銅

算 した。

 

第

達
丹

灰
酸

鍮
鋸

粉

曹

子グ

酸

マ酸

炭

黄
炭

石
硅
銅

鐵
炭

Sio2

MgO

CaO

FeO

PbO

Na20

Cu

20分

12

4

4

2

5.8%

29.9

6.9

49.8

3,1

 

信

英

石

砂

砒

陀密

石

硝

醐

白

第七十九表 「大日本窯業

」所収,「 硝子 ト金属

所載の 「朱泥」の調合 ・

鋪は酸化第一銅として計

As205

Sio2

B203

PbO

Na20

K20

第 八 十表

4.6

「大日本窯業協

會雑誌」所収,「人造寳石

の製造」所載の 「第一・」

の調合 ・組成。瑚砂は無

水瑚砂として計算した。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
製
法
に
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ

ス
の
組
成
を
試
算
し
て
第
七
十
九
表
に
示
し
て
お
く
。

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
四
集
第
四
十
八
号
所
収
の

「
人
造

㈲

寳
石
の
製
造
」
に
は
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

古
よ
り
破
璃
製
造
に
従
事
す
る
も
の
は
必
ず
常
に
人
造
賓
石
の
製

造
に
も
苦
心
し
人
々
各
其
秘
法
を
有
し
て
其
法
の
他
人

の
法
よ
り

優
れ
る
こ
と
を
自
信
せ
り
左
に
有
名
な
る

エ
ム
、

フ
オ
ン
タ

ニ
ー

氏
の
法
の
二
三
者
を
示
さ
ば

第

一
密
陀
櫓
二
十
分
、
石
英
十
二
分
、

硝
石
四
分
、
瑚
砂
四
分
、

白
砒
二
分
を
初
め
堵
塙
中
に
て
プ
リ
ッ
ト
と
な
し
次
に
之
れ
を
熔

し
て
急
に
冷
水
中
に
注
入
し
若
し
此
時
金
鵬
状

の
鉛
分
寓
す
る
あ

れ
は
之
れ
を
取
去
り
再
び
熔
融
し
て
用

に
供
す

こ
の
場
合
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
は
第
八
十
表
の
如
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き

も

の
で
あ

ろ
う

。

註
(2} 〔1}(31

 

園〔6) {5}

 

の㈲

「
破
璃

構
造
新
法
」
横
地
備
吉
郎
抄
訳

(有
斐
学
社
、
紀
元

二
千
五
百
三
十

四
年
)
、
十
五
オ
ー
十
五

ウ
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
蕪

ω
Oよ
自
〕
。

棚
橋
淳

二

「
近
世
日
本

に
お
け
る
ガ

ラ
ス
製
造
法

の
発
展
と
そ

の
限
界
」

(
四
)

(「
研
究
紀
要
」

第
十

一
号
、

松
蔭
女
子
学
院
大
学

.
短
期
大
学
学
術

研

究

会
、
昭
和
四
十
四
年
)
、
七

一
-
七
三
頁

(縦
組
)
。

棚
橋
淳

二
、
前
掲
論
文

(六
)
、
(前
掲

「
研
究
紀
要
」
第
十

三
号
、

昭
和
四
十
六
年
)
、

五
四
-
五
大
頁

(縦
組
)
。

上
野
彦
馬

「
舎
密
局
必
携
』
文
久

二
年
、
版
本
、
前
篇
、
巻

一
、
十

七
オ
。
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵

〔
器
O
-
竃
〕
。

棚
橋
淳

二

「
鉛
丹
ガ
ラ
ス
と
金
属
鉛
ガ
ラ

ス
」

(
二
)
、

(前
掲

『
研
究

紀
要
」
第
十
七
号
、
昭
和

五
十
年
)
、

一
九
頁
参

照
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
明
治

十
年
例
言
、
追
加

ノ
八
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
薫

嵩
I
O
。。
臨。〕

(東
京
府
書
籍

館
本
)
。

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
橋
本
謙
次
訳
、

(多
勢
商
店
、
明
治
四
十
年
)
、

=
ハ
三
1

=

ハ
四
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
昭
P
切
=
卜。
喝
⑦
己
。

前
掲

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
』
、
九
二
頁
に

砒
素
を
製
す
る
に
は
之
を
含
む
鑛
石
を
灼
熱
す
る
に
あ
り
其

の
方
法
は
砒
鑛
を
取
て
塩
中
に
納
れ
大
氣
を
自
由
に
流
通
し
て
之
を
焙
焼
す
れ
ば
砒
素
は

饗
じ
て
亜
砒
酸
と
成
る
而
し

て
其

の
蒸

氣
を
寒
冷
な
る
室
内
に
導
き
て
濃
縮

せ
し
め
之
に
由

て
生
ぜ
る
細
屑
を
再
び
熱

し
て
昇
華
せ
し
め
浄
潔
な
ら
し

め
て
之
を
製
す
斯

の
如
く
し
て
製
せ
ら
れ
た
る
も

の
は
著
名
な
る
毒
藥

に
し

て
之
を
亜
砒
酸
或

ひ
は
白
砒
と
名
つ
く

と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

こ
こ
に
い
う
砒
素
は
自
然
砒
を
表
わ
す
も

の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

海
幅
悠
纂
訳

「
硝
子

ト
金
疑

ト
ノ
關
係
」

(『
大

日
本
窯
業
協

會
雑
誌
」
第

二
集
第
十

四
号
、
明
治

二
十

六
年
十
月
)
、

三
八
-
三
九
頁
。

京
都
大
学
工
学

部
工
業

化
学
教
室
蔵

〔
Z
ρ
。゚
°。
°。
置
O〕
。

藤
江
訳

「
人
造

賛
石

の
製
造
」

(「
大

日
本

窯
業
協
會
雑
誌
」
第

四
集
第
四
十
八
号
、
明
治
二
十

九
年
八
月
)
、
四
二
九
頁
。

一8一



1水轍 聯 一方

扇 一 一

二
十

七

明
治

時
代

の
ア

ル
カ
リ
塩

・
鉛

丹

ガ
ラ

ス

O

「破
璃
精
造
新
法
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

「破
璃
精
造
新
法
」
所
載

の

「
水
精
破
璃
及
ヒ
フ
リ
ン
ト
破
璃
之
製
法
」
に

つ
い
て
は
既
に
二
十
六

「
明
治
時
代

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧

ω

ガ

ラ
ス
」
に
お

い
て
述
べ
た
が
、
い
ま

一
度
必
要
箇
所
を
左
に
引
用
す
る
。

其

一
水
精
破
璃
之
製
法

第

一
方

白
砂
百
二
斤

酸
化
鉛
五
十
斤

剥
多
亜
斯
四
十
斤

硝
酸
剥
多
亜
斯
二
十
斤

麻
屈
浬
失
亜
三

「
カ
ラ
ン
マ
」

…
…

(中
略
)
…
…

其

ニ
フ
リ
ン
ト
破
璃
之
製
法

フ
リ
ン
ト
破
璃

ハ
水
精
破
璃
和
剤

二
酸
化
鉛
ヲ
和
シ
再
ヒ
熔
化
ス
ル
物
也

こ
こ
で
酸
化
鉛
を
鉛
丹
と
仮
定
す
る
と
、
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
は
第
八
十

一
表

の
如
く
な
ろ
で
あ

ろ
う
。

載

組

算

い
二
砂

。

ー

マ

一

所

50

40

20

3カ ラ ン

白 砂

酸 化 鉛

剥 多 亜 斯

硝酸剥多亜斯

麻屈渥失亜

Sio2

MnO

PbO

K20

第 八 十 一 表

一「

i

「破璃柄造新法」所

54.4

0,001

26.1

19.5

の 「水精破璃第一方」の調合 ・

成。酸化鉛は鉛丹と仮定して計

した。その他の原料,衝 量につ

ては第七十七表を参照。但し第

方 ・第三方の調合より推して白

102斤 は120斤 の誤 りと思われる

に

「
明
治
+
年
内
國
鋤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」

所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

喧、明
冶
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
目
録
」

所
載
の
破
膿
球
に

つ
い
て

は
二
十
六

「
明
治
時
代
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ
ラ
ス
」
で
言
及
し

た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
上

「
明
治
時
代

の

ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹

ガ
ラ

ス
」

の

一
例
と
し
て
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
密
陀
僧

・
鉛
丹
の
別
が

明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

「
酸
化
鉛
ガ
ラ
ス
」

「
ア
ル
カ

一9一



㈲

リ
塩

・
酸
化
鉛
ガ
ラ
ス
」
と
し
て
別
に
扱
う
べ
き
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
同
書
に
は
襲
に
引
用
し
た
如
く
、

破
瑠
球

(
一
)
船
燈
用
血
紅
色
珪
石
剥
篤
亜
斯
硝
酸
加
里
マ
ク
子
シ
ヤ
、
酸
化
鉛
鎌
屑
銅
、
大
坂
京
町
堀
通
本
人
井
久
米
長
四
郎

(二
)
青
緑
色

(伏
見
町

長

與

貫

一

と
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
引
用
文
中

の
酸
化
鉛
を
こ
こ
で
は
鉛
丹
と
仮
定
し
た
の
で
あ
る
。

国

「
工
部
省
沿
革
報
告
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

(
?
)

「
工
部
省
沿
革
報
告
」
は
明
治
二
十
二
年
に
大
蔵
省
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、

一
部
編
者

の
独
断
に
よ
る
記
述
を
除
け
ば
ほ
ぼ
信
用
す
る

圖

に
足
る
資
料
で
あ
ろ
う
。
同
書
の
内
、
「
品
川
硝
子
製
造
所
」
の
条
に
は
以
下
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

明
治
九
年
四
月
四
日
品
川
硝
子
製
造
所
ヲ
創
置
シ
製
作
寮
ノ
所
轄
卜
爲

ス
此

ヨ
リ
先
民
設
興
業
肚
々
長
東
京
府
士
族
丹
羽
正
庸
ノ
所
有

セ
ル

フ

リ
ン

ト

北

品

川

騨

〔
割
註
〕
夏

豆
番
地
」

ノ
硝

子
製

造

場

ヲ
買

収

シ
弗

舞

篤

破

喫

製

造

ノ
業

ヲ
興

サ

ン
「

ヲ
太

政

官

二
稟

請

シ
裁

可

ヲ
得

此

二
至

テ

之

ヲ
置

ク

ナ

リ

〔
割
註
〕
本
邦
弗
舞
篤

破
潔
製
造

ノ
業
藪

二
濫
膓

ス
…
…

(中
略
)
…
…
」

○

硝

子

工

英

人

「
ト
ー

マ

ス
、

ウ

オ

ル
ト

ン
」

ヲ
徴

傭

シ
該

工
業

ノ
事

ヲ
掌

ラ

シ

ム

…
…

(中
略
)

…
…

明

治

十

年

…
…

(略
)

…
・.・

七
月

廿

八

日
是

ヨ
リ
先

…
・-

(中
略
)
.・・,・.弗
舞

篤

破

黎
竈

建
築

ノ

エ

ヲ

起

ス
此

日

乃

チ
竣

成

ス

…
…

(中
略
)

…
…

明

治

十

二
年

・…
-

(略
)

…
…

六
月

三
十

日
裏

二
築

造

セ

ル
弗

舞

篤

竃

屡

々
破

壊

セ

ル
ヲ

以

テ

…
…

(中
略
)

,・.・..改

築

シ

是

日
竣

成

ス
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九
月
弗
舞
篤
工
場
器
械
ノ
装
置
略
ホ
整
頓
セ
ル
ヲ
以
テ
本
年
度
ヨ
リ
螢
業

二
従
事

ス
ル
ヲ
議
決

ス

十
二
月
廿
五
日
化
學
實
験
所
ヲ
新
設
シ
赤
鉛
炭
酸
加
里
等
ノ
化
學
的
物
品
製
造
ノ
業
ヲ
興
シ
工
部
大
學
校
化
學
生
徒
ヲ
シ
テ
實
地
ノ
工
事

二
従
事
セ
シ
メ
…
・-
(略
)
…
-

明
治
十
三
年
五
月
廿
日
化
學
實
験
所

二
於
テ
赤
鉛
及
炭
酸
加
里
等
ノ
販
責
品
ヲ
製
シ
…
…

(略
)
…
…

…
…

(中
略
)
…
…

明
治
十
四
年
…

-
(略
)
…
-

三
月
當
所
製
造
ノ
硝
子
各
種
ヲ
第
二
内
國
勧
業
博
覧
會

二
出
品
シ
第
二
等
有
功
賞
牌
ヲ
得

㈲

品
川
工
作
分
局
が
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
ガ
ラ
ス
製
品
は
第
二
区
第
三
類
に
つ
い
て
二
六
八
件
も
あ
り
、
用
途
に
よ

っ
て
ガ

同

ラ

ス
組
成
も
異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
有
功
賞
状
に

「乳
白
淡
紅
鮮
藍
等
ノ
色
ヲ
螺
旋
状

二
纒
装
シ
タ
ル
諸
器
」
と
記
さ
れ
た
も

　
り

　
ロ

の
の
類
い
と
思
わ
れ
る
筆
筒
は
そ
の
比
重
が
井
上
暁
子
氏

の
測
定
に
よ
る
と
約
三

・
四
で
あ
ろ
こ
と
か
ら
フ
リ
ン
ト
破
璃

(鉛
ガ
ラ
ス
)
と
推

定
さ
れ
る
。

一
方
右
の
引
用
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
明
治
十
二
、
三
年
頃
特
に
赤
鉛

・
炭
酸
力
リ
の
製
造
販
売
が
企
画
実
行
さ
れ
た
の
も
、
単

に
硝
子
作
業
費
の
補
充
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
フ
リ
ン
ト
破
璃
原
料

の
自
給
自
足
と
い
う
意
味
も
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
工
作
局
で
製
造
さ
れ
た
フ
リ
ン
ト
破
璃
は
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

(補
遺
参
照
)
。

凶

「
少
年
工
藝
文
庫
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

「
少
年
工
藝
文
庫
」

の
第
六
編

「
硝
子
の
巻
」

の
第
六
回

「
硝
子

の
原
料
」

の
内
、
原
料
調
合
の

「
第
二
例
」
に

つ
い
て
は
、
既
に
二
十
四

「
明
治
時
代

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
」
に
お
い
て
言
及
し
た
が
、

「
原
料
調
合
の
第

一
例
」
と
し
て
は
、

金
属
鉛
の
代
り
に
鉛
丹
を

㈲

用

い
る
調
合
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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ぼ
く

せ
ん
ね
ん

こ
　
ぢ

ヨ
　

き

な
ま
じ
が
ら
す
せ
い
ゾ
　

げ
ん
り
ヨ
　

ち
ヨ
　
ゴ
　
わ
り
あ
イ

僕

が
、
先
年
、
あ
る
工
場
で
聞
い
た
鉛
硝
子
製
造

の
原
料
の
調
合
割
合
は
、

硅
石
砂

三
〇
〇
匁

藪
ポ
タ
シ

ユ
ム

一
〇
〇
匁

丹

二
〇
〇
匁

酸
化

マ
ン
ガ
ン

四
五
匁

亜
砒
酸

六
匁

硝
子
欠

三
〇
〇
匁

く
ら
い

お
ぽ

う
ち

さ
ん
く
わ

ひ

さ
ん

い
ろ

け

た

が
ら

す

か
け

は
い
ぶ
つ

り

よ
　

す

位

に
覧
え
て
を
り
ま
し
た
。
こ
の
中
、
酸
化

マ
ン
ガ
ン
と
亜
砒
酸
は
、
色
を
消
す
爲
め
、
硝
子
欠
は
腹
物
利
用
の
爲
め
に
過
ぎ
な
い
の
で
す

き
い
し
よ

び
ん

が
ら

す

か
ら
、
最
初

の
三
品
だ
け
で
も
、
硝
子
に
は
な
る
で
せ
う
。

か
ん

い

ま
た
同
じ
く

「
硝
子

の
巻
」
第
三
十
回

「
簡
易
硝
子
の
製
法
」
の
内
、

「
少
年
的
硝
子
製
法
」
の
条
に
は
、

子
供
が
試
験
的
に
ガ
ラ
ス
素
地

働

を
作
る
た
め

の
調
合
に

つ
き
、
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

ち

ほ
ん
も
の

ふ

み

「
小

さ

く

て
も

よ

い
か

ら

、

本

物

を

吹

い
て

見

た

い
だ

が

。
」

こ
く
く

ひ
で
ん

で
ん
じ
ゅ

よ

　

が
ら
す
せ
いゾ
　
か

が
く
し
モ

し

ひ
ホ
　

コ
　
ポ
　
き
ま
ご
レ
ソ
　

『
で

は
、

極

々

の
秘

傳

を

傳

授

し

や

う

。

日
本
中

の
硝

子

製

造

家

や

學

者

な

ど

の
、

と

て

も
知

ら

な

い
秘

法

、

弘

法

様

御

夢

想

の
少

年

硝

子

で
ん

ホ
　

い

し

こ

た
ん

し
ヨ
　
せ
さ

ふ
ん

わ
り

　
す

や
き

ら
や
わ
ん

り
ん

の
傳
が
あ
る

の
だ
。
其
法
、
硅
酸
粉
七
匁
、
丹
十
匁
、
硝
石
五
分
の
割
で
よ
く
ま
ぜ
、
素
焼

の
お
茶
碗
に
で
も
入
れ
、
七
厘
に
か
け
て
火

さ
か
ん

と

う
け
あ
イ

は

り
く
わ
ん

た
　ス

く
に

じ

ゅ
　

で

き

き
ま

ぜ

を
熾
に
す
ろ
と
、
よ
く
溶
け
る
こ
と
受
合
。
之
を
破
璃
管
に

つ
け
て
や
れ
ば
、
球
で
も
管
で
も
、
自
由
に
出
來
る
に
極
ツ
て
る
か
ら
、
是

嗣
300匁

100

200

45

6

300

33.1%

砂

ム ユシ

石

タ

丹

ボ酸

硅

炭

酸化 マンガン

亜 砒 酸

硝 子 欠

ガ ラ ス

As205

Sio2

MnO

PbO

K20

第八 十二 表

0.8

33.1

4.0

21.5

7.5

「少年工藝文庫」
所載の 「原料調合の第一例」

によるガラスの調合 ・組成。

硅 酸

丹

硝

Sio2

PbO

K20

1少年的硝子

粉7匁

石

10

5分

41.2%

57.5

1.4

第八十三表 「少年工藝文庫」

所載の 「少年的硝子」の調合
・組成。
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ひ

ぬ

た
ま

エ

キ

ヨ
　
み

非
や
ツ
て
見
給

へ
。
す
て
き
に
興
味
が
あ
る
よ
。」

〔頭
註
〕
硅
酸
粉
は
藥
種
店
に
て
、
日
の
向
と
尋
ぬ
べ
し
。
京
都
日
の
向
産
の
白
色
の
石
粉
あ
り
L

さ
て
以
上
の
調
合
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
第
八
十
二
表

・
第
八
十
三
表
に
示
す
。

圃

「第
五
回
内
國
渤
契
博
魔
曾
重
要
物
産
案
内
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

だ
い

し
つ

く
わ
が
く
こ
う
げ
ム

さ
き
に
二
十
五

「
明
治
時
代

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス
」

の
と
こ
ろ
で
言
及
し
た

「
第
五
回
内
國
勲
毒
寛
會
重
要
物
産
案
内
」

の
内
、
「
第
四
室

化
學
工
業

ヴ

ゆ

ぷ

ロ

の
部
」

の

「
フ
リ
ン
ト
硝
子
製
藥
品
」
の
条
に
は

石
英

一
〇
〇
、
○
、
鉛
丹

一
〇
〇
、
○
、
純
ソ
ー
ダ
三
〇
、
○
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
料
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
、
第
八
十
四
表
に
示
し
て
お
く
。

フ リン ト硝 子

石 英

鉛 丹1

純 ソ ー ダ

Sio2

PbO

Na20

ユ00.0

100.0

30.0

4&5%

45.4

8.2

第八十四表 「第五回内國勤業博覧

會重要物産案内」所載の 「フ

リン ト硝子」の調合 ・組成。

 

鉛

ク
リ
ス
タ
ル

鉛
半
ク
リ
ス
タ
ル

ア

ン
ナ
青
色
硝
子

休

「
硝
子
製
造
法
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

『
硝
子
製
造
法
」
に
つ
い
て
は
さ
き
に
触
れ
た
。
こ
の
書
に
は
ア
ル
カ
リ
塩
と
鉛
丹
を
併
用

す
る
調
合
が
左
記

の
如
く
多
く
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
多
く
の
事
例
に

つ
い
て
、

一
々
そ
の
内

容
を
示
す
こ
と
は
繁
雑
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
こ
こ
で
は
最
初

の
数
例
に
つ
い
て
そ
の

曲

調
合
を
引
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
合
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
試
算
し
て
第

八
十
五
表

・
第
八
十
六
表
に
示
す
こ
と
と
し
た
。

第

一
ー

三

例

三

七
六
頁
)

第

一
-

三

例

三

七
六
⊥

一七
七
頁
)

第

七

-

八

例

(
二
八
四
頁
)
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含

硫
與

色

剤

を

混

ず

る

黄

色

硝

子

第

一
例

三

九
〇
頁
)

含

銀

與

色

剤

を

混

ず

る

(
金

)

黄

色

硝

子

第

一
-

二
例

(二
九
一頁
)

青

味

を

樽
ぶ

る

藤

色

硝

子

第

二
例

(二
九
四
頁
)

鋤

色

硝

子

第

一
-

二
例

(二
九
四
⊥

一九
五
喜

金

緋

硝

子

ク

リ

ス

ト

フ

・
シ

ユ
ー

レ

ル

の
法

お

よ
び

第

一
-

二
例

(二
九
七
⊥
二
〇
責

)

銅

緋

硝

子

第

一
-

五

例

三

〇
=
丁
三
〇
四
頁
)

同

第

一
-

二
例

三

〇
六
頁
)

同

(
着

せ
細

工
用

)

第

一
例

三
〇
七
頁
)

ア

ラ
バ

ス

タ
ー

硝

子

(
半

透

明

白

色

硝

子

)

第

七
例

三

一
〇
頁
)

黄

緑

色

半

透

明

硝

子

第

二
例

三

一
一責

)

燐

酸

石

灰

分

を

混

ず

る

不

透

明

白

色

硝

子

第

二
例

・
第

四
例

三

;
了
=
=

四
頁
)

泳

晶
石

を

混

ず

る

白

色

硝

子

第

一
例

・
第

四
例

三

一
四
⊥
一=

五
頁
)

白

色

石

硝

子

第

一
-

七

例

・
第

九
-

十

例

三

=
ハ⊥
三

八
喜

黄

色

不

透

明

硝

子

第

一
-

二

例

(三
二
〇
頁
)

紅

色

不

透

明

硝

子

第

一
r

二
例

(三
二
〇
1
三
一=
頁
)

押

型

用

硝

子

第

一
-

二
例

(三
三
六
-
三
三
七
頁
)

ボ

ン
テ

ム
氏

レ

ン
ズ

用

硝

子

第

一
-

二
例

(四
≡

頁
)
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(
ギ

ナ

ン
ド
氏

)

ク

ロ

ン
硝

子

(四
一
九
頁
)

寳

石
模

造

硝

子

(
ス
ト

ラ

ス
)

第

一
-

三
例

(四
二
五
1
四
二
六
頁
)

石

榴

石
模

造

硝

子

(四
三
ハ頁
)

鉛
原
料
と
し
て
は
鉛
丹
を
使
用
す
る
な
る
が
之
に
代
ふ
る
に
廉
償
の
原
料
例
令
ば
硫
酸
鉛
、
硫
鉛
鑛
、
酸
化
亜
鉛
等
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
試

み
た
ろ
も

の
あ
り
き
殊
に
英
國
に
於
て
は
重
土
原
料
例
令
ぱ
炭
酸
バ
リ
ユ
ー
ム
の
幾
分
を
鉛
丹
に
混
ず
る
か
若
く
は
全
く
之
を
鉛
丹
に
代
用

す
る

の
道
大
に
開
け
り
然
れ
ど
も
此
等
の
原
料
を
使
用
し
て
製
し
た
る
硝
子
は
鉛
丹
製
の
も
の
と
同
様

の
品
質
を
生
ず
る
能
は
ず
し
て
後
に

説
く
所
の
鉛
半
ク
リ
ス
タ
ル
中
に
算
入
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
り

鉛
硝
子
は
梢
黄
味
を
帯
ぶ
る
傾
あ
る
も
の
に
し
て
通
例
脱
色
剤
と
し
て
使
用
せ
ら
る

・
も

の
は
褐
石
な
り
曹
達
石
灰
硝
子
の
脱
色
剤
と
し
て

賞
用
せ
ら
れ
た
る
酸
化

ニ
ッ
ケ
ル
は
此
膓
合
に
は
用
ひ
ら
れ
ず

今

左
に
二
三
の
鉛
ク
リ
ス
タ
ル
原
料
調
合
を
示
し
讃
者

の
参
考
に
供
す

第

一
例

硅
砂

一
〇
〇
〇
分
精
製
ポ
ツ
タ
ー
ス
三
三
三
分
鉛
丹
六
六
七
分

第
二
例

硅
砂

一
〇
〇
〇
分
精
製
ポ
ッ
タ
ー
ス
三
三
〇
分
鉛
丹
三
〇
〇
分
硝
石
五
〇
分
褐
石
二
分

第
三
例

硅
砂

一
〇
〇
〇
分
精
製
ポ
ツ
タ
ー
ス
四
五
〇
乃
至
二
八
〇
分
鉛
丹
三
〇
〇
乃
至
六
七
〇
分
硝
石
三
〇
乃
至
八
〇
分
褐
石
二
乃
至

○
、
五
分

近
時
鉛
半
ク
リ
ス
タ
ル
な
る
名
稻
を
有
す
る
ア
ル
カ
リ
ー
石
灰
硝
子
及
び
ア
ル
カ
リ
ー
鉛
硝
子
の
成
分
よ
り
成
る
硝
子
製
造
せ
ら
れ
其
用
途

甚
だ
廣
し
今
此
硝
子

の
原
料
調
合
の
二
一二
例
を
示
せ
ば
左
の
如
し
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第

一
例

第
二
例

第
三
例

　 ク リ ス タ ル

第一例[第 二例1第 三 例

硅
砂

一
〇
〇
〇
分
ポ
ッ
タ
ー
ス
三
〇
〇
分
石
灰
石

一
四
〇
分
鉛
丹

一
二
〇
分
褐
石
二
分

硅
砂

一
〇
〇
〇
分
ポ
ツ
タ
ー
ス
ニ
六
〇
分
曹
達
八
〇
分
石
灰
石

一
五
〇
分
鉛
丹

一
四
〇
分
褐
石
二
分

硅
砂

一
〇
〇
〇
分
ポ

ツ
タ
ー
ス
ニ
六
〇
分
石
灰
石

一
〇
〇
分
鉛
丹

一
〇
〇
分
重
晶
鑛

一
〇
〇
分
曹
達

一
〇
〇
分
褐
石
二
分

分

%

8

タ
し

一
紗

・・0・到1・00

330450～280

300300～670

50,30～80

2'2～0.5

1000分

333

667

硅 砂

精製ボツタース

鉛 丹

硝 石

褐 石

sio2

M110

PbO

K20

第八十五表

53.2矧1

0.110.1～0,02

347!1軌01a1～3481

12・116.1119.9～12.1

「硝 子 製 造 法 」 所 載 の 「鉛 ク リ ス

ル」の調合 ・組成。褐石はMnO2と して計算

た。

鉛 半 ク リス タ ル

第一例1第 二例1第 三第 三 例

1000分

260

100

100

100

100

2

68.6

3.8

0.1

4.5

6.7

4.0

12.2

1第

分
l

looo否1

260

80

150

140

0

0

0

0

2

0

0

4

9
一

〇

〇〇

-↓

-↓

1砂

ス

達

石

丹

鑛

石

【 タ

灰

晶

ツ

硅

ポ

曹

石

鉛

重

褐 ll2

17・.3%16翫1%

5・615・8

0・110・1

&41

14.6

9。5

3.2

12.3

Sio2

CaO

MnO

BaO

PbO

Na20

K20

第八十六表 「硝子製造法」所載の 「鉛半クリフ

ル」の調合 ・組成。重晶鑛はBaSO4,褐 石は

MnO2と して計算した。

 

国

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
多
数

の
処
方
よ
り
幾
分
で
も
鉛
原
料
を
用
い
て
い
ろ
も
の
を
選
び
出
し
、
そ
の
処
方
名
を

一
先
ず
以
下
に
列
記
す
る
。
な
お
各
処
方
名

の
下
に
は
そ

の
処
方
に
用
い
ら
れ
る
鉛
原
料
名
を
附
記
し
た
。

「
第
九
章

フ
リ
ン
ト
破
璃

(
ク
リ
ス
タ
ル
)
」
の
内
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O

鉛

(
ク
リ

ス

タ

ル
)

披

璃

の
雌

方

ω

英

(
ペ

ル

ラ

ツ
ト

)

働

英

個

英

ク
リ

ス

タ

ル

樹

英

タ
リ

鼠

タ

ル

伺

佛

個

ロ
イ

セ

ル

桝

ヂ

ユ

マ

(ゼ
ル
ィ
,
ー
臨
柵
壁
)

圖

日
耳

蔓

ク

リ

ス
タ

ル

働

堆

ク
リ

ス

タ

ル

㎝

ソ

フ
ト

、

ウ

ヰ

ズ

、

カ

ル
レ

ッ
ト

叫

ソ

フ
ト

、

ウ

ヰ
ズ

、

カ

ル

レ

ッ

ト

晒

最

上

フ
リ

ン
ト

鰯

最

上

フ
リ

ン
ト

㈱

最

上

フ
リ

ン
ト

憾

最

上

ブ
リ

ソ
ト

㎝

最

上

フ
リ

ン
ト

・鉛

{
一
五

一
-

一
五
二
亘
冒

鉛

丹

二

五
二
喜

鉛

(
一
五
ニ
ー

　
垂

二
藍
冒

鉛

(
一
再

早
蔵
V

鉛

(
一
五
三
i

一
五
四
劃
り

鉛

(
一
轟

菖

鉛

(
一
五
四
-

一
五
五
頁
)

鉛

(
五

五
郡
}

鉛

(
冒
五
五
-

一
五
六
頁
〕

鉛

(
一
五
弐
胆
)

鉛

(
一
美

恩

鉛

(
一
五
酋
1

】
五
七
頁
)

鉛

(
≡

謹

)

鉛

(
↓
五
七
-

一
五
^
且
U

」鉛

二

里
凸
5

鉛

(
一
匝
八
ー

一
五
丸
虹
)
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⑳

善

良

個

低

廉

㎝

低
廉

⑳

低

廉

囲

キ

ル

ン
、

メ
タ

ル

囲

キ

ル

ン
メ

タ

ル

劇

キ

ル

ン
メ

タ

ル

個

キ

ル

ン
メ

タ

ル

鯛

ス
リ
ー

、

ブ

オ
ー

ス
、

キ

ル

ン

メ

タ

ル

劇

鉛
.

曹

達

勘

パ

ラ
イ

タ

囲
バ

ラ
イ

タ
曹

逮
、

鉛

圃

鉛
ヲ

リ

ン
ト
、

フ
オ
、

オ
ブ

ン
、

ボ

ツ

ツ

圃

フ
リ

ン
ト

、

フ
オ

、

オ
ブ

ン
、

ポ

ツ
ヅ

O

親

光

用

破

璃

の
臨
方

佃

チ

ヤ

ン

セ

ス

国

チ

ヤ

ン

七

ス

鉛

二

究

δ

鉛

二

五
九
⊥

六
〇
亘
〕

鉛

(
=
6

訊
}

蛤

丹

二

肯
o
,⊥

占ニ

ヨ

鉛

(
一
六
颪

)

鉛

(
一
六
冒⊥

六
;
轟

鉛

(
=
(
二
・5

鉛

彊

六
一T

其

三
8

鉛

二

誉

頁
)

黄

丹

(
密

陀

儒

)

二

六
三
⊥

六
皿
息

酸
化

鉛

{
=
(
凹
8

酸

化

鉛

二

六
四
買
)

鐙

二
酋
五
≦

鉛

(
一
六
五
貞
〕

鉛

(
=
宍

蹴
)

鉛

(
=
宍

画
)
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偶
チ
ヤ
ン
セ
ス

樹
グ
イ
ナ
ウ
ド

樹
琳
ン
テ
ン
プ

ス

㈹
「ポ
・ン
テ
ン
ブ

ス

㈲
ポ
ン
チ
ン
プ
ス

O

灰
フ
リ
ン
ト
破
璃

の
慮
方

鋤
ボ

ヘ
ミ
ア
ン

圃
バ
ラ
イ
タ
、
剥
篤
堕
斯
、
石
灰

「
第
拾
章

蔚
色
破
璃
」
の
内

「
第
九
節

前
陳

の
嬰
を
器
説
す
」
の
内

ベ
ル
ラ
ッ
ト
氏

の
最
上
フ
リ
ン
ト

「
第
十
節

紅
玉
色
破
璃
」
の
内

m田
～
團
金
紅
色
の
慮
方

働
金
紅
色
の
盧
方

ω
～
倒
銅
紅
の
雌
方

牢

倒
蟻

紅

例

ベ

ル
ヂ

ァ

ン
㌃

7

オ
ト

フ

ラ

ス

シ

ン
グ

鉛

二

六
七
駐

鉛

(
一
六
七
旺
}

鉛

コ

六
七
⊥

六
(
紅
)

鉛

ρ
■
六
(
槻
)

鉛

(
=
(.(
1
=
(
九
ヨ

鉛

丹

(
エ
£

⊥

七
〇
耳

酸

化

鉛

二

八
〇
息

鉛

丹

三
〇

葺

)

鈴

(二
2

丁
二
〇
六
理
)

蛤

丹

(二
〇
六
直
)

鉛

(二
〇
七
⊥

δ

八
直
冒

鉛

(一δ

八
⊥

δ

九
也

鉛

丹

(二
〇
九
⊥

二
〇
亘
}
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画
ボ

ン
テ
ン
ブ
ス

鍋
紅
用
カ
ル
レ
ッ
ト

「
第
拾
堂
節

紫
玉
英
色
破
璃
」
の
内

ω
青
破
璃

の
嘱
方
、
濃
淺
藍
色

㈲
～
㈲
濃
オ
ベ
ー
ク
濃
乳
光
色

㈲
ソ
フ
ト

ヨ
諦
イ
)

圃
淺
盤
色

(
ス
イ
カ
ブ
リ

ユ
)

鱒
フ
オ
、
ケ
ー
シ
ン
グ

醐

ヘ
ン
リ
プ
オ

「
第
十
二
節

織
色
破
璃
ノ
庭
方
」
の
内

樹
淡
緑
玉
繰
色

㈲
サ
ク
ソ
ン
緑
色

鋤
グ
リ
ー
ン
、
フ
オ
、
ケ
ー
シ
ン
グ

㎜
開オ
リ
ヱ
ン
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン

「
第
十
三
節

ト
ル
キ
ー
ズ
敢
璃

の
慮
方
」
の
内

1ー
ト
ル
キ
ー
ズ

串

佗

ト

ル
キ

f

ス

鉛

丹
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一
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㈲

樹
～

樹

ト

ル
キ

ー
ズ

鉛

三

孟

⊥

三

責

}

「
第

十

四
節

黒

色

蓑

璃

の
臨

方

」

の
内

田
褐

色

破
璃

の
雌

方

鉛

丹

(二
瑚
一
逃

「
第

十

五

節

號

珀

色

鼓

璃
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滝
方
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の
内

m
～

働

鉛

(
二
皿
一⊥

轟

二
轟
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リ

ッ
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、

ダ

ー
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三

皿
m
噸
)

「
第

十

六
節

紫

色

破

璃
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雌

方
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圖
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色

鞍
璃
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田
八
$

樹

不

透
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鉛
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皿
(
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鋤

ヘ
ン

リ
ブ

オ
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鉛
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皿
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1
二
皿
九
宜
)

個

プ

ア
イ

オ
レ

ッ
ト

、

シ
ー

ト

鉛

(二
皿
九
⊥

一五
〇
雌
}

「
第

十

七
節

白

色

破
璃

の
庭
方

」

の
内

ω

～

㈹

白

堰

廊

鉛

三

五
一
-
一
一五
六
願
)

圃
～

劇

励
門オ

パ

ー

ル

(
蚤

白

石

色

)

鉛
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証
七
⊥

=
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慨
)

⑳

ウ

イ
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タ

ア

ン
、

イ

ン
、

ウ

オ
ー

キ

ン
グ

鉛

三
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)

脚
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、
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、
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、
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ン
グ

鉛
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、
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ザ

ウ
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ン
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コ

⊥
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⑳

ブ

ラ

イ

ト
、

オ

バ

ル

鉛

(二
古

一⊥

一六
三
武
Ψ

(ゼ
ル
望
"
-
朔
幅
註
)

闘

日
耳

璽

鉛

オ

バ

ル

鉛

9

六
三
⊥

二
(
皿
8

鋤

ボ

ン
テ

ン
ブ

ス
、

フ

レ

ン
チ

、

茸

パ

ル

鉛
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六
㎜
土

一六
五
凹
〕

「
第

十

八

節

黄

色

肢
璃

ノ
露
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」

の
内

圖

軟

黄
色

鉛

丹

三

圭
七
$

樹

　緑
黄

色

鉛

(
二
六
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鋤

ピ

ク
ト

リ

ャ
員

色

或
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黄

玉

色

鉛

(
二
六
九
息

個

金

及

び

銀

黄
色

鉛

丹

三
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頂
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個

ベ

ル
ヂ

ア

ン
、

ヱ

ル

ロ
ー

、

フ
オ
、

フ

ラ

ス

シ

ン

グ

鉛

丹

(
二
七
〇
葺

「
第
十

一
輩

人

造

賢

玉

」

の
内

㈲

ス
ト

ラ

ス
、

ダ

ウ

ナ

ル
ド
、

ウ

ヰ

ラ

ン

ド

鉛

丹

(二
七
田
皿
)

切

ス
ト

ラ

ス
、

ダ

ウ

ナ

ウ

ル

ト
、

ウ

ヰ

ラ

ン
ド

鉛

白

(
炭

酸

鉛

)

三

七
皿
⊥

學七
五
藍
)

㈲

ス
ト

ラ

ス
、

パ

ス
テ

ネ

ー

ル

鉛

三

七
五
邑

⑨

蛋
白

石

バ

ス
テ

ネ

ー

ル

鉛

(二
七
五
⊥

■皇

ハ3

㈲

擬
似

金

剛

石

鉛

(二
七
七
息

*

印

を

附

し

た

処
方

は

ア

ル

カ

リ
塩

を
用

い
ぬ

も

の
で

、

本

論

で

は

別

に

論

ず

べ
き

も

の
で

あ

あ

が

、
礎

宜

上

こ
こ

に
記

す

こ

と

に
し

た
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の
原
料
で
あ
る
砂

.
剥
篤
亜
斯

・
硝
石

・
曹
達
な
ど
と
混
合
す
る
に
先
立

っ
て

蝦
焼
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
な

お
こ

の
書
の
原
本
が
不
明
な
た
め
、
上
記
の
処
方
に
お
け
る

「
鉛
」
の
箇
所
が

原
本

で
は
如
何
な
る
表
現
に
な

っ
て
い
る
か
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は

遣
憾
で
あ
る
。

さ
て
上
記

の
処
方
よ
り
最
初

の
二
、
三
の
調
合
例
を
参
考
ま
で
に
こ
こ
に
記

⑯
し
、

そ
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
第
八
十
七
表
よ
り

各

処
方
名

の
下
に
附
記
し
た
鉛
原
料
名
を
通
覧
す
れ
ば
明
ら
か
な
如
く
、

鉛
丹

・
黄
丹

(密
陀
僧
)
・
酸
化
鉛
と
は
別
に
鉛
と
い
う
表
現
が

数
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
如
何
に
も
金
属
鉛
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
第

一
に
こ
の
書
で
原
料
を
扱

っ

て
い
る
箇
所
、
即
ち

「
笛

章

蓬

の
組
成
分
」
の
内
・
「
第
七
節

鉛

(黄
丹
11
鉛
丹
)
及
其
分
折
反
慮
」
に
お
い
㌔

鉛
は
黄
丹
或
ひ
は
鉛
丹
の
形
髄
に
て
破
璃
に
用
ふ
る
も

の
な
り

と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第

二
に

「
第
五
章

製
法
」

の
内
・
「
第
二
節

材
料

の
製
法
及
ひ
混
和
法

(機
械
的
蓉

或
ひ
犠

備
結
合
)
」
嘲

原
料
は
出
來
得
る
だ
け
微
細
に
之
を
粉
辞
し
而
し
て
親
密
な
る
機
械
的
結
合
を
行
は
し
む
る
を
要
す

と
述

べ
ら
れ
て
い
て
鉛
を
金
属
鉛
と
仮
定
し
た
場
合
、
こ
れ
を
他
の
原
料
と
同
じ
程
度
ま
で
微
細
に
粉
砕
す
る
の
は
鉛
丹

・
黄
丹
の
場
合
に
比

し
て
余
り
に
も
労
多
い
こ
と
、

第
三
に
同
章

の
内
、

「
第
三
節

溶
解
」
で
は
材
料

(1ー
バ
ッ
チ
)
を
溶
壕

("
堵
塙
)
に
二
度
に
分
け
て
填

四

充
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
金
属
鉛
を
塊
状

の
ま
ま
利
用
す
る
中
国

・
日
本
式
の
特
殊
な
融
解
法
に

つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
の
鉛
を
金
属
鉛
と
考
え
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
の
処
方
に
み
ら
れ
る
鉛
は
他

　

J

,
組

ガ

1〔膜(ペ ルラツト

336.000

224.000

0.2～0.750

112.000

1.4～2.800

53.2～53.1%

0.03～0.1

PbO34.6

K2012.2～12.3

第八十七表 「美氏破璃製造法寳鑑

所載の鉛(ク リスタル)破 璃の内

ω 「英(ペ ルラツト)」の調合 。

成。鉛は鉛丹,満 俺は二酸化マン

ンと仮定して計算した。
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砂
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ト
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ケ
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脳
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抜

砂

α

二
箇

仇

酸

化

離
鉛
硝

醐
炭

酸

力

三

〇

〇
、
0

0
0

二
〇

〇
、
0

0

0

八

〇
、
O

O

O

一
、
○

○

〇

三

〇

〇
、
○

O

O

四

入
、
O

O

O

O
、
七

五

〇

」

,宜

酸

多

鑑

内

便

炭

爾

ル レ ツ

ガ ラ ス

Sio2

B20a

CoO

Nio

PbO

Na20

K20

第 八 十八表

■

36.5

36.5

0。03

0,02

0.002

18.2

8.3

0.5

「美氏破璃製造法寳

所載の鉛(ク リスタル)破 璃の

〔21「英」の調合 ・組成。曹達は

上純度100%,棚 砂は無水物,
ニッケルはNicO3,酸 化箇抜

はCo203と して計算した。

 

囚

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」

の
第

一
号
よ
り
第
二
百
四
十
号
ま
で
の
中
に
、

1{31英 ク リス タ ル

診T
鉛i

剥 篤 亜 斯

砒 素

力 ル レツ ト

硝 石

浦 俺

ガラス

As205

Sio2

M皿O

PbO

K20

第八十九表

300.000

200.000

80。000

1.000

300.000

48.000

0堕0

34.3鰯

0.1

34。3

0.1

22.4

8.8

『美氏破璃製造法寳鑑」

所載の鉛(ク リスタル)破 璃の内,
{3}「英 ク リスタル」の調合 ・組成。

鉛は鉛丹,砒 素は亜砒酸,満 俺は二

酸化マンガンと仮定して計算した。

 

ア
ル
カ
リ
塩
お
よ
び
鉛
丹
を
多
少
と
も
用
い
る
調
合
に
は
以
下
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の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
調
合

の
中
に
は
鉛
丹

・
密
陀
僧
と
い
う
表
現
を
と
ら
ず
、
酸
化
鉛
と
い
う
総
称
を
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
を
想
定
し
て
扱
う
こ
と
は
如
何
に
も
繁
雑
な
の
で
、
便
宜
上
こ
こ
で
扱

っ
て
お
く
。

海
幅
悠
纂
訳

「
硝
子
ト
金
團
ト
ノ
關
係

(第
十
四
號
ノ
績
)」

の
内
、
「
乙

金
硝
子

(金
紅
寳
)
」
お
よ
び

「
丁

鉛
硝
子
」

二
八
.
一二
四
ー

=
一五
頁
・明
治
二
七
・二
)

藤

江

「
紅

色

硝

子
」

三

一
.
二
=
二
頁
.
明
治
二
七
.
五
)

海

幅

「
乳

色

硝

子

」
句
P

岡
跡
警

o
ロ

ω
胃

o
。
訂

鎚
一
"
討
汀

q゚
°
爬
ト

ω
レ
自

ロ
巳

ド
①
ド
゜
の
内

、

甲

お

よ

び

第

一
-

三

号

三

三
.
三
〇
四
⊥

二
〇
五
貞

・
明
治

二
七

・
七
)

藤

江

永

孝

訳

「
破

璃

の
成

分

に

就

て
」

(
陶

業

雑

誌

)

(
ポ

ッ

テ
リ

、

ガ

セ
ト

千

八

百

九

十

三

年

四

月

一
日

三

三

六
頁

)

の
内

、

含

鉛

破

璃

(三
四
・
二
七
三
頁
・
明
治
二
入
・
六
)

藤

江

訳

「
人

造

寳

石

の
製

造

」

の
内

、

エ
ム
、

ブ
オ

ン

タ

ニ
ー

氏

の
第

三
法

お

よ
び

ロ
イ

セ

ル
氏

の
法

、

外

三
法

(四
八
.
四
二
九
-
四
三
二
頁
.
明
治

二
九

・
八
)

橋

本

「
硬
質

破

璃

」

の
内

、

「
ク

リ

ス
タ

ル
破

璃

」

(但

し
酸

化

鉛

と

い
う

表

現
)

(五
三
.
一
三
五
頁
.
明
治
三
〇
.
一
)

内

藤

「
黒

く

煙

れ

る

破

璃

」

(千

八
百

九
十

六
年

七

月
英

國
陶

業

雑

誌

)

の
内

、

第

三
法

(五
五
.
二
一=

頁
.
明
治
三
〇
.
三
)

吉

井

「
紅

色

破

璃

」

(
千

八

百

九

十

大

年

五

月
英

國

陶

業

雑

誌

)
(五
五
.
一三

二
頁
.
明
治
一二〇
.
三
)

熊

澤

「
黄

色

破

璃

の
調

合

」

(
英

國
陶

器

雑

誌

)

(六
四
.
五
七
七
頁
.
明
治
一二
〇
.
≡

)

熊

澤

「
フ

リ

ン
ト

破

璃

の
調

合
」

(
英

國
陶

器

雑

誌

)

(
但

し
酸

化

鉛

と

い
う

表

現

)

(六
四
.
五
七
七
頁
.
明
治
三
〇
.
≡

)

を

、

つ
、

生

「
ポ

ヘ
ミ

ヤ

の
古

硝

子

の
調
合

」

(
ω
冒

。
O
ゴ

ω
四
巴

〉
ロ
σq
'
O
ω
)

の
内

、

「
結

晶

破

璃

」
「
白

聖

硝

子

」

「
番

外

美

麗
線

色

硝

子
」

リ
リ

ス

タ

ル
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(
=
二
五

・
一
〇

ニ
ー

一
〇
三
頁

・
明
治

三
六

・

一
一
)

*

*

*

平
野

「
破
璃
糟
付
の
糟
具
」
の
内
、
「
透
明
破
璃
種
」
「
e
肉
色
」
「
囹
黄
色
ノ
三
」
「
㈲
緑
色
ノ
三
」

「
固
紫
色
ノ

一
」
「
国
紫
色
ノ
ニ
」

「
国

　

　

褐

色

」

「
園

鼠
色

」

(
但

し

*

印

は

酸

化

鉛

と

い
う

表

現

)

(
一
四
四
,
四
五
⊥↑

四
五
八
頁
.
明
治
三
七
.
八
)

大

谷

「
擬

寳

石

」

の
内

、

「
ス
ト

ラ

ス

第

一
」

「
ス
ト

ラ

ス

第

三
」

(
但

し

酸

化

鉛

〔
オ

レ

ン
ヂ

レ

ツ
ド
〕

と

い
う

表

現
)

(
一
四
七
.
八
七

-
八
八
頁
・
明
治
三
七
・
一
一)

平

野

「
電

燈

球

に

用

ゆ

る

鉛

破
璃

の
調
合

」

の
内

、

H

～

圏

、

お

よ

び

善

良

な

る

一
調

合

法

(
」
五
〇
.
一
九
九
⊥

δ
0
頁
.
明
治
三
八
.
二
)

平

野

「
乳

色

包

被

破
璃

」

の
内

、

「
白

色

素

地

の
調

合

」
「
同

上

に

適

す

る

乳

色

包

被

破

璃

」

(
≡

九
.
四
七
八
-
四
七
九
頁
.
明
治
三
八
.
=

)

「
透

明

銅

緋

破

璃

」

(
朝

比

奈

晃

十

氏

の
実

験

に
よ

る

も

の

工
業

化

學

雑

誌

第

八

編

第

九
拾

壼
、
試

、
参

号

所

載

)

の
内

、

「
第

一
」

よ

り

「
第

六
」

お

よ

び

「
第

九

」

よ

り

「
第

十

一
」

の

「
基

礎

硝

子
」
、
「
第

十

二
」

の

「
基

礎

硝

子

」

(
=
ハ
ニ
.
五
九
四
ー
五
九
六
頁
.
明
治
三
九
.
三

熊

崎

勝

次

郎

「
切

子

硝

子

(
〔
W口
け
(Ψ
一卑
0
㎝)

に
就

て
」

の
内

、

「
切

子
硝

子
原

料

の
調
合

法

」

(
一
八
七
.
三
一
九
頁
.
明
治
四
一
.
三
)

「
「
ヴ

エ

ニ
ス
」

破
璃

の
色

彩
研

究

」

(
農

商
務

省

商
品

陳
列

館

報

告

第

十

九
號

)

の
内

、

「
青

色

硝

子

の
他

の
調

剤

法
」

「
藍

色

硝

子

」

(
二

種

)

「
赤

色

硝

子
」

(
二
種

)
「
紫

色

硝

子
」

(
四
種
)

「
黒

色

硝

子

」

(但

し

ミ

ニ
ヲ

・
ミ

ニ
オ

.
鉛
過

酸

化

丹
と

い
う

表

現

)

(二
〇
六
.
三
九
-
四

一
頁

・
明
治
四
二

・
一
〇
)

芝

田

「
電

球

用

銅

紅

色

及

金

紅

色

破

璃

」

(
GD
冒

Φ
o
ゴ
器
巴

Z
P

目
♪

H
H
O
ド
H
)

の
内

、
「
銅

紅

色

一
」

「
銅

紅
色

二
」

「
金

紅

色

一
」

「
金

紅

色

二
」

(
一一二
七
.
四
五
八
-
四
五
九
頁
.
明
治
四
四
.
七
)

個
㎝

以

上

の
内

、

初

め

の

二
、

三

例

に

つ
き

そ

の
本
文

を
引

用

し

、

そ

こ
に
記

さ

れ

た

調
合

よ
り

生

成

が

予

測

さ

れ

る

ガ

ラ

ス

の
組

成

を
第

九

十

表

・
第

九
十

一
表

に
示

す

。
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子1鉛 硝子

48脊

40

12

8

1/100

48.5%

0.Ol

39.5

12.0

1金 硝

砂

丹

加里

石

]

粉la。2～ ㈹ 。6

12分

15

3

2

白

鉛

炭酸

硝

金

錫

40.さ 粥

49.4

10.0

0.1～0.002

Sio2

SnO2

PbO

K20

Au

第九十表r大 日本窯業協會雑誌」

所収,「 硝子 卜金属 トノ關係」所

載,「 金硝子」および 「鉛硝子」
の調合 ・組成。錫にっいては便宜

上1/100分 と して計算した。

 

硝
子
ト
金
属
ト
ノ
關
係

(第
十
四
號
ノ
績
)

…
…

(前
略
)
…
…

乙

金
硝
子

(金
紅
寳
)

紅 色硝 子

2000分

400

600

100

20

20

20

9

13

純 砂

丹
炭 酸 加 里

石 灰
燐 酸 石 灰
酒 石 英

瑚 砂
赤色酸化銅

酸 化 錫

P205

Sio2

SnO2

B203

CaO

PbO

Na20

K20

Cu

第 九 十 一表

_1

0.3%

68.0

0.4

0.5

2.9

13.3

0.2

14.1

0.3

「大 日本窯業協會雑誌

」所収の 「紅色硝子」の調合 ・組

成。酒石英は`C4H506K,棚 砂は
Na2B407と して計算した。

 

其
性
質

ハ
銅
紅
寳
卜
相
似
タ
リ
即
チ
熔
解
ノ
際
並

二
急
冷

ス
ル
「
二
由
リ
無
色
透
明
ノ
硝
子
ト
ナ
リ
又

]
旦
固
躰
ト
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
取
リ
再
ビ

媛

ム
レ
バ
紅
色
ヲ
呈
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
或

ハ
急
冷
或

ハ
緩
冷

ス
ル
「
二
由
リ
暗
濁
色
ヲ
呈

ス
ル
「
恰
モ
朱
泥
及
砂
金
石

二
符
合
ス

製
法
白
砂

十

二
分
鉛
丹
十
五
分
炭
酸
加
里
三
分
硝
石
二
分

二
金
粉
或

ハ
盛
化
金
或

ハ
紫
金
ヲ
加

へ
銑
鐵
ノ
熔
解
度
若
ク
ハ
尚
ホ

一
層
高
熱

ノ
度
ヲ
以
テ

少

ク
モ

一
時
間
半
熱

シ
テ
熔
解
セ
シ
ム
而
シ
テ
之
ヲ
急
冷
ス
レ
バ
無
色
ト
ナ
リ
再
ビ
暖
レ
バ
美
紅
色
ヲ
呈
ス
又
之

ヲ
漸
冷
ス
レ
バ
暗
黒
ノ
灰

色

ヲ
呈
シ
金
分
微
量

二
過
ク
レ
ハ
無
色
又
ハ
帯
黄
色

ニ
シ
テ
再
ヒ
暖
ム
ル
モ
紅
色
ヲ
呈
ス
ル
「
ナ
シ

其
金
分
ノ
量

ハ
金

一
分

二
付
硝
子
九
四
六
分

ヨ
リ
ニ
萬
分

二
至
リ
其
割
合

一
定
セ
ズ
然
レ
ト
モ
含
鉛
硝
子

二
於
テ

ハ
金

一
分

二
付
硝
子
千

五
百
分
ヨ
リ
五
萬
分
迄

ハ
美
紅
色
ヲ
呈
シ
金

一
分

二
付
硝
子
十
萬
分

ハ
唯
僅

二
燕
脂
色
ヲ
呈
シ
ニ
十
萬
分
ノ

一
以
下

ハ
呈
色
セ
ザ
ル
ナ
リ
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…
…

(中
略
)
…
…

丁

鉛
硝
子

鉛
硝
子
ト
ハ
尋
常
ノ
鉛
ヲ
含
有
ス
ル
透
明
ノ
硝
子
ノ
謂

ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
鉛
ヲ
含
ミ
始
メ
ハ
透
明
ナ
ル
モ
再
ビ
暖
レ
バ
黒
色
ヲ
襲
ス
ル
モ
ノ
ヲ

謂

フ

尋
常
ノ
含
鉛
硝
子
モ
其
鉛
分
多
量
ナ
ル
ト
キ

ハ
工
作

ノ
際
黒
色
ヲ
獲

ス
レ
ト
モ
硝
石
ヲ
加

ヘ
テ
滅
ス
ペ
キ
ナ
リ

製
法

ハ
白
砂
四
八

分

鉛
丹
四
〇
分
炭
酸
加
里

=

一分
硝
石
八
分
ヲ
熔
合
シ
之

二
百
分

一
ノ
錫
ヲ
加

へ
水
中

二
注
射
ス
ベ
シ
此
硝
子

ハ
再

ビ
暖
ム
ル
「
二
由
リ
黒

色

ヲ
呈

ス

錫

ハ
硝
子
中

二
熔
和
セ
ズ

○
紅
色
硝
子

先
頃
猫
國
に
て
新
紅
色
破
璃
を
製
造
せ
し
に
甚
だ
し
く
世
人
の
注
意
を
引
き
罎
及
び
花
瓶
等
諸
種
の
も
の
に
製
造
す
る
外
窺

眞
、
化
學
其
他
覗
學
用
に
も
供
し
て
款
を
奏
せ
り
と
云
ふ
其
製
法
は
次
記

の
調
合
を
蓋
無
し
堆
塙
に
容
れ
熔
解
す
ろ
な
り
即
ち
純
砂
二
千
分
、

丹
四
百
分
、
炭
酸
加
里
六
百
分
、
石
灰
百
分
、
燐
酸
石
灰
二
十
分
、
酒
石
英
二
十
分
、
棚
砂
二
十
分
、
赤
色
酸
化
銅
九
分
、
酸
化
錫
十
三
分

之

れ
な
り
今
之
れ
を
軍
に
熔
す
の
み
に
て
直
ち
に
美
麗
な
る
紅
色
破
璃
を
生
し
通
常
の
如
く
呈
色
を
強
む
る
た
め
再
度
之
を
熔
融
す
る
の
手

ハ
マ
こ

数

な
り

と

云

ふ

註
ω

「
破
璃
精
造
新
法
」
横
地
僑
吉
郎
抄
訳
、

(有
斐
学
社
、
紀
元

二
千
五
百
三
十
四
年
)
、
十

五
オ
ー
十
五
ウ
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
藩

。。O
-
8
昌
。

囲

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内

國
勘
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
明
治
十
年
例
言
、
追
加

ノ
八
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
蕪
嵩
-
¢
。。卜。〕
、

(東
京
府
書
籍

館
本
)
。

樹

「
工
部
省
沿
革
報
告
』

(大
蔵
省
、
明
治

二
十
二
年
)
、

七
〇
九
-
七

一
一
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

億
O
l
。。
も。
。。
〕。
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(生)

「
工

部

省
沿

革

報

告

」

(大

蔵

省

、

明
治

二
十

二
年

、

「
明
治

前

期

財

政
経

済

史

料

集

成

」
第

十

七
巻

ノ

一
、

明

治

文

献

資

料

刊
行

会

、

昭

和

三
十

九
年
)
、

三

一
〇
頁

。

引

用
文

中

、

「
本

邦
弗

舞

篤

破

嘆

製

造

ノ
業

弦

二
濫

鵠

ス
」

と

あ

る
箇

所

は
、

江

戸

時

代

の
実

情

を

無

視

し

た
所

見

で
あ

ろ

う
。

内

国
勧

業

博

覧

会

事
務

局

「
第

二
回
内

國

勘

業
博

覧

會

出

品

目

録

」
初

篇

弐

「
第

戴

厘
」
、

工
部

省

、

一
-

四
頁

。

国

立

国

会
図

書

館

蔵

〔
尊

一
。。
占

己

。

同
書

に
は

以

下

の
如

く

記

さ

れ

て

い
る

。

O

第

三
類

工
作

局

レ
ト

ル

ト

(
=

・叩
川
工
作
分
局
△
受

器

(二
)
同
上
△

排

氣

鐘

(三
)
同
上
△
排

氣

鐘

(四
)
同
上
△

排

氣

鐘

(五
)
同
上
△
排

氣

鐘

(六
)
同
上
△
排

氣

鐘

(七
)
同
上

△

排

氣

鐘

(八
)
同
上
△
形

換

排

氣

鐘

(九
)
同
上
△
形

換

排

氣

鐘

(
一
〇
)
同
上
△
形

換

排

氣

鐘

(
一
]
)
同
上
△
形

換

排

氣

鐘

(
一
二
)
同
上
△

形
換

排

氣
鐘

(
一

三
)
同
上
ム

レ
イ

テ

ン
瓶

(
一
四
)
同
上
ム

ヒ
ー

ケ

ル

(
一
五
)
同
上
ム

コ
ル

ヘ
ン

(
一
六
)
同
上
ム

コ
ル

ヘ
ン

2

七
)
同
上
ム

コ
ル

ヘ

ン

(
一
入
)
同
上
△

毫

附

コ
ツ

ブ

(
一
九
)
同
上
ム

フ

ラ

ス

コ

(二
〇
)
同
上
△

電
地

(二
一
)
同
上
△

水

分

析

里
叩
三

一一)
同
上
△
漏

斗

(二
三
)
同
上
△

片

口
漏

斗

(二
四
)
同
上
△
半

球

(二
五
)
同
上

ム

ハ

ロ
メ
ー

ト

ル

〔二
六
)
・四
川
工
作
分
局
△

片
曲

リ
管

三

七
)
同
上
△
小

球

付

曲

リ

管

(二
八
)
同
上
△
水

平

管

(二
九
)
同
上
△

長
管

付

漏

斗

(三
〇
)
同
上
△
轡

管

(
三
一
)
同
上
△

雨
吹

留

管

(三
二
)
同
上
△
机

足

(三
三
)
同
上
△

硝

子
柱

(三
四
)
同
上
△
硝

子

柱

(三
五
)
同
上
△
硝

子
柱

(
三
六
)
同
上

△

大

ツ

ン
ト

(三
七
)

同
上
ム

ツ

ン
ト
小

形

(
三
八
)
同
上
ム

メ
ー

ト
ー
硝

子

(三
九
)
同
上

△
大

シ
リ

ン
ト

ル

(四
〇
)
同
上
△

噂

管

(四

])
同
上

△
形

替

リ

シ
リ

ン
ド

ル

(四
二
)
同
上

ム

シ
リ

ン
ト

ル

(四
三
)
同
上
△

大
冷

シ
管

(四
四
)
同
上
△

小

冷

シ
管

(四
五
)
同
上
△
先

曲

冷

シ
管

(四
六
)
同
上
△
管

付

レ

ト

ル

ト

(四
七
)
同
上
△

藥
溜

浸
出

器

(四
八
)
同
上
△

藥
量

毫

付

コ
ツ
ブ

(四
九
)
同
上
△
乾

繰

器

〔五
〇
)
同
上
△

垂
付

水

呑

(
五
一
)
同
上
△

毫

附

水
呑

(五
二
)
同
上

△

垂

附

切

子

(五
三
)
同
上

△

毫

附

算
盤

玉
付

(
五
四
)
同
上
△

切

子

コ
ツ
ブ

(五
五
)
同
上
△

切

子

コ
ツ
ブ

(
五
六
)
同
上
△

切

子

コ
ツ
プ

(
五
七
)
同
上
△
切

子

コ
ツ
ブ

(五
八
)
同
上
ム

シ

ヤ

ン

パ

ン

コ

ツ
プ

(
五
九
)
同
上
△

塁
付

ゴ
ツ
ブ

(六
〇
)
同
上
△

盤

算

玉

コ
ツ
ブ

(六

一
)
同
上

△
白

葡

萄

コ
ツ
ブ

(六
二
)
同
上

△
算

盤

玉

形

攣

リ

コ
ツ
ブ

(六
三
)

同
上
△

切

子

コ
ツ
ブ

(六
四
)
同
上
△

括

リ
出

シ

コ
ツ
プ

(六
五
)
同
上
△
・餐
酒

コ
ツ
ブ

(六
六
)
同
上
△

切

子

コ
ツ
.フ

(六
七
)
.剛
川
工
作
分
局

ム

コ
ツ
プ

(六
八
)
同

上
△

切

子

リ

キ
ー

ル

コ
ツ
ブ

(六
九
)
同
上
△

壼
付

手

附

ゴ
ツ
プ

宅

0
)
同
上
△
形

愛

リ
嚢

酒

コ
ツ
プ

(七

一
)
同
上
△
薄

手

大

コ
ツ
プ

(七
二
)
同
上
△
薄

手

底

切

子

(七
三
)
同
上
△
薄

手

ポ

カ

シ

(七
四
)
同
上
△
切

子

大

コ
ツ
ブ

(七
五
)
同
上
△

切

子

丼
形

コ
ツ
ブ

(七
六
》
同
上

△

切
子

井

形

ゴ

ツ
ブ

〔七
七
)
同
上
△

押

形
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コ
ツ
プ

(七
八
)
同
上
△
黄
色

コ
ツ
ブ

〔七
九
)
同
上
△
線
切
子
共
栓
付
徳
利

(八
〇
)
同
上
△
形
替
徳
利

(八
一
)
同
上
△
形
替
リ
徳
利

(八
二
)
同
上
△
形
替
徳
利

(八
三
)
同
上
△
形
替
徳
利

(八
四
)
同
上
△
形
替
徳
利

(八
五
)
同
上
△
形
替
絡
切
子
栓
付
徳
利

(八
六
)
同
上
△
形
替
総
切
子
栓
付
徳
利

(入
七
)
同
上
△
青
線
捻

リ
燗
瓶

(八
八
)
同
上
△
金
物
付
藥
味
入
瓶

(八
九
)
同
上
△
手
付
無
地
水
差

(九
〇
)
同
上
△
形
替
リ
水
差
皇
付

(九
一
)
同
上
△

一
色
手
付
差
水
差

(九
二
)
同
上

△

一
色
無
地
形
替
リ
水
差

(九
三
)
同
上
△
乳
色

】
色
水
差

(九
四
)
同
上
△
乳
色
蓋
付

バ
タ
入

(九
五
)
同
上
△
底
切
子
付

バ
ダ
入

(九
六
)
同
上
△
峯
付
菓
子

皿

(九
七
)
同
上
△
切
子
墓
付
砂
糖
入

(九
八
)
同
上
△
底
菊
切
子
皿

(九
九
)
同
上
△
切
子
丼

(
一
〇
〇
)
同
上
△
燈
墓
段
火
舎

(
一
〇
一
)
同
上
△
切
子
燭
墓
火
舎

　マ
こ

付

(
一
〇
二
)
同
上
△
切
子
燭
墓
中
眞

艶
消
朝
貌
火
舎
付

(
一
Ω
二
)
同
上

△
葡
萄
朝
貌
切
手
艶
消
蝋
燭
火
舎

(
一
〇
四
)
同
上

△
葡
萄
切
子
紅
葉
松
火
舎

〔
一
〇

五
)
同
上
△
並

蝋
燭
火
舎

(
一
〇
六
)
同
上
△
瑠
璃
色
段
火
舎

(
一
〇
七
)
同
上
△
紅
色
火
舎

(
一
〇
八
)
同
上
△
緑
色
段
火
舎

(
一〇
九
)
同
上
△
段
火
舎

(
=

0
)
同

上
ム
チ
ミ
火
舎

(
=

一
)
同
上
△
形
替

リ
火
舎

(
=

二
)
同
上
△
楕
圓
火

舎

(
=

三
)
同
上
△
形
替
火
舎

(
=

四
)
同
上
△
徳
利
火
舎

(
一
一
五
)
同
上
△
菊
形

外
火
舎

(
=

六
)
同
上
ム

マ
チ
ボ
カ

シ
朝
貌
形
火
舎

〔
二

七
)
同
上
△
中
眞
艶
消
形
替
火
舎

〔
=

八
)
同
上
△
大
形
替

惣
艶
消
火
舎

(
=

九
)
同
上
△
総
艶

消
受
火
舎

(
一
二
〇
)
同
上
△
惣
艶
消
受
縁
付
椀
火
舎

(
一
二
一
)
同
上
△
傘
火
舎

(
一
一三

)
同
上
△
鎮
道
列
車
火
舎

(
≡

三
)
同
上
△
瓦
斯

火
舎

(
一
二
四
)
同
上

△
瓦
斯
差
火
舎

(
一
一一五
)
同
上
△
徳
利
形
壼
寸

二
分
火
舎

(
=
一六
)
同
上
△
八
分
差

火
舎

(
一
一一七
)
同
上
△
五
分
並
火
舎

(
一
一
一八
)
同
上
△
並
三
分
火
舎

(
一

二
九
)
同
上
△

八
分
垂
ラ

ン
プ

ア
シ
ョ
ク
外
火
舎
内
火
舎
付

(
一
三
〇
)
同
上
△
乳
色
手
ラ

ン
プ

(
;
=
)
同
上
△
乳
色
無
地
圓
形
外
火
舎

(
一
三
二
)
同
上
△
乳

色
腐
色
外
火

舎

(
一
三
三
)
同
上
△
乳
色
蚤
形
外
火
舎

(
;
西
)
同
上
△
白
乳
縫
分
外
火
舎

(
一
三
五
)
同
上

△
乳
色
瓦
斯
煙
除

(
一
三
六
)
同
上
△
内
艶
消
外
火

ハマこ

舎

(
一
三
五
)
.叩川
工
作
分
局
△
半
艶
消

瓦
斯
火
舎

〔
一
三
八
)
同
上
△
半
艶
消
紅
葉
切
子
外
火
舎

(
一
三
九
)
同
上
△
惣
艶
消
腐
色
外
火
舎

(
一
四
〇
)
同
上
△
喪
形

惣
艶
消
外
火
舎

(
一
四
一
)
同
上
△
惣
艶
消
外
火
舎

(
一
四
二
)
同
上
△
惣
艶

ア
ヤ
メ
切
子
外
火
舎

(
一
四
三
)
同
上
△
惣
艶
唐
艸
切
子
外
殆
俘
)
(
一
四
四
)
同
上
△

大

ラ
ン
タ
ー
ル

2

四
五
)
同
上
△
並
ラ

ン
タ
ー

ル

(
一
四
六
)
同
上
△
並

ラ
ン
タ
ー

ル

(
一
四
七
)
同
上
ム

マ
ス
ト
ラ

ン
タ
ー

ル

(
一
四
八
)
同
上
ム
ト
ツ
ブ

ラ
ン

ヘ
マ

マ
リ

タ
ー

ル

(
一
四
九
)
同
上
△
瑠

璃

色

タ

ン

タ
ー

ル

(
一
五
〇
)
同
上
△

大
廣

口
瓶

(
一
五
一
)
同
上
△

大

廣

口
瓶

(
一
五
二
)
同
上

△

大
廣

口
瓶

(
一
五
三
)
同
上
△

大
廣

口

瓶

(
一
五
四
)
同
上
△
大

廣

口

瓶

(
一
五
五
)
同
上
△
大

廣

口
瓶

(
一
五
六
)
同
上
△
小

廣

口
瓶

(
一
五
七
)
同
上
△
小

廣

口
瓶

2

五
八
)
同
上

△
小

廣

口

瓶

(
一
五
九

)
同
上
△

小
廣

口
瓶

(
エ
ハO
)
同
上
△

小

廣

口
瓶

(
=
ハ
一
)
同
上
△
廣

口

瓶

〔
=
ハ
ニ
)
同
上
△

廣

口
瓶

(
一
六
三
)
同
上

△

廣

口
瓶

(
=
ハ
四
)
同
上
△

廣

口
瓶

(
】

六
五
高

上
△

廣

口
瓶

(
一
六
六
)
同
上
△
廣

口
瓶

(
=
ハ
七
)
同
上

△

廣

口
瓶

(
エ
ハ
八
)
同
上

△
廣

口
瓶

(
一
六
九
)
同
上
△

廣

口
瓶

(
;

o
)
同
上
△
角

瓶

(
≡

)
同
上
△
毒
魚
貯
蓄
瓶

(
一
七
二
)
同
上
△
毒
魚
貯
蓄
瓶

(
一
七
三
)
同
上
△
毒
魚
貯
蓄
瓶

(
一
七
四
)
同
上
△
線
色
廣

口
瓶

(
一
七
五
)
品
川
工
作
分
局
△
緑
色
廣
口
瓶
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(
一
七
六
)
同
上
△
線
色
細
口
瓶

(
一
七
七
)
同
ヒ
ム
線
色
細

口
瓶

(
一
七
八
)
同
上
△
緑
色
細

口
瓶

(
一
七
九
)
同
上
△
線
色
細

口
瓶

(
一
八
〇
)
同
上
△
緑
色
平
瓶

(

で
ご

ニ
ム
一
)
同
ド　△
乳
色
細

口
瓶

(
一
入
二
)
同
上
△
大
細

口
瓶

2

入
三
)
ド凸ト
一△
竜
ロ
カ
ラ
ア
ン
付

瓶

(
ニ
ム
四
)
[
.⊥
△
細

口
瓶

(
一
一(
五
)
E
」
一△
細
瓶

口

(
一
入
六

)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
八
七
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
八
八
)
同
上
△
細

口
瓶

(
一
八
九
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
〇
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
一
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
二
)

同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
三
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
四
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
五
)
同
上
△
細

口
瓶

(
一
九
六
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
七
)
同
上
△
細
口
瓶

(
一
九
八
)
同

上
△
細
口
瓶

(
一九
九
)
同
上
△
平
瓶

(二
〇
〇
)
同
上
△
飾
付
花
瓶

三

〇
こ

同
上
△
飾
付
形
替
花
瓶

三

Q
二
)
同
上
△
耳
付
乳
色
花
瓶

(二
〇
三
)
同
上

△
耳
付

花
瓶

(二
〇
四
)
同
上
△
三
足
付

皿
花
生

(二
〇
五
)
同
上
△
四
足
付
花
生

(二
〇
六
)
同
上
△
縁
付
縁
無
毫
付
下
花
生

(二
〇
七
)
同
上
△
白
紺
青

一
輪
花
生

〔二
〇

八
)
同
上
ム
ボ

カ
シ
三
ッ
足
付
花
生

三

〇
九
)
同
上
△
紺
青
壼
付
花
生

〔二
一
〇
)
同
上

△
甲
金
具
付
紅
緑
舷
燈

三

=

)
同
上
△
乙
金
具
付
紅

緑
舷
燈

(三

二
)
同
上
△
紅

緑
舷
燈
球

三

一
三
)
同
上
△
甲
丸

ハ
テ
ン
ト
硝
子

(二
一
四
)
品
川
工
作
分
局
△
甲

丸

ハ
テ
ン
ト
硝

子

三

一
五
)
同
上
△
甲
丸

ハ
テ
ン
ト
硝

子

三

=
ハ)
同
上
△
甲
丸

ハ
テ

ン
ト
硝
子

(二
一
七
)
同
上
△
角

ハ
テ
ン
ト

三

一
八
)
同
上
△
大
丸
形
塵
除

(三

九
)
同
上
△
平
形
塵
除

三

二
〇
)
同
上
△
角
形
塵
除

(

二
一二
)
同
上
△
解
剖
瓶

(二
二
二
)
同
上
△
解
剖
瓶

(二
二
三
)
同
上
△
解
剖
瓶

(二
二
四
)
同
上
△
解
剖
瓶

(二
二
五
)
同
、,△

解

剖
瓶

(二
二
六
)
同
上
△
解
剖
瓶

(二

二
七
)
同
上
△
乳
鉢

三

二
八
)
同
ヒ
ム

三
ツ
足
丸
形
金
魚
鉢

(二
二
九
)
同
上
△
硝
子

皿

三

三
〇
)
同
上
△
水
越
硝
子

三

三
一
)
同
上
ム
ホ
カ
シ
硝
子
瓶

三
三
二
)

同
上
△
水
上
ケ
器

(二
三
三
)
同
上
△
水
上
ケ
形
替

三

三
四
)
同
上
ム
ポ
カ
シ
盃
洗

(二
三
五
)
同
上
△
塵
除
付
菓
子
皿

三

三
六
)
同
上
ム

ツ
ン
ド
形
砂
糖
壷

(二
三

七
)
同
上
△
並
砂
糖
壺

三
三
八
)
同
上
△
樽
形
砂
糖
壷

三

三
九
)
同
上
△
緑
色
茶
壺

(二
四
〇
)
同
上
△
水
瓶

三

四
一)
同
上
△
水
呑
付
徳
利

(二
四
一一)
同
上
△
青

色
手
附
乳
入

三

四
三
)
同
上
△
形
替

水
入

(二
四
四
)
同
上
△
漬
物

入

三

四
五
)
同
上
△
漬
物
切
子
壷

(
二
四
六
)
同
上
ム
フ
ラ
ス

コ

(二
四
七
)
同
上

△
三
ツ
足
付

三
組

皿

(二
四
八
)
同
上
△
押
形
大

皿

三

四
九
)
同
上
△
押
形
小

皿

(二
五
〇
)
同
上
△
押
形
挫
入

三

五
こ

同
上
△
毫
付
砂
糖

皿

三

五
二
)
同
上
△
揖
洗

(二
五
三

)
同
上
△
蝿
取
玉

(二
五
四
)
同
上
△
小
塵
除

(
二
五
五
)
同
上
△
乳
呑
瓶

(二
五
六
)
同
上
△
薄
荷
水
入

(二
五
七
)
・悶川
,在

分
局
△
瓦
斯
蕨
手

三

五
八
)
同
上
ム
イ

ン

キ

ス
タ
ン
ド

三

五
九
)
同
上
△
捻
手
切
子

(二
六
〇
)
同
上
△
捻
手
菊
形

三

六
一
)
同
上
△
乳
色
菊
形

(二
六
二
)
同
上
△
十
角
肉
地

(二
六
三
)
同
上
△
丸
形
肉
地

(二
六
四
)
同
上
△

二
寸
三
分
角
肉
地

(二
六
五
)
同
上
△
乳
色
丸
形
肉
地

(二
杢
ハ
)
同
上
△
乳
色
無
地
肉
地

(二
六
七
)
同
上
△
子
宮
鏡

(
二
六
八
)
固
上

㈲

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務

局

「
第

二
回
明
治
+
四
年
内

國
勧
業
博
覧

會
審
査
評
語
」
上

「
第
壼
厘

第
気
厘
」
、

明
治
十
五
年
、

八

一
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
薫
一刈
I
O
O
心9
〕
。

㈲
岡
田
譲

「
ガ
ラ
ス
の
世
界
』

(
ア
サ
ヒ
写
真
ブ

ッ
ク
4
、
朝

日
新
聞
社
、

昭
和

二
十
九
年
)、

五

一
頁
。
図

「
明
治

の
ガ

ラ
ス
筆
立
」

の
内
、
向

っ
て
左
、
螺
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{上⑤ 〔15}(L4〕{13〕(12)(1ユ)〔10}(9)(81(7)(17)

旋
模

様
が
右
ま
き

の
品
。
尤
も
註
樹
に
記
し
た
製
品
名
を
瞥
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
如

く
、
こ
の
中
に
は
筆

立
な
る
表
現

の
も

の
は
存
在
し
な
い
。

井
上
暁

子

「
工
部
省
品
川
硝
子
製
造
所
と
明
治
前
期

の
ガ
ラ

ス
工
業
」
稿
本
、

昭
和

五
十
三
年
成
、
図
2

の
解
説
、
大
隅
暁

子
氏
蔵
。

石
井
民
司

(
研
堂
)
「
少
年
工
藝
文
庫
」
第
六
編

「
硝
子

の
巻
」

(博
文
館
、
明
治
三
十

七
年
、
再
版
)
、

二
一ニ
ー
二
四
頁
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

石
井

民
司

(研
堂
)
、
前
掲
書
、

一
〇
入
頁
。

国
光
社

「
第
五
回
内
國
勧
築
博
覧
會
重
要
物
産
案
内
」

(
国
光
社
、
明
治
三
十

六
年
)
、

一
一二
二
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
設
歯
8
〕
。

簑
田
猪
太
郎

「
硝
子
製
造
法
」

(『
工
業
叢
書
」

の
内
、
博

文
館
、
明
治
三
十
六
年
)
、

二
七
五
ー
二
七
七
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
。。
。。
山
臼
〕
。

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
橋
本
謙
次
訳
、

(多
勢
商
店
、
明
治

四
十
年
)
、

七
六
頁
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
0
器
』

国
N
謬
σ
〕
。

前
掲

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
』
、

一
〇

三
頁
。

前
掲

「
美
氏
波
璃
製
造
法
寳

鑑
」
、

一
〇
六
頁
。

前
掲

「
美
氏
波
璃
製
造
法
寳
鑑
」
、

一
五

一
-

一
五
三
頁
。

海

幅
悠
纂
訳

「
硝

子
卜
金
属

ト
ノ
關
係

(第
十
四
號

ノ
績
)
」

(『
大

日
本

窯
業
協
會
雑
誌
」
第

二
集
第
十

八
号
、
明
治

二
十
七
年

二
月
)
、

=

一
四
-

一
二

五
頁
。
京
都
大
学
工
学
部
工
業

化
学
教
室
蔵

〔
吝
Q。°。°。置
O
〕
。

藤
江

「
紅
色
硝
子
」

(前
掲

「
大

日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第

二
集
第

二
十

一
号
、
明
治

二
十
七
年

五
月
)
、
二
一一二

頁
。
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二
十
入

明
治
時
代

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

日

「明
治
+
四
年
第
二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
報
告
書
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

「
明
治
+
四
年
第
二
回
内
國
勘
業
博
覧
會
報
告
書
」
に
つ
い
て
は
二
十
四

「
明
治
時
代
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ

ラ
ス
」
に
お
い
で
、言
及
し

た
。

こ
こ
で
は
こ
の
報
告
書
の
同
じ
く
第
二
区
第
十
四
類

「
教
育
及
ヒ
、
學
術
ノ
器
具
」
の
其
六

「
理
化
學
、
天
文
學
、
数
學
、
航
海
術
、
測

の

量
術

ノ
器
具
、
装
置
等
」
に
み
ら
れ
る
大
坂
府
伊
藤
契
信
出
品

の
ガ
ラ
ス
製
化
学
器
械
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
則



大
坂
府
ノ
伊
藤
契
信

ハ
硝
子
製
、
化
學
器
械
ヲ
出
品
ス
、
硝
子
堤

ノ
如
キ
ハ
甚
夕
巨
大
ナ
ル
ア
リ
、
其
品
質
佳
良
多
年
勉
勤
ノ
敷
見
ル
ベ
キ

ヲ
以
テ
審
査
官
之
レ
ヲ
有
功
二
等

二
擬
シ
タ
リ
、
其
解
説

二
示
ス
所

二
壕
レ
バ
、
其
素
質
製
造
法
概
略
左
ノ
如
シ

硅
石

炭
酸
曹
達

炭
酸
加
爾
幾

硫
酸
馨
土

炭
酸
加
里

蓬
酸
曹
達

硝
酸
曹
達

白
鉛

硫
酸
加
里

岐
阜
滋
賀
雨
縣
産

舶
載
品

土
佐
産
ヲ
精
製
シ
用
フ

豊
後
臼
杵
産

尾
張
産
ヲ
精
製
シ
用
フ

清
國
産

舶
載

但
馬
生
野
銀
山
産
ヲ
精
製
シ
用
フ

加
賀
白
山
近
傍
及
ヒ
飛
弾
高
山
産

O
彩
色
ヲ
要
ス
ル
者

ハ
左
ノ
材
料
ヲ
用
フ

緑 紫 青 黄 赤

過
酸
化
鎮

次
酸
化
銅

金

木
炭

安
質
母
尼

銀

酸
化

「
コ
バ
ル
ト
」

「
サ
ッ
フ
ヱ
ル
」

酸
化
滴
俺

第

一
酸
化
鑛

第

一
酸
化
銅

一一34一



金
銀
銅
鎮
酸
化
満
俺
安
質
母
尼
等

ハ
内
國
諸
磧
山
ノ
産
ヲ
用
ヒ
酸
化

「
コ
バ
ル
ト
」
及
ヒ

「
サ
ッ
フ
ヱ
ル
」

ハ
舶
載
品
ヲ
用
フ

硝

子
製
造

ハ
先

ツ
硅
石
ヲ
櫨
中

一一焼
キ
、
揚
キ
碑
キ
テ
細
末
ト
ナ
シ
、
亜
爾
加
里
剥
篤
亜
斯
曹
達
酸
化
鉛
ヲ
混
和

シ
、
堆
禍

二
入
レ
、
火
力

ヲ
極
メ
テ
鋸
解
混
合
セ
シ
メ
、
之
レ
ヲ
鎮
杓
ヲ
以
テ
汲
ミ
出
シ
水
中

二
投

ス
レ
バ
、
鈷
解
シ
タ
ル
混
合
物

ハ
冷

二
遇

ヒ
テ
凝
結
ス
、
之
レ
ヲ

取
出
シ
テ
洗
浄
シ
、
乾
キ
タ
ル
後
再
ヒ
揚
辞
シ
テ
堆
蝸

二
入
レ
鋳
解
セ
シ
ム
、
是

二
於
テ
混
合
物
全
ク
化
シ
テ
透
明
ナ
ル
物
ト
ナ
ル
、
之
レ

ヲ
硝
子
ノ
原
質
ト
ス
、
但
シ
劇
藥
用
ノ
器
ヲ
作

ル
者

ハ
、
硅
石
曹
達
、
石
灰
馨
土
、
鎮
ヲ
用
ヒ
、
「
フ
リ
ン
ト
グ
ラ

ス
」
離
拓
ヲ
作

ル
者

ハ
硅

酸
剥
篤
亜
斯
酸
化
鎮
ヲ
用
フ
原
質
ノ
混
合
物
既

二
成
レ
バ
吹
立
テ

・
之
レ
ヲ
製
シ
、
空
氣

二
遭

ハ
シ
ム
ル
「
無
ク
、
速

二
之
レ
ヲ
冷
慮

二
移

シ
俄

二
冷
氣

二
鰯

レ
シ
メ
ズ
、
次
第

二
冷

エ
シ
メ
以
テ
堅
硬
美
麗
ノ
物
品
ヲ
製
シ
得
卜
云
フ
、

製
造
所

ハ
振
津
國
西
成
郡
川
崎
村

二
在
リ
、
工
室
四
棟
硝
子
櫨
十
五
厘
冷
櫨
二
匠
ア
リ
、
明
治
十
年
八
月
ノ
創
業

二
係

ル

㈱

さ
て
上
記
引
用
文
中
、
素
質
の
内
、
白
鉛
は
鉛
白

の
こ
と
で
あ
る
が
、
製
造
の
段
で
は
亜
爾
加
里

・
剥
篤
亜
斯

・
曹

達
に
続
け
て
酸
化
鉛
と

な

っ
て
お
り
、
鉛
原
料

の
表
現
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た
如
く
こ
の
報
告
書
の

「
第
二
匠
第
十
四
類
第
十

五
類
第
十
九
類
」
の
部

は
審

査
部
長
近
藤
眞
琴
が
出
品
人

(
こ
の
場
合
は
契
信
)
差
出
し
の

「解
説
取
調
」
を
も
と
に
要
約
し
た
も

の
で
あ
る

か
ら
、
時
と
し
て
こ
の

よ
う
な
齪
齢
が
み
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
契
信
は
こ
の
時
第
二
区
第
十
五
類

の
他
に
第
二
区
第
三
類
に
も
出
品
し
て
お
り
、
眞
琴
が

報
告

書
を
作
成
す
る
際
に
両
方
の

「
解
説
取
調
」
の
記
述
を
混
同
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
恐
ら
く
転
写
し
た
だ

け
と
思
わ
れ
る
素
質
の
記
載
の
方
に
む
し
ろ
誤
り
が
少
な
い
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
、
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た

(尤
も
素
質
で
あ
る
白
鉛
を
蝦
焼
し
、
鉛
丹
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
だ
が
)。

な
お

「
第
二
回
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
に

㈲

よ
れ
ば
契
信
の
出
品
し
た
物
品
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

O
第
三
類
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…
…

(中
略
)
…
…

鍋

(
一
)
破
璃
」
西
成
郡
川
崎
村
、
同
上
伊
藤
契
信

△
湯
沸

(二
)
同
上

△
湯
沸

(三
)
同
上

△
組
重

(四
)
破
璃
」
二
重
、
同
上

△
水
差

(五
)
破

璃
」
同
上
△
急
須

(六
)
同
上

△
煎
茶
茶
碗

(七
)
破
璃
L
同
上

△
蓋
茶
碗

(八
)
破
璃
L
同
上

△
元
石
、
元
石
細
末
、
製
練

(九
)
同
上

○
第
十
五
類

…
…

(中
略
)
…
…

硫
酸

(
一
)
破
璃
」
硫
酸
精
製
用
、
撮
津
國
西
成
郡
川
崎
村
、
同
上
伊
藤
契
信
ム
ア
ム

(二
)
同
上
」
硫
酸
精
製
器
附
屡
曲
管
、
同
上
ム
レ
ト
ル
ト

(三
)

同
上
L
劇
藥
精
製
分
析
用
器
、
同
上

ム
レ
ト
ル
ト

(四
)
同
上

△
劇
藥
試
験
瓶

(五
)
破
璃
L
同
上

△
劇
藥
メ
ー
ト
ル

(大
)
同
上

ム
コ
ル
ヘ
ン

(七
)
同
上
」
劇
藥
用
器
、
同
上

口

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

㈲

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」

の
内
、
「
第
十

H
章

人
造
寳
玉
」
に
は
鉛
白
を
用
い
る
左
記
の
調
合
が
み
ら
れ
る
。

ム

ス
ト
ラ
ス
、
ダ
ウ
ナ
ウ
ル
ト
、
ウ
ヰ
ラ
ン
ド

撫

砂

亜
砒
酸

'
鉛
白

(炭
酸
鉛
)

三
〇
〇

九
六

二
七一

五

一
四
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ス トラ ス ・ダ ウナ ウ

ル ト ・ウ ヰ ラン ド

300

96

27

1

514

%0
.1

砂

灰

砂

酸

鋤

・

石
翻
砒
膿

跳

αρ
謡

 白
硝

蝦

亜

鉛

1

1

第九十二表 「美氏破璃製造法寳鑑』所

謁載の 「ストラス ・ダウナウルト・ウヰ

璽ラン ド」の調合 ・組成。硝石灰は消石

灰Ca(OH)2と 仮定して計算した。

35.5

2.2

8.6

52.5

1.0

唐

粉 末 硅

炭 酸 加

棚

Sio2

B203

PbO

Na20

K20

土

酸

里

砂

第 二 法

20分

8

4

2

%26
.7

4.6

57.6

2.1

9.1

第九十三表 「大日本窯業協會雑誌」所
収,「人造寳石の製造」所載の「第二法」

の調合 ・組成。 唐土は鉛白2PbCO3・

Pb(OH)2,棚 砂は無水物 として計算

した。

 

い
ま

こ
の
調
合
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
計
算
し
、
第
九
十
二
表
に
示
す
。

国

『
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
四
集
第
四
十
八
号
所
収
の
雑
録

「
人
造
寳
石
の
製
造
」
に

つ
い
て
は
二
十
六

「
明
治
時
代

の
ア
ル
カ
リ
塩

。

倒

密
陀

僧
ガ
ラ
ス
」
に
お

い
て
既
に
言
及
し
た
。
そ
の
際
引
用
し
た
箇
所
に
続
い
て
左
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

第

二
唐
土
二
十
分
、
粉
末
硅
酸
八
分
、
炭
酸
加
里
四
分
、
棚
砂
二
分
、
を
混
し
て
之
れ
を
熔
し
水
中
に
注
入
し
再
び
清
浄
な
る
垢
塙
に
て
熔

し
用
に
供
す
る
こ
と
第

一
法
の
如
し

こ
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
は
第
九
十
三
表

の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲

『
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
十
三
集
第
百
四
十
七
号
所
収
の

「
擬
寳
石
」
に
も
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
を
用
い
る
調
合
が
み
ら
れ
る
。

○
擬
寳
石
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硝
子
の
透
明
な
る
種
を
以
て
作
り
た
る
も

の
に
し
て
濁
逸
に
て
之
を
ス
ト
ラ
ス
と
稻
す
而
し
て
ス
ト
ラ
ス
の
尤
も
善
良
な
ろ
調
合
法
と
し
て

フ
ホ
ン
タ
ニ
エ
ル
氏
の
示
せ
る
方
法
次

の
如
し

粉
末
に
し
た
る
水
晶
又
は
燧
石
の
六
十
匁
四
分
に
百
八
十

一
匁
二
分

の
酒
石
を
混
じ
焼
き
た
る
後
冷
却
す
之
れ
を
熱
湯
を
入
れ
た
る
鉢
に

注
ぎ
稀
薄

の
硝
酸
を
加
ふ
此
際
起
る
泡
起

の
止
む
を
待
ち
水
を
以
て
洗
諜
次
に
乾
燥
し
之
れ
に
炭
酸
鉛
九
十
匁
六
分
を
混
じ
此
の
混
和
物

を
細
末
と
な
し
少
許
の
蒸
溜
水
を
以
て
更
に
洗
條
す

次
に
焼
棚
砂

の
七
匁
四
分
五
厘
を
取
り
之
れ
を
前
記
混
和
物
の
九
十
匁
六
分
中
に
加

へ
磁
製
乳
鉢
を
以
て
能
く
辞
粉
し
清
浄
な
る
堵
塙
を

以
て
熔
融
し
之
れ
を
冷
水
中
に
急
冷
し
再
び
乾
燥
し
前
後
三
回
新
た
の
堆
塙
を
以
て
前
法
を
繰
返
す
此
際
析
出
す
る
鉛
は
除
去
す
る
事
を

忘
る
可
か
ら
ず

斯
く
第
三
回
に
得
た
る
も
の
を
粉
末
と
な
し
之
れ
に
硝
石
九
分
五
厘
を
加

へ
更
に
熔
融
す
る
時
は
美
麗
な
る
光
澤
を
有
す
る
透
明
性
の
も

の
を
得
べ
し

斯

く
て
得
た
る
硝
子
の
躰
を
以
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
其
他
寳
石
を
摸
造
す
る
を
得
る
な
り

又
他

の
方
法
と
し
て
エ
ム
、
フ
ホ
ン
タ
ニ
エ
ル
氏
の
方
法
に
則
り
異
な
り
た
る
配
合
法
を
示
さ
ば

炭
酸
鉛
六
十
匁
四
分

粉
末
状
の
瑚
砂
十
五
匁

一
分

マ
ン
ガ
ン
九
厘

粉
末
水
晶
廿
二
匁
六
分
五
厘
を
調
合
し
前
と
同

}
の
方
法
を
以

て
熔
融
す

…
…

(中
略
)
…
…

次

に
示
す
四
種
の
調
合
よ
り
善
良
な
る
ス
ト
ラ
ス
を
得

…
…

(中
略
)
…
…

・-38一



ト エ ム ・フホ ンタ ニ

エ ル氏 又 法

懸

轟蹴

炭

粉

マ
粉

6軌4虹

15.1

0.09

22.65
-

2鹿 彫

11.6

0.1

58,0

5.2

第九十四表 「大日本窯業協會雑誌」所

収,「擬寳石」 所載のエム ・フホンタ

ニエル氏の又法の調合 ・組成。粉末状

の瑚砂は無水物,マ ンガンはMnO2と

して計算した。

1第 二 陣 四

砂(水 晶)1蕊 匁'

瑚 砂6.2

繍 罐 欝鉛i・4&7

加 里

酸 化 砒 素

As205

Sio2

B203

PbO

Na20

K20

21.74

α2・1

0.1%

29.5

2.0

60.3

0.9

7.1

2

9
2

∩り

6

146.76

21.74

1

第九十五表 「大 日本窯業協會雑誌」所

収,「擬寳石」所載のストラス 「第二」,

「第四」の調合 ・組成。括弧内は 「第

四」の原料名。瑚砂は無水物,加 里は

炭酸カリとして計算した。

2伍6%

2.0

60.4

0.9

7.1

第
四

水
晶

六
十
二
匁

加
里

二
十

一
匁
七
分
四
厘

炭
酸
鉛

百
四
十
六
匁
七
分
⊥ハ
厘

瑚
砂

六
匁
二
分

以
上

の
各
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
試
算
し
、
第
九
十
四
表

・
第
九
十
五
表
に
示
す
。
但
し

フ
ホ
ン
タ
ニ
エ
ル
氏
の

一39一

砂

六
十
二
匁

醐
砂

純
粋
な
る
炭
酸
鉛

百
四
十
六
匁
七
分

加

里

二
十

一
匁
七
分
四
厘

酸
化
砒
素

…
…

(中
略
)
…
…

分

一
厘

第
二

六
匁
二
分



ス
ト

ラ

ス
調

合

法

の
内
、

最
初

の
も

の
は
操

作

上

不
明

確

と
思

わ

れ

る
点

が

あ

る

の

で
生

成

が

予
測

さ

れ

る

ガ

ラ

ス

の
組

成

計

算

は

省

略

し

た
。

註
口の

農
商
務
省
博
覧
会
掛

「
明
治
+
四
年
第

二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
報
告
書
」
明
治
十

六
年
、
第

二
区
第

一
四
1

一
五
類

・
第

一
九
類
、
七
九
ー

八

一
頁
。
国
立

国
会
図
書
館
蔵

〔
ミ
ー
H
HO
〕
。

(5〕 〔生}〔3)(2(6)

井
上
敏
他
編

「
岩
波
理
化
學
蹴
典
」

(岩
波
書
店
、

一
九
五
五
年
第

二
刷
)
、

一
〇
四
二
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
第
二
回
内
國
鋤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
弐
篇

弐
、
大
坂
府
、

一
一
頁
お
よ
び

五
二
頁
。
国
立
国
会

図
書
館
蔵

〔
本
H。。歯
己
。

『
美
氏
攻
璃
製
造
法
寳
鑑
」
橋
本

謙
次
訳
、

(多
勢
商
店
、
明
治
四
十
年
)
、

二
七
四
1

二
七
五
頁
。
国
立

国
会
図
書
館
蔵

〔
零
。。
』

=
b。
蕊
ぴ
〕
。

藤
江
訳

「
人
造
寳
石

の
製
造
」
(
「
大

日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第

四
集
第
四
十

八
号
、
明
治
二
十

九
年

八
月
)、

四
二
九
頁
。
京
都
大
学
工
学
部

工
業
化
学

教
室
蔵

〔
Z
P
OQQO
O◎劇
ら
O
〕
。

大
谷

「
擬

責
石
」

(前
掲

「
大

日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
十
三
集
第
百
四
十
七
号
、
明
治

三
十
七
年
十

一
月
)、

八
六
-

八
八
頁
。
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二

十

九

中

世

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の

密

陀

僧

(
鉛

丹

)

ガ

ラ

ス

日

ヘ
ラ

ク

リ

ュ
ウ

ス

の

「
ロ
ー

マ
人

の
色

と

術
」

所
載

の
密
陀

僧

(
鉛

丹

)

ガ

ラ

ス

タ

ー

ナ

r
氏

芝

゜
国
゜
ω
゜
↓
ロ
嵜

會

は

「
古
代

ガ

ラ

ス
と

ガ

ラ

ス
製

造

工
程

」

と

題
す

る
論

文

に
お

い
て
、

ヘ
ラ

ク

リ

ュ
ウ

ス

の

『
ロ
ー

マ

ω

人

の
色

と
術

」

に
記

さ

れ

て

い
る

酸

化

鉛

を

用

い
る

ガ

ラ

ス

の
製
法

を
左

記

の
如

く

引

用

し

て
お

ら

れ

る

。

出
。
轟

。
=
葛

、

貯

窪
㎝

b
恥

9

む
、
馬ミ

物

ミ

エ
ミ

守
§

肉
o
§
§

o
ミ

§

o
略

ま

。

薯

巴
臨
島
-什
罠
コ
。
①
彗
ゴ

8

ロ
ε

q

鋭

U
°

αq
p
<
。

臣

。

ま

=
o
乱

品

。
一〇
母

伍
o
㎝
。
臣
も
二
自

o
出
島
o

ロ
㎝。

o
=

o
巴

器

蝉

御費
一器

善

9
江

韻

ヨ
魯
Φ
ユ
巴
"

、↓
爵

。

αq
o
a

p
昌

㎝
窪

昌
言
σq

一。
m
匹
゜
餌
民

b
三

#

言
8

印

器

毛

」碧

自

亀

ぴ
仁
ヨ

評

庁

辞

o

訣
お

自
旨
邑

津

㎞。。

「
巴

に
o
巴

8

b
o
零
直
角

:
:

〉
ま
角

≦
勉
乱

・゚

訂
ざ

q・§

ユ

彗

匹



日
貯

津

≦
①
昌

乱

チ

臣
鉾

唱
o
毛
匹
Φ
が

げ
巳

㎝
o

チ

鉾

ヨ

o

富

ユ
㎝
白
曙

び
Φ

o
h
冨
毘

o
民

叶
ゴ
o

チ

回畿

o
{

㎝
彗

F

m
匡

宕

二

一
言
8

目

o
竃
チ

。
昌

舜

・゚
o

[
団゚
o
°
o
昌

9
三
〇
]
°
弓
冨

昌

匹
o

霧

ぴ
o
ま
『
o

島
器

9
巴

略
o
月

冒
算

凶口
αq

αq
訂
ω
㎝
唱

o
巳

b
三

チ
卑

o
胃
チ

。
口

く
四
器

言
δ

チ

o

津

日

ロ
o
o

目

匹

犀
8
U

巴

旨
訂
αq

蹄

口
巨

自

坤

凶
㎝
o
o
口
く
Φ
#
巴

与
8

σ葦
訂
㎝
㎝
.゚

(
ヘ
ラ

ク

リ

ュ
ウ

ス
は

紀

元

十

二
、

三

世

紀

の
書

「
ロ
ー

マ
人

の
色

と
術

」

に
お

い

て

ガ

ラ

ス
製

造

原

料

と

し

て

の
鉛

の
利

用

に

つ

い
て
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る

。
「
良

質

で
よ

く
光

っ
て

い

る
鉛

を

新

し

い
壺

に

い
れ

、

そ

れ

が

粉

末

に

な

る

ま

で
蝦

焼

せ

よ
。

そ

の
後

、

砂

と

そ

の
粉

末

を

よ

く

混

合

し

(
鉛

二
、

砂

一
の
割

合

に

な

る

よ
う

に
)
、

土

製

の
壺

(
柑

蝸

)

に

入

れ

よ
。

そ

こ
で

ガ

ラ

ス
製
造

に
際

し

て
従

来

行

っ
て

い
る

よ

う

に

、

つ
ま

り

土

製

の
壷

を

窯

に

入

れ
、

混

合

物

が

ガ

ラ

ス
に
な

る

ま

で
ま

ぜ

続

け

よ

。
」
)

こ

の
場

合

よ

く

光

る

金

属
状

の
鉛

を

そ

の
ま

ま

ガ

ラ

ス
製

造

に
用

い
る

の
で
は

な

く

、

こ
れ

を

一
旦

蝦

焼

し

て

酸

化

鉛

に
変

え

て

か

ら

用

に

供

し

て

い
る

こ
と

に
注

意

す

べ
き

で

あ

ろ
う

。

尤

も

こ

の
酸

化

鉛
が

鉛

丹

で
あ

る

の
か

密

陀

僧

で

あ

る

の
か

、

あ

る

い
は

両

者

の
混

合

物

で
あ

る

の
か

ば

明

ら

か

で

な

い
が
、

組

成

計

算

に
際

し

て

は
鉛

二
、

砂

一
と

い
う

表

現

を

字

義

通

り

に

解

す

る

こ
と

に

し

た

(
第

九

十

六
表

参

照

)
。

註

91ass

1

2

sand

lead

1%Sio
231.7

PbOI68.3

第 九 十六 表 ヘ ラ ク リュ ウ

スの 「ロー マ人 の 色 と術

」 所 載 の ガ ラ スの 調合 ・

組 成 。

{1}

類

゜
国
゜
ω
゜
目
自
口
o
§

ω
ε
臼
o
㎝

置

〉
目
9
0
鼻

9

舘

器

㎝
葺

自

9

薗
器
ヨ
欝

冒

αq

や
3

8

㎝引・o
㎝゚

知
舞

け
ロ
リ

↓
ぴ
Φ

O
穿

o
ロ
巳
o
αq
団

o
{
島
①

〇
一〇
ω
m目
m匹

口
αq

O
o口
のけ凶言

①
口
訂
6
臼
o
ロ
日

巴

o
出
ま

①

ロロ
0
9
Φ
な

o
{
O
訂
器

目
①
呂

口
〇
一〇
σq
ざ

合

噛
お
q
9

℃
°
騎

弓
゜
名
古

屋

工
業

大

学
蔵

。

な

お

U
Φ

0
9
0
ユ
び
ロ
ロ
a

諺
同岳
げ
窃

国
oヨ
目

。
旨

日

に

つ
い
て

は
左

記

の
書

で
も

言

及

さ

れ

て

い
る

。

国
゜
U
告

o
昌
"
臼

舘
即

言

o
鼻
仁
自

山
ロ
匹

O
o
°
ド
Φ
0
8

P

旨

γ

署

゜
H
。。
O
占

G。
ピ

び

い
ど

う
史

料

庫

蔵

。

チ

ャ
ー

ル
ズ

・
シ

ン
ガ

ー

編

『
技

術

の
歴
史

」
第

五
巻

(筑

摩
書

房

、

昭

和

三
十

八
年

)
、

一
七

〇
頁

。

一41一



三
十

鉛
原
料

の
相
違
が
融
解
工
程
に
お
よ
ぼ
す
影
響

か

つ
て

「
近
世
日
本
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
法
の
発
展
と
そ
の
限
界
」

(
一
)
の
内

国

「
ガ
ラ
ス
製
造
法
の
伝
来
に

つ
い
て
の
考
察
」
に
お

ユ

ワ　

い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
更
に
ま
た
本
論

(
一
)

の
二

「奈
良
時
代

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
造
佛
所
作
物
帳
」
に
ガ
ラ
ス
の
原
料

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「
黒
鉛
」
(11
金
属
鉛
)
は
奈
良
時
代
に
は
こ
れ
を

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
用
い
ず
、

一
旦
加
熱
処
理
を
し
て
鉛
丹
に

変
え

て
か
ら
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
金
属
鉛
は
三
二
七

・
四
度
で
熔
融
し
、
更
に
大
気
中
で
加
熱
す
る
と
表
面
が
酸
化
さ
れ
、
密
陀
僧

個

・
鉛

丹
が
生
ず
る
。
表
面
に
生
じ
た
こ
れ
ら
の
酸
化
物
を
随
時
採
取
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
熔
融
状
の
鉛
は
そ
の
都
度
そ
の
表
面
が
酸
化
さ
れ
、

遂
に
は
鉛
全
体
が
酸
化
物
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
る
鉛
酸
化
物
は
通
常
密
陀
僧

.
鉛
丹
の
混
合
固
形
物
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
粉
砕
後
白
石
末
と
混
合
し
て
か
ら
融
解
さ
れ
る
。
密
陀
僧

・
鉛
丹

の
比
重
は
緒
論
の
末
尾
に
列
記
し
た
如
く
、

白
石

(
石
英
)
末
よ
り
三

倍
近
く
大
き
い
と
は
い
え
、
共
に
粉
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
石
末
と

の
混
合
は
比
較
的
容
易
で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
が
中
世
中
国
に
お
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
熔
融
状
態

の
金
属
鉛

の
中

へ
直
接
白
石
末
を
混
入
す
る
技

法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
少
な
く
と
も
鉛
を
密
陀
僧

・
鉛
丹
に
変
え
る
工
程
が
省
略
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
常
識
的
に
考
え
て
、
比
重
が
大
き
く
、
か

つ
表
面
張
力
も
大
き

い
熔
融
状
態

の
金
属
鉛
の
上

へ
白
石
末
を
投
入
し
撹
伴
し
た
と
こ
ろ
で
、

㈲

熔
融
状
の
鉛
の
内
部
へ
白
石
末
が
混
入
し
得
る
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
事
実
か

つ
て
行
な

っ
た
実
験
で
も
そ
の
よ
う
な
現
象
は
起

こ
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
折

の
観
察
で
確
め
得
た
こ
と
は
、
熔
融
状
の
鉛

の
上
に
少
量
宛
白
石
末

(実
験
で
は
二
酸
化
珪
素
末
)
を
加
え
て
撹
拝

す
る
と
、
そ
の
都
度
白
石
末
に
触
れ
た
鉛
の
表
面
温
度
が
熔
融
点
以
下
に
下
が
り
、
白
石
末
の
表
面
に
凝
固
し
て
附
着
し
、
遂
に
は
両
者
は
略

均
質

の
緑
灰
色
の
幾
分
粗
粒

の
粉
体
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
密
陀
僧

・
鉛
丹
と
白
石
末
を
原
料
と
す
る
場
合
と
比
較
し
て
、
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こ
の
場
合
は
単
な
る
粉
体
同
士
の
混
合
で
は
な
く
、
熔
融
体
と
粉
体
と
の
混
合
と
い
う
特
殊
な
工
程
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
鉛
原
料
と
し
て
金
属
鉛
を
用
い
る
か
粉
末
状
鉛
化
合
物
を
用
い
る
か
と
い
う
技
法
上

の
差
は
、
か
か
る
特
殊
な
工
程
の
要

・
不
要
に
関

わ
る
以
上
、
粉
末
状
鉛
化
合
物
の
う
ち
の
い
ず
れ
を
用
い
る
か
と
い
う
技
法
上

の
差
を
は
る
か
に
越
え
た
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
こ

の
こ
と
は
金
属
鉛
を
用
い
る
技
法
が
粉
末
状
鉛
化
合
物
を
用
い
る
技
法
と
ガ
ラ
ス
製
法
上
、
大
い
に
そ
の
系
統
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
ω

棚
橋
淳
二
「
近
世
日
本
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
法
の
発
展
と
そ
の
限
界
」
(
一)
([、研
究
紀
要
」
第
八
号
、
松
蔭
女
子
学
院
大
学
・
短
期
大
学
学
術
研
究

会
、
昭
和
四
十

一
年
)、
二
五
ニ
ー
二
五
三
頁

(縦
組
)。

(31 〔2㈹

棚
橋
淳

二

「
鉛
丹

ガ
ラ
ス
と
金

属
鉛
ガ
ラ

ス
」

(
一
)

(上
掲

「
研
究
紀
要
」
第

十
六
号
、
昭
和
四
十

九
年
)
、
六
ー
八
頁

(縦
組
)
。

井
上
敏

・
小
谷

正
雄

・
玉
贔
文

一
・
富
山
小
太
郎

『
岩
波
理
化
學
僻
典
」

(岩
波
書
店
、

一
九
五
五
年
第

二
刷
)

に
よ
る
と

「
鉛
を
炉
中
で
三
三
五
℃
に

熱
し

て
得

ら
れ
る
黄
色

の
粉
」

(
八
〇
頁
)
が
密
陀
僧
で
、
コ

酸
化
鉛

勺
ぴ
O

を
四
五
〇
℃
附
近
で
長
く
熱
し
て
得
ら
れ
る
赤
色

の
粉
末
」

(
五
七
八
頁
)

が
鉛
丹

で
あ

る
が
、
加
熱
条
件

に
よ

っ
て
は
両
者

の
混
合
物
が
得
ら
れ
、
鉛
丹
と
称
し
て
も
市
販
品
は
約

二
五
%
程
度

の
密
陀
僧
を
含
有
し
て
い
ろ
と

い

う

(森
谷
太
郎
他
編

「
ガ
ラ
ス
工
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
朝
倉
書
店
、
昭
和
三
十

八
年
、
二
九
二
頁
)
。

棚
橋
淳

二

「
近
世

日
本
に
お
け
る
ガ
ラ

ス
製
造
法

の
発
展

と
そ

の
限
界
」

(
二
)

(前
掲

「
研
究
紀
要
」
第
九
号
、

昭
和
四
十

二
年
)
、

二
四
二
ー

二
四
三

頁
、

二
五
七
頁

(縦
組
)
。
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三
十

一

鉛
ガ
ラ

ス
製
法

の
系
統

鉛
ガ
ラ
ス
の
製
法
に
は
地
域
に
よ
り
時
代
に
よ
り
相
異
な
る
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
る
こ
と
は
、
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
察
知
さ
れ
る
で
あ



ろ
う
が
、
中
世
以
前
に

つ
い
て
は
資
料
不
足
で
、
こ
れ
ら

の
断
片
的
な
知
識
を
大
胆
な
推
測
に
よ

っ
て
継
な
ぎ
あ
わ
せ
、
例
え
ば

一
つ
の
系
統

図
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
は
現
在

の
と
こ
ろ
未
だ
そ

の
時
期
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
で
は

一
先
ず
鉛
ガ
ラ
ス
を

鉛
丹
に
代
表
さ
れ
る
粉
末
状
鉛
化
合
物
を
原
料
と
す
る
鉛
ガ
ラ
ス
と
、
金
属
鉛
を
原
料
と
す
る
鉛
ガ
ラ
ス
と
に
大
別
し
、
そ
の
い
ず
れ
の
も
の

が
あ

る
地
域
、
あ
る
時
代
に
主
流
を
な
し
て
い
た
か
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

紀
元
前
十
七
世
紀
頃
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
お

い
て
は
、
粕
薬

の
製
法
に
関
す
る
当
時
の
文
書
に
原
料
の

一
つ
と
し
て

「
鉛
」
の
名
が
み
ら
れ
る

コ

こ
と
か
を

あ
る
い
は
金
属
鉛
が
そ
の
ま
ま
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

の
疑
問
も
生
ず
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
予
め
用
意
さ
れ

た
ズ

ク

・
ガ
ラ
ス

(ミ
§
屯

霧
㎝)
に
鉛

・
銅

・
硝
石

・
石
灰
を
混
合
す
る
と
い
う
融
解
の
技
法
よ
り
推
し
て
、

恐
ら
く

「
鉛
」
は
鉛
化
合
物

鋤

の
状
態
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
に
ム
ア
氏

(
蜜
L
≦
o
o
話
)fぱ
原
料
に
は
天
然

の
鉱
物
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
て
、

鉛
原
料
と
し
て
は
炭
酸
鞠
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
・
な
お
紀
元
前
七
世
紀
頃

の
バ
ビ
ニ

ァ
に
お
い
て
は
鉛
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
し
て
密
陀
禦

引

用
い
ら
れ
て
い
た
と
の
説
も
あ
る
か
向
、
あ
る
い
は
紀
元
前
十
七
世
紀
頃
か
ら
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ
ラ
ス
の
系
統
の
技
法
が
行
な
わ
れ
て

い
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

次
に
西
欧
に
お
い
て
は
、
鉛
ガ
ラ
ス
製
造

の
た
め
の
鉛
原
料
と
し
て
鉛
丹
に
代
表
さ
れ
ろ
よ
う
な
粉
末
状
鉛
化
合
物
が
ほ
ぼ

一
貫
し
て
用
い

ら
れ

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
尤
も

く
。
胃
①
住
o
覧
o
日
ぴ
(鉛
ガ
ラ
ス
)
と
称
さ
れ
る
も
の
を
製
造
す
る
た
め
に
金
属
鉛
を
原
料
と
す
る
こ

㈲

と
が
あ
る
に
は
あ

っ
た
が
、

こ
こ
に
い
う
鉛
ガ
ラ
ス
と
は
密
陀
僧

の
澄
色
結
晶
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
成
生
過
程
で
増
塙
の
表
面
の
素
材
と
熔
融

状
の
鉛
が
反
応
し
て
少
量
の
鉛
ガ
ラ
ス
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
附
随
的
な
現
象
で
し
か
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
さ
き
に

指
摘
し
た
よ
う
に
熔
融
状
の
鉛
は
堆
塙
を
融
蝕
し
、
破
壊
さ
せ
る
こ
と
か
ら
西
欧
に
お
い
て
は
金
属
鉛
の
使
用
を
極
力
避
け
、
融
解
過
程
で
還

囹

元
に
よ
り
生
じ
た
金
属
鉛
も
で
き
る
だ
け
除
去
す
る
よ
う
注
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
鉛
原
料
に
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粉
末

状

鉛
化

合

物

が
用

い
ら

れ

て

い
た

で
あ

ろ

う

こ
と

は

略

間

違

い
な

い

こ
と

と

思

わ

れ

る

。

そ

し

て

こ

の
こ

と

は
上

に
挙

げ

た

多

く

の
事

例

に

よ

っ
て
も

裏
付

け

ら

れ

る

こ
と

で
あ

ろ

う

。

ま

た

そ

れ

故

に

こ
そ

西

欧

の
人

々
に

と

っ
て

ば

鉛

原
料

と

い
え
ば

鉛

丹

に
代

表

さ

れ

る

よ

う

な

粉

末

状

鉛
化

合

物

以
外

に
は

考

え

難

く

、

鉛

と

い
う

表

現

の
場

合

で

あ

っ
て

も

こ
れ

を

酸

化

鉛
、

あ

る

い

は

鉛
化

合

物

と
解

し

て
し

ま

い
勝

ち

で
あ

る

よ
う

に
思

わ

れ

る

。

例

え
ば

ブ

レ

ア
氏

は

『
日
本

之

硝

子

史

」

に

お

い
て

「
萬

金

産
業

袋
」

の

「
硝

子
細

工
」

の
条

を
引

用
す

る
に

先

だ

ち

、

卜。
朝
゜
℃
碧

冨

o
h
チ

凶゚。
毛
o
降

冨

<
o

げ
0
8

巳

q・
o
葛

ω
巴

汀

傷
Φ
富
断=

μ

舜
↓
自

聾

霧
窪
-
、、固

畠

Φ
凶
Z
岸

o
ロ

巳

…

°..
距

゜
H
H恥
o
旨

宕

σq
o

謡

ω

チ

〇

一〇
巴

ヨ
o
ヨ
凶
目

巴

幽口

切
轟
§

ミ

⑦
莞

§

ミ

じ¢
ミ
ぎ

き

(
"
巳

ぎ

タ

§

§

ミ

蕊

ミ

爵

冠

肋
ミ
)

扉

器

断
o
昌
巴

δ

塁

h
島

o
告

日
9
巴
財
〇
一
窪

匹

門
卑
ぴ
雪

暮

印
口

目
凶巳
ロ
日
゜

(
こ

の
著

作

の

一
部

は
棚

橋

「
近

世

日
本

に
…

…
」

(
二
)

に

お

い
て
詳

細

に
論

議

さ

れ

て

い
る

。

二

五

三
頁

で

「
萬
金

産

業
袋

」

及

び

「
日

本

近

世

窯

業

史

」

所

載

の
鉛

は

鉛

丹

と

い
う

よ

り
、

熔

融

状

金

属

鉛

に
関

係

ず

け

ら

れ

て

い
る

)

ワ
コ

　

と
註

記

は
さ

れ

な

が

ら

も

、

や

ば

り

左

記

の
訳

文

諺
{
帯
目

。・
巴
8
寓
昌
αq

ぎ

ぎ

題
神
帖
・防
ミ

(
[
ρ
8

『
訂
]

ヰ
o
日

O
,
h8

)
騒
田

茸
譜

ω
冒

話

三

島

同
o
昆

。
q

°・
琶

矯
宮

二

二

巳

o

p

・
8
昌
。

目
。
岳

ひ

。
昌

昏

乱

チ

雪

岸
。
昌

b
。
巴

ρ

8

山

の凶。
<
。
#

跨

『
8

αQ
ゴ

帥

切
画=
富

自
。
8

°

臼
冨

口

・゚日
。
=

9

冒
o
°。
o

蕾

侮

。
h
<
・
「鴇

Φ
蓉

巴

。
三

ρ
ロ
巴
ξ

[
冒

Φ
。。
ロ
ヨ
R・
ぴ
軒

ぎ

負

。
×
崔

。
]
ヨ

巳

O
。
日

葺

。

画コ

冨

菩

。
く
。

日
8

け{8

巴

ρ
葛

昔

宕

輔
亀
。
炉

=
一二
Φ
ξ

=
酔二
9

(白
石
脂

〔
石
英
〕
唐
物
也
よ
く
透
と
を
り
て
。
水
晶
の
こ
と
く
成
を
ゑ
ら
ミ
。
石
の
臼
に
入
レ
鉄
の
杵
に
て
い
か
に
も
細
末
し
。

羅
合
に
か

け

て
。
扱
唐
鉛

〔
恐
ら
く
酸
化
鉛
〕

の
至
極
よ
き
を
火
に
か
け
と
き
て
。
そ

の
中

へ
右

の
白
石
脂

の
粉
を

ハ
少
し

つ
・
い
る

・
。)
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に
み
ら
れ
る
如
く
、
「
萬
金
産
業
袋
」
に
記
さ
れ
て
い
る
鉛
を
恐
ら
く
は
酸
化
鉛
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

ま
た

二
ー
ダ
ム
氏

旨3
。
b
ゴ
2
。
o匹
訂
日

は

「
中
国
の
科
学
と
文
明
」
に
お
い
て

「
雲
林
石
譜
」
を
左
記
の
よ
う
に
誤

っ
て
訳
し
て
し
ま
わ
剛

れ
た
為
か
、
そ
の
最
も
白
い
も
の
(洛
河
石
)
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
鉛
は

「
鉛
の
塩
」
の
状
態
で
あ
る
と
解
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

西
都
の
洛
河
の
中
で
、
彼
ら
は
五
彩

の
斑
点
を
持

っ
た
青
白
い
石
の
小
片
を
見
い
だ
す
。
こ
れ
ら
の
中
の
最
も
白
い
も
の
は
鉛
を
含
ん

で
い
る
。
他

の
鉱
物
と
混
ぜ
て
そ
れ
を
熱
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て

,偽
の
玉
6
あ
る
い
は

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る

「
琉
璃
」
に
変

わ
る
。

西
河
京
洛
河
水
中
出
辞
石
頗
多
。
青
白
間
有
五
色
斑
燭
。
採
其
嵌
白
者
。
入
鉛
和
諸
藥
可
焼
。

愛
假
玉
或
琉
璃
用
之
。

(
雲
林
石
譜
、

巻
中
、
三
葉
裏
、
洛
河
石
の
段
)

ヘ

ヘ

へ

も
し
こ
れ
が
本
当
に
、
ガ
ラ
ス
の
製
造
に
鉛
の
塩

(傍
点
ー
棚
橋
)
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
学
問
的
に
著
者
が
述

べ
た
最
初

の
機
会
で
あ

っ

た
と
す
る
と
、
こ
の
知
識
が
職
人
か
ら
学
者
に
伝
わ
る
の
に
約
十
五
世
紀
も
か
か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
中
国
に
お
い
て
は
、
仮
り
に
奈
良
時
代
の

「
造
佛
所
作
物
帳
」
所
載
の
技
法
が
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
そ
の
頃
即
ち
唐

の
開
元

(七
一
三
-
七
四

一)
の
頃
、
鉛
丹
を
用
い
る
技
法
が
行
な
わ
れ
て
、い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
、
宋

代
に
は
既
に
蘇
東
披

の
詩
、
お
よ
び

「
雲
林
石
譜
」
の
記
事
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
金
属
鉛
を
用
い
る
技
法
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い

た
。

さ
ら
に
明
代
に
な

っ
て
か
ら
も
例
え
ば

『
天
工
開
物
」
に
み
ら
れ
る
如
く
、
な
お
金
属
鉛
を
用
い
る
技
法
が
依
然

と
し
て
行
な
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
中
国
に
お
け
る
実
情
に
関
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
今
後
の
調
査
に
侯
た
ざ
る
を
得

な
い
状
態
に
あ
る
と
い

え
よ
う
。

さ
て
わ
が
国
に
お
い
て
は
上
述
の
如
く
奈
良
時
代
に
は
鉛
丹
を
用
い
る
技
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
、
正
徳

・
享
保
頃
か
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㈹

ら

明

治

十

年
代

頃

ま

で

は

一
部

の
例

外

を

除

い
て
金

属

鉛

を

用

い
る

技

法

が

行

な

わ

れ

て

い
た

と

推

定

さ

れ

る

。

尤

も

文

化

以
降

の
資

料

に

は

鉛

丹

を

用

い
る
技

法
も

み
ら

れ

る
も

の

の
、

そ
れ

ら

は

す

べ

て
蘭

書

所

載

の
調

合

の
翻

訳

で
あ

り

、

果

し

て

実

用

化

さ

れ

て

い

た

か

ど
う

か

甚

だ

疑

わ

し

い
。

し

か

し

明
治

十

年

に
は

、

既

に

品

川

工
作

分

局

に

お

い
て

外

国

人

技

師

も

し

く

は

国
外

に

て

研
修

し

た
者

の
指

導

の
結

果

か

、

鉛

丹
を

用

い

る
技

法

が

実

際

に

試

み
始

め

ら

れ

た

よ

う

で

あ

り

、

し

た

が

っ
て

少

な

く

と

も

明

治

十

年
代

は

金

属

鉛
を

用

い
る

古

い
技

法

か

ら

鉛

丹
を

用

い
る

新

し

い
技

法

へ
移

り

変

わ

る

過

渡

的

な

時
代

で

あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

既

述

の
資

料

を
通

覧

す

れ

ば

明

ら

か

な

如

く

、

明

治

時

代

に

な

っ
て
か

ら

は

、

二
十

五
年

以

降

わ

が

国

の

ガ

ラ

ス
製

造

法

に

多

大

な
影

響

を

及

ぼ

し

た
と

推

測

さ

れ

る

「
大

日

本

窯

業
協

會

雑

誌

」

に

み
ら

れ

る

各

種

の
調

合

も

、

ま

た

二
、

三

の
ガ

ラ

ス
工

学

書

所
載

の
多

数

の
調
合

も

す

べ

て

鉛
丹

に
代

表

さ

れ

る

粉

末

状

鉛

化

合
物

⑳

を

用

い
る

も

の
で

あ

っ
て

、

金

属

鉛

を

用

い
る
技

法

は
懐

古

談

と

し

て
記

載

さ

れ

て

い

る
例

を
除

く

と

全

く

み
ら

れ

な

い
。

か

く

し

て

金

属

鉛

を

用

い
る

技

法

は

古

い
職

人

の
減

少

と
共

に
次

第

に

衰

退

し
忘

れ
去

ら

れ

て

い

っ
た
も

の
と

思
わ

れ
る

。

註
ω

O
・
旨
・
Ω
巴

山
目

山
幻
・
O
・
日
ぎ

ヨ
同
。・o
具

卜

竃
崔
色
?
⇔d
菩
覧
o
良
・。
口

O
ず
Φ
巨

8
一
円
突
計

H冨
9

<
。
ド

ロ
戸

萄
臼
叶
H
u
蜀
。。
ρ

宕

゜
O
学
O
G。
°
天
理
図

書
館
蔵
。
同
論
文
、
九

一
頁
所
載

の

一
部
を
左

に
引
用
し
て
お
く
。

ε

目
o
ρ
呈

8

0
{
ミ

露

-α。
冨
・゚
u・
(チ
2

浄
巴
叶
p
象

)
H
O
浄
①
犀
①
尻

。
=

①
註

(N
=

α
ω冨

閃
巴
。゚
。
h
8
唱

。
び

ゴ
巴
{
(塑
跨
集

巴
)
。
{
邑

琶
①茸
ρ

訂
罵

(m
跨
爵

&

。
h
=
日
Φ
二
ω
=
ゴ
。
仁

田冨
国

唱
葺

(ε

飢
薯

印

団昌
。
チ
①
窪

p

(曽
巳

)
・̀ゴ
四
#

富
ぽ
①
o
g

.8
唱

零

。
=

Φ
註
.°

ε

日
。
m
巳

記

。
h
窪

ミ

也

鎖
㎝。。
(什ゲ
O
口
面
ゴ
〇一一
薗
住
匹
)
暫
7

(ヨ
凶目
11
H
o
°。言

冨

】°。)

。
コ

Φ
巴

(9

H幽

(
°・冨

冨
ε

。
{
8

暑

①『
』

㎝
ゴ
Φ
冨

訂

。
{

=
日
①
輸
印
・・
げ
鮮

色

。
評

巴
昔
①
一H
。
二
①
)
島
2

°・げ
巴
一
宮

ス

団一)
匹
睾

口

げ
δ

子
。
臣

p

(
m昌
ら
)
昏
巴
=

郎

。
。
昇

.〉
奏

巴

団帥
旨

8
暑

①
「
、°

囲

口
.
寓
。
自
。
"
幻
①
官
。
匹
口
∩
昌
。
印
。,
。
{
目

〉
昌
良
。昌

しb
m
ξ

一。
乱
四
口
9

器
9

H「
摺

・
<
。
一
・
×
・
お
島
。。
・
や
・
卜。
O
・
中
央
大
学
蔵
。

圖

ム
ア
氏

は
塩
基
性
炭
酸
銅
に
相
当
す
る
鉱
物
名

は
記
し
て
い
る
が
、
炭
酸
鉛
に
相
当
す
る
鉱
物
名
ば
挙
げ
て

い
な

い
。
因
に
天
然
に
産
出
す
る
炭
酸
鉛
は

一47-一



〔生)〔6) (5){7)19⊃ 〔8}肛①曲

白

鉛

鉱

O
巴
ロ
ω坤
O
と

称

さ

れ

て

い
る

。

≦
ピ
国
゜
oQ
°
弓
`
日

角
"
ω
什註

一窃

ぎ

⇒
昌
9
①
三

9

g

器
m
碧

匹

9

器

mヨ
俘評
団口
頒

勺
「0
8

器
o
m
°
勺
舘
F
H=
°
日
】δ

O
穿

8

巳
畠

く

o
h
ま

①
9

器

旨
一鋳

幽ロ
個

O
o
器

一言

o
巨

9

冒

霞

昌
巴

。
出
チ

σ

ω
。
良
。
蔓

o
{
O
冨
器

日
o
。
ゲ
ロ
o
ざ
瞬
ざ

轟
P

H
霧
ρ

P

禽
↓
°

名

古

屋

工
業

大

学

蔵

。

同
論

文

に

は

以

下

の
如

く

記

さ

れ

て

い
る

。

国
゜
ρ

↓
ぎ

日
甥

8

巴
8

茸
p
ロ
の一再
。
像

器

一
団一訂

お

o
餌

芝
o
匡

自

チ
。

呂

口
①
<
警

一僧
三
①
け
出

画昌

匪

o

「①
o
昼
①

㌦o
昌

.巳
ロ
。
目
o
巳
山
匿

q゚
冨
躬
.・

尤

も

閑
゜
O
。
↓
ゴ
o
ヨ
甥

o
ロ
b

ロ

島
。

O
ゲ
①
巨

㎝言
同

o
h
ま

①

〉
口
良
曾

一
b
㎝
㎝旨

冨
拐

順
冒

鵠

。

ロ
民

O
o
二

目
O
b。
9

↓
冨

b冒
斗

向号

=

げ
話
藁

蔵

〔
ミ

8

・

面
悼゚
蔭
〕
暢
喝
や

α
01
0
H
所

載

の

O
°
臼
ゴ
o
蜜

口
匡
口
σq

o
{
竃

o
巳
匹
o
侮

切
言
o

O
冨
ω罰

=
・
日
匡
o
冒

m
匠
昌
αq

o
{
寓

o
巳
畠
o
畠

〔
弓
ロ
H覧
9

0
門
く
ご
ぎ
苗

O
冨
鴇

の

い
ず

れ

の
処

方

に
も

虻

ま

胃
鴨

な
る

語

は

み
ら

れ
な

い
。

臼
゜
を

゜
言

巴

。
コ

b

O
o
日
凛

。
冨

口
。゚才
・

早

。ρ
一凶㎝
Φ

8

H8

「
°q
陣
ロ
凶。
僧
民

↓
ゴ
8

H
巴

。
巴

O
ぎ

日
一。・一q

、
ぎ

一
・
<
口
、
ぎ

ロ
。q日
目

・
H零

O
モ

・
O
。。
Φ
・

棚
橋

淳

二

「
鉛

丹

ガ

ラ

ス
と

金

属

鉛

ガ

ラ

ス
」

(
一
)

(『
研
究

紀

要

」

第

十

六
号

、

松

蔭

女

子

学
院

大

学

・
短

期

大

学

学
術

研
究

会

、

昭

和

四
十

九
年

)、

一
九
-

二
〇

頁

(縦

組

)
。

U
°
§

ξ

国

葺

"
諺

田

・゚一臼

同

。
{
9

舘

田
冒

甘

冨

罰

内
9

8

㎝訂

【三

。旨

豊

。
口
巴

ζ

侮
・
p
コ
匹

旱

。
O
。
「巳
お

竃

島

ゆ
≡
ゴ

。
h

2

四
㎝
㎝
」

㊤
録

P

鵠

炉

ロ
o
冨

2
9

鵠

・

U
o
8

島

団

bu
一巴
コ

o
鳴
゜
o
n↓
こ

b
°
ド
。。ω
゜

ジ

ョ
セ

フ

・
ニ
ー

ダ

ム

「
中

国

の
科

学
と

文

明

」

第

七
巻

「
物

理

学

」
橋

本

万
平

・
野

矢
弘

・
大

森

買

・
宮

島

一
彦

訳
、

(
思
索

社

、

一
九

七

七
年

)、

一
四

二
頁

。

花

井

一
好

「
和

硝

子
製

作

編

」

文

政

十

二
年

序

、

稿
本

、

(平

井

保

正

編

「
輩

思
叢

録

」
巻

三
十

五
)
、

九

オ
ー

九

ウ

(本

文

)
。

前

田

育
徳

會
尊

纏

閣

文

庫

蔵

。
上

記

に

み

ら

れ

る

「
色

消

硝

子
」

の
調

合

は

鉛

白

を
用

い
る

も

の
で
あ

る
。

こ

の
書

は
和

硝

子

に

関

す

る

「
世

に

未

だ
傅

ハ
ら

さ

る
所

の
秘

法

の

口
授

を

廣

く
聚

め

」

た
も

の
で
あ

る

と

い
う
か

ら

、

恐

ら

く
鉛

白

を

用

い
る
技

法

が

当

時
実

際

に
行

な

わ

れ

て

い
た

も

の
と
推

測

さ

れ

る
。

補

遣

参

照

。

渡

邊

明

「
大

阪

市

に
於

け

る
硝

子

業

」

(下

)

(「
大

日
本

窯
業

協

會

雑

誌

」
第

十

二
集

第

百

三

十

八
号

、

明

治

三
十

七
年

二
月
)
、

二

二
三

頁

。
京

都

大

学

工

学

部

工
業

化

学
教

室

蔵

〔
薮

。゚
°。
°。
薩
O
〕
。

同

論
文

の
記

述

を

左

に

示
す

。
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創
始

の
時

の
原
料
及
産
地

硅
石
硝
石
鉛
を
原
料
と
し
鉛
よ
り
生
ず
る
青
責
色
を
消
し
白
色
を

興
ふ
る
爲
め
に
は
浦
俺
或
は
進
て
亜
鉛
等
を
用
ゐ
た
る
な
り
而
て
硅

石
は
美
濃

の
産

を
以

て
第

一
と
す
れ
ど
も
其
直
段
高
債
な
る
爲
め
山
城
國
山
科

の
も

の
を
使
用
せ
り
硝

石
は
東
城

(國
所
不
詳
)

と
言
ふ
所

の
も
の
を
最
良
と
し
て
使

用
せ
り
鉛
は
細
倉
と
云
ふ
所

の
も

の
を
最
良
と
す
れ
ど
も
亦
豫
州
地
方

の
も

の
を
用
ゐ
た
り

石
井
民
司

(
研
堂
)
「
少
年
工
藝
文
庫
」
第
六
編

「
硝
子

の
巻
」

(博
文
館
、
明
治
三
十

七
年
、
再
版
)
、

一
〇
〇
ー

一
〇

一
頁
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

同
書
に
は
左

の
記
述
が
あ
る
。

こ
　

た
ん

つ
コ
　

お
ぼ

い
だ

じ

エ

わ

で

き

び
ん

「
わ

が
硝

子

工

が
、

丹

を
使

ふ

こ
と

を

覧
え

ま

し

た

の
は
、

至

ツ

て
近

年

の

こ
と

で
、

そ

れ

ま

で

は
皆

鉛

で

し

た
。

明

治

後

で

さ

へ
、

和

出
來

の
瓶

に

、

さ
ん
る
ゐ

や
く
え
き

お
イく

ふ
し
よ
く

き

こ
ま

ど
だ
い

し
か
に

つ
よ彊

い
酸
類

の
藥
液
を
入
れ
て
お
く
と
、
追
々
腐
蝕
し
て
來

て
困
る
な
ど

い
ふ
こ
と
あ
り
ま
し
た
が
、
土
垂
が
鉛

で
す
か
ら
、
仕
方
な

い
の
で
し

た
。」

三
十

二

近
世
日
本

へ
の
ガ
ラ
ス
製
法
伝
来

に
関
す
る
諸
説
に
対
す
る
私
見

近
世
日
本
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造

の
起
源
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
寺
島
良
安
編

「
和
漢
三
才
圖
會
」
〔
正
徳
二
年
(
一
七
=
一)

ω

序
〕

の
巻
之
六
十

「
玉
石
類
」

の
内
、
「
硝
子
」

の
条
に
み
ら
れ
る
左

の
記
述

按
硝
-
子
ハ乃
チ破
-膿
.
乎
本
ト出
二
.於
南
-
攣
㌔
リ
而
肥
-州
長
ー
崎
.人
傳
-
ニ
へ習
.之

一,制
.
近
-
頃
撮
-州
大
ー
坂
..亦
多
.作
レ
.之
,

が
最

も
古

い
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
長
崎
の
人
が
ガ
ラ
ス
の
製
法
を
何
処
の
国
の
人
か
ら
伝
習
し
た
か
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
前
後
の

関
係
よ
り
南
蛮
人
か
ら
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。

②

次

い
で
西
川
如
見
は

「
長
崎
夜
話
草
」
〔
享
保
五
年

(
一
七
二
〇
)
刊
〕

の

「硝
子
」

の
条
に
お
い
て

是
も
蟹
人
長
崎
に
て
教

へ
て
造
り
初
し
よ
り
今
其
傳
流
絶
ず
還
て
む
か
し
よ
り
今

ハ
上
手
と
成
て
さ
ま
ノ
＼

の
器
物
紅
毛
の
細
工
に
勝
れ
り

と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
ガ
ラ
ス
の
製
法
が
仮
り
に
鎖
国
令

の
だ
さ
れ
た
寛
永
十
六
年

(
=
ハ
三
九
)
に
南
蛮
人

に
よ

っ
て
伝
え
ら
れ
た

一49-一



と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
書

の
刊
行
さ
れ
た
年
よ
り
三
世
代
近
く
も
前
の
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
こ
の
書

の
記
述

の
根
拠
と
な
る
資
料
が
示
さ

れ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
こ
れ
は
か
な
り
信
愚
性

の
低

い
説
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
文
政
十
二
年

(
一
八
二
九
)
花
井

一
好
は
そ
の
著

『和
硝
子
製
作
編
」
に
ガ
ラ
ス
の
製
法
ば
堺
に
お
い
て
南
蛮
人
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
の

個

説
を
記
し
て
い
る
。
同
書
の
記
述
は
以
下

の
如
き
も

の
で
あ
る
。

さ
う
せ
い

○
創
製
の
事

こ

ろ
う

く

で
ん

い
わ

て
ん
ぷ
ん

こ

ろ
い
つ
ヒ
の
く
に
さ
か
ひ

ち

い

こ
く

ム
れ

に
う

つ

く

ハ
ぷ
つ

こ

し

そ
の

ロ

き
に

い

こ
く
じ
ん

う
ら

ひ

と

り

ぴ
い
ど
う

古
老
の
口
傳
に
謂
く
天
文
の
年
間
和
泉
國
堺

の
地
に
異
國

の
舶
を
入
津
し
て
貨
物
を
互
市
な
す
其
乗
り
来
れ
る
異
國
人
の
中
に
壼
人
の
破
璃

し

か

び
い
ど
う

し

も
の

き
か
い

ひ

と
な
に
が

し

い

ひ
と

び
い
ど
う
せ

い
さ
く

ほ
う

で
ん
じ
ゆ

れ
ん
ど
う

こ

も
と
め

つ
い

そ
の

匠

の
あ
り
け
る
を
彼
の
破
璃
匠
な
る
者
に
堺

の
住
人
某
と
言

へ
る
者

の
硝
子
製
作

の
法
を
傳
授
せ
ん
こ
と
を

懇

に
乞
ひ

需

し
か
ば
遂
に
其

こ
も
ろ
ざ
し

あ
つ

か
ん

そ
の
ほ
う

く
わ

し

で
ん
じ
ゆ

こ
れ
す
な

ハ

わ
が
く
に

ぴ
い
ど
う

せ
い

は
じ
め

し
か
れ

い
ま

そ
の
つ
ま
び
ら
か

志

の
篤
き
に
感
し
て
其
法
を
精
く
傳
授
せ
し
と
か
や
是
則
ち
我
國
に
お
い
て
硝
子
を
製
す
る

の
始
な
る
べ
し
然
と
も
未
だ
其

詳

な
る
こ

ゑ

な
ほ
し
き
し
や

つ
ハ
か
う

ま

と
を
得
ざ
れ
ば
猶
識
者

の
追
考
を
待

つ

一
好
は
和
硝
子
が
外
国
の
も

の
と
比
較
し
て
多
く

の
欠
点
を
持

つ
も

の
で
あ
り
、
ま
た
鉛
を
原
料
と
す
る
特
殊
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
な
が
ら
も
、
そ
の
技
法

の
受
容
に
関
し
て
は
南
蛮
渡
来
説
を
採

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
誠
に
奇
異
な
こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
以
上
の
よ
う
な
南
蛮
渡
来
説
に
対
し
、
三
宅
也
來
は

「
萬
金
産
業
袋
」
〔享
保
十
七
年

(
一
七
三
二
)
刊
〕
巻
之
三
の
内
、
「
硝
子
細
工
」

圏

の
条

に
お
い
て
以
下

の
如
き
中
国
渡
来
説
を
述
べ
て
い
る
。

○
び

い
ど
う
吹

の
事
。
右

ハ
只
唐
さ
い
く
と
計
心
得
。
ふ
き
物
也
と

ハ
し
れ
と
も
。
其
術
等

ハ
お
も
ひ
も
よ
ら
さ
り
し
に
。
ふ
と
長
崎
人
唐

ひ
そ
か

こ
サ
う

か
ん
ど
く

ひ

の
傳
受
を
絹
に
な
ら
ひ
。
調
方

の
薬
味
を
試
み
。
終
に
ハ
そ
の
術
を
感
得
し
て
。
我
ひ
と
り
秘
し
て
是
を
製
作

せ
し
か
。
い
つ
と
な
く
し

し
ゆ

よ

て
他
に
も
れ
し
や
。
又
秘
事
を
世
に
残
さ
ん
為
と
授
与
せ
し
に
や
。
い
か
さ
ま
に
も
此
仕
や
う
を
覚
た
る
人
有

て
6
。
此
こ
ろ
ハ

一
向
。

は
う

ゑ

さ
い

レ

に
ハ

し

お
う

き

エ

法
會
祭
祀
の
場

の
市
中
に
お
ゐ
て
。
そ

の
術
を
あ
ら

ハ
に
見
せ
。
萬
人
に
是
を
奇
異
た
ら
し
む
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…

…

(中

略

)

…

…

は
く
ぼ
き

し

す
き

ひ
す

か
ね

き
ね

へ
ぬ
ぶ
る
ひ

△
白
石
脂
唐
物
也
よ
く
透
と
を
り
て
。
水
晶
の
こ
と
く
成
を
ゑ
ら
ミ
。
石
の
臼
に
入
.
鉄
の
杵
に
て
い
か
に
も
細
末
し
。
羅
合
に
か
け
て
。

な
ま
り

択
唐
鉛
の
至
極
よ
き
を
火
に
か
け
と
き
て
。
そ
の
中

へ
右
の
白
石
脂
の
粉
を

ハ
少
し

つ
・
い
る

・
。

「
萬
金
産
業
袋
」
所
載

の
ガ
ラ
ス
の
製
法
は
原
料
に
唐
物

の
白
石
脂
、
唐
鉛
を
用
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

い
か
に
も
中
国
の
技
法
が

そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
故
か
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
中
国
渡
来
説
も
尤
も
ら
し
く
聞
こ
え
る
で
あ
ろ
う
。

㈲

明
治
十

一
年

(
一
八
七
八
)
黒
川
眞
頼
は
、
そ
の
著

「
工
藝
志
料
」

の

「硝
子
玉
」
の
条
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

・
元
亀
元
亜
存

指

肥
前
ノ
長
崎
ノ
地
頭
葎

鍛

南
螢
人
ノ
乞
フ
所
二
従
テ
貿
易
場
ヲ
其
ノ
港
内

二
開
ク
此
ノ
際
塞

ノ
玉
工
來
リ
テ

硝
子
ヲ
造
リ
且
其

ノ
法
ヲ
傳
フ
本
邦

二
於
テ
硝
子
ヲ
製
ス
ル
コ
ト
復
此

二
起
ル
是

ヨ
リ
後
長
崎
ノ
工
人
硝
子
ヲ
以
テ
玉
及
諸
器
物
ヲ
作
テ
以

テ
業
卜
爲
ス

南
蛮
人
に
よ
る
技
法
伝
授
に
関
す
る
こ
の
眞
頼

の
説
も
、
記
述
は
幾
分
具
体
的
と
は
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
資
料
的
な
裏
付
け
は
な
く
、
如

見
の
説
に
依
拠
し
た
も
の
の
如
く
考
え
ら
れ
る
。
な
お
眞
頼
が

「
長
崎
夜
話
草
」
を
参
照
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、

「
眼
鏡
細
工
」

の
条

の

記
述
が

「
工
藝
志
料
」
に
抄
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

個

上
記
引
用
箇
所
に
続
い
て
眞
頼
は
そ
の
後
の
状
況
に

つ
き
以
下
の
如
く
記
し
て
い
る
。

○
寛
永
年
間
支
那
ノ
工
人
長
崎

二
來
リ
テ
支
那
様
ノ
硝
子
ノ
巧
ヲ
傳
フ
是

二
於
テ
長
崎
ノ
工
人
或

ハ
南
蟹
法

二
從

フ
者
ア
リ
或
ハ
支
那
法

二

從

フ
者
ア
リ
或

ハ
南
蟹
法
ト
支
那
法
占

混
清
シ
テ
傳
フ
ル
者
ア
リ
既

ニ
シ
テ
京
師
及
大
坂
、
江
戸
、
防
衿
煉
京

ノ
玉
エ
モ
亦
硝
子
玉
ヲ
造

タ

マ

ヤ

ル
長
崎

ノ
巧
ヲ
傳
フ
ル
ナ
リ
而
シ
テ
後
京
師
、
大
坂
、
江
戸
、
ノ
工
人
並

二
廊
ヲ
構

ヘ
テ
之
ヲ
甥
グ

ニ
至
ル
是
ヲ
多
磨
也
ト
イ
フ
而
シ
テ
後

ス
ヂ

サ
ラ

サ

イ
ト
ク
ズ

巧

業

歳

月

二
進

ミ
琉

璃

玉

、

碧

琉

璃

玉

、

ガ

ン

ギ
玉

、

ト

ン
ボ

ウ
玉

、

筋

玉

、

印

花

玉

、
綜

屑

玉

、
金

水

精

玉
、

七
寳

玉
、

等

ノ
舶

來

ノ
者
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ヲ
様
ト
爲
シ
以
テ
コ
レ
ヲ
模
造

ス
ル
ニ
至
ル
但
ガ
ン
ギ
玉
及
ト

ン
ボ
ウ
玉
ヲ
模
造

ス
ル
コ
ト

ハ
其
ノ
始
メ
大
坂
ノ
工
人
某

ノ
獲
明
ス
ル
所

二

出

ヅ
ル
ナ
リ
長
崎
、
京
師
、
大
坂
、
東
京
、
ノ
工
人
並

二
業
ヲ
傳

ヘ
テ
今

二
至
ル

ガ
ラ
ス
製
法

の
技
法
が
中
国
人
に
よ

っ
て
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
眞
頼
の
説
も
、
か
な
り
具
体
的
な
表
現
が
み
ら
れ
る
も

の
の
や
は
り
資
料
的

な
裏
付
け
は
な
く
、
し
た
が

っ
て
こ
の
記
述
内
容
を
そ

の
ま
ま
事
実
と
し
て
認
容
し
、
或

い
は
そ
れ
を
も
と
に
論
議

を
展
開
す
る
こ
と
は
到
底

で
き

ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
が
明
治
以
降
近
年
に
至
る
ま
で
に
提
唱
さ
れ
た
諸
説
は
ほ
と
ん
ど
他
に
拠
る
べ
き
資
料

・
典
拠
の
な
い
ま
ま
、

元
亀
元
年

(
一
五
七

〇
)
に
南
蛮
人
に
よ
り
、
ま
た
寛
永
年
間

(
=
ハ
ニ
四
1

=
ハ
四
四
)
中
国
人
に
よ
リ
ガ
ラ
ス
の
製
法
が
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
眞
頼
の
説
を
多
少
と

働

も
踏
襲
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

8

9

10

n

な
お
オ
ラ
ン
ダ

(人
)
か
ら
織
田
信
長
の
こ
ろ
、
も
し
く
は

=
ハ
○
○
年
以
降
、
寛
永
年
間
、
宝
暦
年
間
に
ガ
ラ

ス
の
製
法
が
伝
え
ら
れ
た

㈹

と
な
す
説
、
ま
た
足
利
末
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

と

こ
ろ
で
上
述

の
如
く
元
亀
元
年
に
南
蛮
人
に
よ

っ
て
ガ
ラ
ス
製
法
が
伝
授
さ
れ
た
と
な
す
説
に
対
し
て
、
こ
れ
を
疑
わ
し
い
と
な
す
指
摘

個

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
眞
頼
の
説
を
立
証
す
る
に
た
る
資
料
が
何
ら
示
さ
れ
て
な
い
こ
と
か
ら
な
さ
れ
た
指
摘
で
あ

っ
て
、

勿
論
鉛
ガ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を
も
と
に
、
特
に
鉛
原
料
の
相
違
に
基
づ
い
て
眞
頼

の
こ
の
説
を
否
定
し
た
論
述
は
昭
和

四
十
年
ま
で
は
な
か

っ

曲

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
筆
者
が
昭
和
四
十

一
、
二
年
に
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
た
後
も
、
江
戸
時
代
の
ガ
ラ
ス
が
中
国
と
同
じ
く
鉛
ガ
ラ

ロ

　り

　　

　よ

ス
で
あ
る
こ
と
の
み
に
注
意
が
向
け
ら
れ
、
鉛
原
料

の
相
違
に
ま
で
注
意
が
払
わ
れ
た
よ
う
な
論
著
は
加
藤
孝
次
氏

の

「
江
戸
期
の
ガ
ラ
ス
」

働

以
外

に
は
現
わ
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
昭
和
四
十
九
年
、
本
論

(
一
)
に
お
い
て
再
び
原
料
元
素
の
状
態

の
重
要
性
を
強
調
し
た

圏

後
も

一
部

の
人
に
よ

っ
て
、
こ
の
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
十
七
、
八
世
紀

の
日
本
の
ガ
ラ
ス
素
地
が
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西
欧

の
技
法
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
も

の
で
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
当
時

一
般
的
で
な
か

っ
た
と
は
い
え
西
欧
に
お
い
て
も
鉛
ガ
ラ

ス
が
製
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
無
視
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
は
適
切
で
な
く
、
こ
の
点
を
考
慮
し
た
上
で
な
お
日
本

の
技
法
が
中
国
に
依
存
す

る
こ
と
を
示
す
に
は
、
鉛
原
料
に
ま
で
遡
及
し
て
論
ず
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ガ
ラ
ス
製
法
の
中
国
伝
来
を
主
張
す
る
論
述
に
今
後
こ
の
観
点
よ

り
す
る
も
の
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

鋤

な
お
近
年
由
水
常
雄
氏
は
南
蛮
人
か
ら
吹
く
技
法
を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
の
説
を
提
唱
し
て
お
ら
れ
る
。
本
論

は
鉛
ガ
ラ
ス
素
地
製
法

の
流
れ
に
関
す
る
論
述
を
主
体
と
し
た
も

の
で
あ
る
し
、
ま
た
由
水
氏
の
こ
の
説
の
当
否
を
論
ず
る
に
は
些
か
資
料

の
用
意
が
必
要
で
あ
る
た

め
、

こ
こ
で
筆
者

の
所
見
を
述
べ
る
こ
と
は
差
控
え
た
い
。

註
〔7〕(6)〔5}(4)(3}く2)(1

寺
島
良
安
編

「
和
漢

三
才
圏
會
」
正
徳

二
年
序
、
版
本
、
巻

第
六
十
、

五
ウ
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

西
川
正
休

「
長
崎
夜

話
草
」
享
保
五
年
刊
、
版
本

、
五

「
附
録
」
、

ニ
オ
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

〔
㎝-
°。
ρ

汁

。。
"
ぎ
。゚
0
8
°。〕
。

花
井

一
好

「
和
硝
子
製
作
編
」
文
政
十
二
年
序

・
附
言
、
写
本
、

一
オ
ー

一
ウ

(本
文
)
、
前

田
育
徳
會
尊
経
閣
文
庫
蔵
。

三
宅

也
來

「
萬
金
産
業
袋
」
享
保
十
七
年
刊
、
版
本
、
巻
之

三
、
十
五
オ
ー
十

五
ウ
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

黒
川
眞
頼

「
工
藝
志

料
」
上
、

(博
物
局
、
明
治
十

一
年
)
、
巻

二
、

四
六
頁
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

黒
川
眞
頼
、
前
掲
書
、
巻

二
、
四
七
頁
。

「
貿
易
備
考
」
第

一
冊
、

(大
蔵
省

記
録
局
、
明
治
十
八
年
)
、

一
七
九
七
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
卜。
〒
一
〇
。。
〕
。

大
阪
府

「
大
阪
府
誌
」
第

二
編
、

(明
治

三
十
六
年
、

昭
和
四
十
五
年
複
刻
、
思
文

閣
)
、
三
八
八
頁
。

国
光
社

「
第
五
回
内
國
動
莱
博
覧
曾
重
要
物
産
案
内
」

(国
光
社
、
明
治

三
十

六
年
)
、

二
〇

三
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
設
山
切
O〕
。

簑
田
猪
太
郎

「
硝
子
製
造
法
」

(『
工
業
叢

書
」

の
内
、
博
文
館
、
明
治

三
十

六
年
)
、

一
七
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
。。。。
山
O
巳
。

石
井

民
司

(研
堂
)
「
少
年
工
藝
文
庫
」
第

六
編

「
硝

子
の
巻
」

(博
文
館
、
明
治
三
十
七
年
、
再
版
)
、

一
〇
頁
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。
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大

日
本
窯
業
協
会
編

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
第
四
編

「
硝
子

工
業
」

(
大
日
本
窯
業
協
会
、
大
正

六
年
)
、

四
ー

五
頁
。

公
爵
島
津
家
編
輯
所
編

「
薩
摩
硝
子
の
沿
革
」

(公
爵
島
津
家
編
輯
所
、
大

正
十
年
頃
)
、

三
頁
。

岡
村
千
曳

「
硝
子
雑
孜
」

(「
中
央
公
論
」
第

四
十
九
年
第
九
号
、
通
巻
五
百
六
十

一
号
、
中
央

公
論
社
、
昭
和

九
年

八
月
)
、

二
六
四
頁
。
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
蔵

〔
謙
ω
嵩
〕
。

岡
村
千
曳

「
日
本
硝

子
考
」

(『
茶
わ
ん
」
第
七
巻
第

八
号
、
宝
雲

舎
、
昭
和
十

二
年
八
月
)
、

一
七
頁
。
び

い
ど
う
史
料
庫
蔵
。

林
源
吉

「
長
崎

の
ビ
イ
ド

ロ
と
ギ
ヤ

マ
ン
」

(前
掲

「
茶
わ
ん
」
第
七
巻
第

八
号
)
、

二
四
ー

二
七
頁
。

岡
村
千
曳

「硝

子
雑
孜
」

(『
住
宅

と
庭
園
」
第
六
巻
第
十

一
号
、
住
宅
と
庭
園
社
、

昭
和
十
四
年
十

二
月
)
、
二
三
七
頁
。

杉
江
重
誠

「
ガ

ラ
ス
』

(共
立
社
、
昭
和
十
五
年
、
改
訂
四
版
)
、

=

ハ
頁
。

杉
江
重
誠

「
ガ

ラ
ス
と
生
活
』

(『
科
学
新
書
」

6
、
河
出
書
房
、

昭
和
十
六
年
)
、

=

1

一
二
頁
。

杉
江
重
誠

「
ガ

ラ
ス
の
研
究
』

(甲
文
社
、

昭
和
二
十
四
年
)
、

一
二
ー

一
三
頁
。

杉
江
重
誠

「
日
本
ガ

ラ
ス
工
業
史
」

(
日
本
ガ
ラ

ス
工
業
史
編
集
委
員
会
、
昭
和

二
十

五
年
)
、
四
五
頁
、

七
七
頁
、

八
〇
頁
。
但

し
本
書
で
は
前
掲

三
冊

の
同
氏

の
著
書
と
異
な
り
、
「
南
蛮
人
」
で
な

く

「
オ
ラ
ン
ダ
人
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

岡
村
千
曳

「
紅
毛
文
化
史
話
」

(創
元
社
、

昭
和

二
十
八
年
)
、

二
六
四
頁
。

佐

々
木
源
蔵

「
阻
筆
が
ら
す
や
む

か
し
語
」

(佐

々
木
硝
子
株
式
会
社
、
昭
和
三
十
年
)
、
七
七
-
七
八
頁
。

渡
辺
庫
輔

「
長
崎
町
づ
く
し
」
第

五
十
五
回
、

(　、長
崎
新
聞
」
第

五
五
七
七
号
、

長
崎
新
聞
社
、

昭
和

三
十
七
年

四
月

二
十
五
日
)
、
五
頁
。

長
岡
博

男

「
日
本

の
眼
鏡
』

(東
峰
書
房
、

昭
和

四
十

二
年
)
、

六
二
頁
。

岡
田
譲

「
近
世

日
本

の
ガ
ラ
ス
」

(コ
果
美
」
第
十
三
号
、
東
京
美
術
青
年
会
、

昭
和
四
十
四
年

一
月
)
、
二
二
r

二
一二
頁
。

會
田
軍
太
夫

「
ガ

ラ
ス
」

(相
賀
徹
夫

「
大
日
杢
H
科
事
典
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
」

5
、
小
学
館
、
昭
和

四
十
三
年
)
、
五
頁
。

ア
ル

マ
ン
ド

・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス

・
ジ
ャ
ネ
イ
ラ

「
南
蛮
文
化
渡
来
記
」
松

尾
多
希
子
訳
、

(
サ
イ

マ
ル
出
版
会
、

一
九
七

一
年
)
、

一
〇
四
頁
。

寺
本
界
雄

「
長
崎
本

・
南
蛮
紅
毛
事
典
」

(形
象
社
、
昭
和
四
十
九
年
)、

五
四
頁
。

K
S
懇
話
会

「
洋
食
器
物
語
」

(叢
文
社
、
昭
和
五
十
年
)
、
九

一
頁
。
但
し

「
一
七
〇
〇
年
頃
、

長
崎

で
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
に
よ

っ
て
製
法
を
伝
習
し
た
も
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の
で
あ

る
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

藪
崎
昭

「
明
治
大
正
ガ
ラ

ス
百

八
十
三
器
」

(矢
来
書
院
、

昭
和

五
十

一
年
)
、

一
四
六
頁
。

川
添
利
男

「
長
崎
び
い
ど
う
1

南
蛮
ガ
.ブ
ス
製
法
伝
来
四
〇
〇
年
記
念
1

」

(
昭
和
堂
印
刷
出
版
事
業
部
、
昭
和
五
十

二
年
)、

六
九
ー
七

二
頁
。

川
添
利
男

「
長
崎
ガ
ラ
ス
の
誕
生
」

(「
↓
げ
Φ
ガ

ラ
ス
」
読
売
新
聞
社
、
昭
和
五
十

二
年
)
、

一
〇
〇
頁
。

岩
田
藤

七

「
ガ

ラ
ス
の
芸
術

岩

田
藤

七
作
品
集
」

(講
談
社
、

昭
和

四
十
七
年
)
、

一
五
〇
頁
。

由
水
常
雄

「
ガ
ラ
ス
の
道
-

形
と
技
術
の
交
渉
史
1

」

(徳
間
書
店
、
昭
和

四
十
八
年
)
、

二
三
四
頁
。

田
村
榮
太
郎

「
日
本
工
業
文
化
史
」

(科
学
主
義

工
業
社
、

昭
和
十

八
年
)、

三
五
二
頁
。

渡
邊
明

「
大
阪
市
に
於
け
る
硝
子
業
」

(
下
)
(『
大

日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
十
二
集
第
百
三
十
八
号
、
明
治
三
十

七
年

二
月
)、

二
一
一一二
頁
。
京
都
大
学

工
学
部

工
業
化
学
教
室
蔵

〔
審
。。。。
。。瞳
8
。

岩
田
藤

七

「
吹
硝
子

へ
の
道
」

(前
掲

「
茶
わ
ん
」
第
七
巻
第
八
号
)、

三
六
1

三
七
頁
。

岡
田
譲

「
中
国

.
日
本
ガ

ラ
ス
小
史
」

(ω
冨

8

寓
o
畠
三
障
o
が

2
P

悼
G。
咀
日
本
板
硝

子
株
式
会
社
、
昭
和
四
十

一
年
三
月
)
、
六
頁
。

岡
田
譲

「
ガ
ラ
ス
の
伝
統
と
技
法
」

(勅
使
河
原
蒼
風

・
邦
光
史
郎

・
岡

田
譲

「
ガ

ラ
ス
」

日
本

の
工
芸
6
、
淡
交
新
社
、

昭
和
四
十

一
年
)
、

一
八
六
頁
。

岡
田
譲

「
ガ

ラ
ス
」

(『
日
本

の
美
術
」
第

三
十
七
号
、
至
文
堂
、
昭
和

四
十
四
年
五
月
)
、
五
九
頁
。

棚
橋
淳

二

「
近
世
日
本

に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
造
法

の
発
展
と
そ

の
限
界
」

(
一
)
(
「研
究
紀
要
」
第
八
号
、

松
蔭
女
子
学
院
大
学

・
短
期
大
学
学
術

研
究

会
、
昭
和
四
十

一
年
)
、
二
四
七
-

二
四
八
頁
、

二
五

一
ー
二
五
三
頁
。

棚
橋
淳

二
、
前
掲
論
文

(
二
)
(前
掲

「
研
究

紀
要
」
第
九
号
、
昭
和
四
十

二
年
)
、

二
五

一
-

二
五
六
頁
。

岡

田
譲

「
日
本

の
ガ

ラ

ス
」

(「
日
本

の
ガ

ラ

ス
展

-

古
代
か
ら
現
岱

よ
で
ー

」

(図

録

、

日
本

経

済

新

聞
社

、

昭
和

四
十

九
年

六
月

)
。

楓
・
O
訂

量

冒

冨

記

器

臼

田
の

h3
ヨ

芽

。
ω
。
<
Φ
巨
。
。
三

ゴ

O
①
口
昌
q

8

子

。
甲

ω
器
昌

(↓
①
ロ
チ

同三
゜
日

匿

8

巴

O
°
畠

「
°
沼

自

9

霧

・゚
℃
2
p

ど

目
匿

O
o
喬
日
削。
ω
o
α
o
蔓

o
h
冒

b
目

゜
ドO
置

)
燭
b
勺
゜
G。
下

ω
。゚
°

由
水
常
雄

「
日
本

の
ガ
ラ

ス
ー

起
源
か
ら
江
一.
禾
期
・毛

-
--」
(
「
美
術
手
帖
」
第

三
八
五
号
、
美
術

出
版
社
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
)
、

一
七
四
ー

一
七
六
頁
。

由
水
常
雄

「
ガ

ラ
ス
工
芸
」

(ブ

レ
ー

ン
美
術
選
書
、
ブ
レ
ー
ン
出
版
、
昭
和

五
十
年
)、

一
五
九
ー

一
六
〇
頁
。
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加
藤
孝
次

「
ビ
ー
ド

ロ
と
ギ
ヤ

マ
ン
ー

日
不
ガ
ラ
ス
小
史
-

」

(「
婦
人
画
報
」
第

八
六
四
号
、
婦
人
画
報
社
、

昭
和

五
十
年
八
月
)
、

五
七
頁
。

由
水
常
雄

「
江
戸
期

の
ガ
ラ
ス

,,形
と
技
、高
1

」

(　
太
陽
」
第

一
五
七
号
、
平
凡
社
、

一
九
七
六
年

五
月
)
、
三

一
頁
。

岡
田
譲

「
乾
隆
ガ
ラ

ス
と
薩
摩

切
子
」

(『
乾
隆
ガ
ラ
ス
と
薩
摩

切
子
-

朝
倉
・、
レ
ク
シ
.
ン
ー

」

(図
録
、

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
昭
和

五
十

一
年
七
月
)
。

由
水
常
雄

「
火

の
贈
り
も

の
ー
-
ガ
・フ
ス

鏡

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

ト
ン
ボ
玉
ー

」

(
せ
り
か
書
房
、

一
九
七
七
年
)、

三
二
頁
、
三
五
-

三
七
頁
。

由
水
常
雄

「
日
本

の
古
代
ガ
ラ

ス
」

(由
水
常
雄

・
棚
橋
淳

二

『
東
洋

の
ガ
ラ
ス
ー

中
伺
.
朝
鮮
.
日
本
1

」

三
彩
社
、
昭
和
五
十
二
年
)
、

一
=

一-

二

三
頁
。

由
水
常
雄

「
ガ

ラ
ス
入
門
」

(平
凡
社

カ
ラ
i
新
書
九
〇
、
平
凡
社
、

一
九
七
八
年
)
、

一
二
八
-

一
二
九
頁
。

関
忠
夫

・
吉
田
丈
夫

・
前
田
泰
次

・
栄
久
庵
憲
司

・
吉
村
元
雄

「
玉

・
ガ

ラ
ス
」

(カ
ラ
ー
日
本

の
工
芸

9
、
淡
交
社
、
昭
和
五
十

三
年
)
、
五
三
頁
。

由
水
常
雄

「
江
戸

・
明
治

の
ガ

ラ
ス
」

(平
凡
社

カ
ラ
ー
新
書

=

四
、
平
凡
社
、

一
九
七
九
年
)
、
六
五
-
七

一
頁
。

加
藤
孝
次

「
江
戸
期

の
ガ
ラ
ス
」

(徳

間
書
店
、
昭
和
四
十

七
年
)
、

二
二
八
頁
。

棚
橋
淳

二

「
鉛
丹
ガ
ラ

ス
と
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
」

(前
掲

「
研
究
紀
要
」
第
十

六
号
、
昭
和
四
十

九
年
)
、

一
-
五
頁
。

吉
田
光
邦

「
日
本

の
ガ
ラ

ス
の
歴
史
」

(『
太
陽
」
第

一
五
七
号
、
平
凡
社
、

一
九

七
六
年
五
月
)
、
九

一
頁
。

和
田
正
道

「
鉛
ガ
ラ
ス
の
誕
生
」

(勺

俸

℃
燭
ω
゜
日
本
電
気
硝
子
株
式
会
社
、
昭
和
五
十

二
年
六
月
)、

五
頁
。

遠
藤
美
智
子

「
日
本
に
お
け
る

「
近
世
吹
き

ガ
ラ
ス
」
の
研
究
ー

そ
の
発
生
を
め
ぐ
っ
て
ー

」
稿
本
、
昭
和

五
十
三
年
成
、

一
一
九
ー

=

二

頁
。

遠
藤
美

智
子
氏
蔵
。

戸
澤
道
夫

「
江
戸
ガ

ラ
ス
の
魅
力
③
1

そ
の
伝
来
と
技
法
ー

」

(
「
目

の
眼
」
第

三

一
号
、
里
文
、

一
九
七
九
年
七
月
)
、
三
八
-

三
九
頁
。

由
水
常
雄
、
前
掲

「
日
本

の
ガ

ラ
ス
ー

起
源
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
ー

」

一
七
六
-

一
七
七
頁
。

由
水
常
雄
、
前
掲

「
ガ
ラ

ス
工
芸
」

=

ハ
O
頁
。

由
水
常
雄
、
前
掲

「
江
戸
期

の
ガ
ラ

ス
ー

形
と
技
法
1

」
三

一
頁
。

由
水
常
雄
、
前
掲

「
火

の
贈

り
も

の
ー

ガ
ラ
ス

鏡

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

ト
ン
ボ
玉
-

」
三

二
頁
、

三
七
-
三
八
頁
。

由
水
常
雄
、
前
掲

「
日
本

の
古
代
ガ

ラ
ス
」

=

三
頁
。

06一



由
水
常
雄
、
前
掲

「
ガ

ラ
ス
入
門
」

一
二
九
ー

=
二
〇
頁
。
但

し
本
書

に
お

い
て
は
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

吹
き
ガ
ラ
ス
の
技
法

の
点

で
、
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
等

の
技
法
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
十
七
世
紀
中
頃
に
は
、
中
国

で
も
吹
き

ガ
ラ

ス
の
技
法
は
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
江
戸
期

の
ガ
ラ
ス
が
そ

の
頃
に
始
ま

っ
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
あ
る

い
は
吹
き
ガ
ラ
ス
の
技
法
も
中
国
か
ら
伝
え
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

由
水
常
雄
、
前
掲

「
江
戸

・
明
治

の
ガ
ラ

ス
」
七

一
-
七
五
頁
。

補

遺

十

四

「
江

戸
時
代

中
期

の
硝

石

・
金

属

鉛

ガ
ラ

ス
」

へ
の
補
遺

圃

「
退
閑
雑
記
」
所
載
の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

『
退
閑
雑
記
」
は
寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)
よ
り
九
年

(
一
七
九
七
)
に
か
け
て
の
松
平
定
信
に
よ
る
筆
録
で
あ
る
。
そ

の
巻
之

一
に
左
の
記
述

ω

が
み
ら
れ
る
。

○
硝
子
は
鉛
百
目
、
焔
硝
三
十
五
目
、
石
八
十
目
、

〔割
註
〕
和
ら
か
に
な
す
に
は
、
石
七
十
目
よ
り
四
五
文
目
も
ま
し
い
る
・
、
白
硝
子
に
は
と
た
ん

二
文
目
五
分
ほ
ど
入
」
鉛
を
融
化
し
、
と
た
ん
を
入
、
そ
の
鉛
の
か
す
を
竹
老
に
て
さ
り
、

鉛
を
ま
た
水

へ
入
、
そ
れ
よ
り
ま
た
融
化
し
、
石

の
細
末
に
し
た
る
を
い
る

・
、
こ
の
と
き
は
文
火
を
よ
し
と
す
、
そ
れ
よ
り
武
火
に
し
て
ゑ
ん
硝
を
入
、
よ
く
煮
た
る
を
水
に
入
、
そ
れ
よ

り

臼
に
て
つ
く
な
り
、
細
末
に
し
て
こ
た
び
煮
る
時
は
、
ゑ
ん
硝
ま
た
少
し
入
る
、
黄
色
な
る
は
紅
が
ら
を
百
五
十

目
程
入
、
〔割
註
〕
鉛
二

貫
に
紅
が
ら
百
五
十
目
也
」
石
の
粉
を
ま
じ
ゆ
る
と
き
い
る

・
な
り
、

青
色
な
る
は
赤
か
ね

の
粉
を
く
は
ゆ
る
な
り
、

目
方
は
鉛
二
貫
目
な
れ

ば

三
十
目
、
い
ろ
こ
く
す
る
に
は
二
百
目
も
い
る
ぺ
し
、
紫
に
は
紫
こ
す
八
十
目
も
入
、
藤
色
に
は
こ
す
少
し
入
る

・
な
り
、
ろ
り
い
う
に
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は
紺
青

一
斤
も
入
、
青
こ
す
に
て
も
よ
し
、
こ
の
焔
硝
火
に
焼
て
と
び
は
ぬ
る
は
あ
し

・
、
硝
子
の
か
ま
は
、
あ
ら
木
田
と
い
ふ
土
に
て
ぬ

り
た
て
、
火
氣
を
う
る
と
こ
ろ
へ
は
、
尾
張
焼

の
瓶
の
わ
れ
た
る
粉
を
入
て
塗
な
り
、
螢
國
に
て
は
、
硝
子
を
用
ゆ
る
は
陶
器
な
ん
ど
は
わ

れ
ぬ
れ
ば
其
ま

・
捨
べ
し
、
硝
子
器
は
ま
た
も
と

へ
い
れ
て
吹
直
す
べ
し
、
ゆ

へ
に
貴
ぶ
な
り
、
わ
が
國
に
あ
る
び
い
ど
う
は
、
こ
と
に
う

す
く
紙
の
如
く
に
し
て
、
そ
の
用
は
な
さ
ず
、
磁
器
に
も
お
と
れ
り
、
い
か
に
も
寒
き
く
に
の
山
林
中
に
て
、
か
ま
ど
を
大
き
く
し
て
、
濱

邊

に
あ
る
と
こ
ろ
の
石
も
て
製
し
な
ば
、
攣
國
に
も
劣
る
ま
じ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
な
す
も
の
な
け
れ
ば
、
唯
童
子

の
玩
器
と
な
り
て
、
む

な
し
く
鉛
な
ど
を
費
す
事
と
は
な
り
ぬ
。

こ
こ
に
は
標
準
的
な
調
合
と
し
て
所
謂
八
割
法
が
示
さ
れ
、
特
に
軟
か
な
種
に
し
た
い
場
合
に
は
石
粉
を
七
十
目
か
ら
七
十
四
、
五
文
目
に

減
ず

る
こ
と
が
註
記
さ
れ
て
い
る
。
因
に
こ
の
八
割
法
は
花
井

一
好
の

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
所
載
の

「
硬
種
ノ
方
」
②
に
相
当
す
る
も
の
で

石

鉛

熔 硝

Sio2

PbO

K20

陣 子1「 和らか」な硝子

80同

100

35

39,ε

52.8

8.0

70～74(75)目

100

35

3a1～37.4(37.7)彫

55.5～5484(54.1)

8.4～8.2(8.2)

第九十七表 「退閑雑記」所載の硝子および
「和らか」な硝子の調合 ・組成。

「和らか」な白硝子

7濃74(75)目

100

35

2.5

35.5～36.8(37.1)%

1.6～1.5(1.5)

54.6～53.6(53.3)

8,3～8.1(8.1)

所 載 の 白 硝 子 お よ

・組 成
。 な お

明 な ガ ラ ス を 意 味

白硝子

80圓

100

35

2.5

38』%

1.5

52.0

7.9

「退閑雑記」
か」な白硝子の調合

白硝子は無色透

石

鉛

熔 硝

とたん

Sio2

ZnO

PbO

K20

第九十八表

び 「和ら

この場合

する。

「和 らか 」 な

黄色 硝 子

70～74(75)目

100

35

7,5

347～36.0(36.3)%

3.7～3.6(3.6)

53.4～52.4(52.2)

8.1～7.9(7.9)

所 載 の 黄 色 硝 子 お

合 ・組 成 。

黄色硝子

80目

100

35

7.5

37,8%

3.5

50.9

 

硝

ら

石

鉛

が

熔

紅

Sio2

Fe203

PbO

K20
ll

第九十九表 「退閑雑記」
よび 「和らか」な黄色硝子の調
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{2)11)

松

平
定
信

「
退
閑
雑
記
」
巻
之

一
、

(国
民
図
書

「
日
本
随
筆
全
集
」
第
十

四
巻
、
国
民
図
書
、
昭
和

三
年
)、

一
七
四
頁
。

花
井

一
好

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
天
保
三
年
附
言
、
写
本
、

(「
破
環
精
工
全
書
」
所
収
)
、
五
オ

(本
文
)
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

〔
自
旨
山
〕
。

註
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
を
算
出
し
第
九
十
七
表
よ
り
第
百
二
表
に
示
す
。

着
色
剤
の
添
加
量
に
つ
い
て
は
す
べ
て
鉛
二
貫
目
を
基
準
に
し
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ

爵色
・目

一
青

璽誕

8。

㎜

舗

L

硝

粉

,.

石

鉛

個

焙

勲

謝

あ
る
。
な
お

剤

Sio,138.9〔3ag〕 鰯

CuolO.9〔5.8〕

PbOl52.3〔49.7〕

K、 ・17.9〔 乳5〕

「和 らか 」 な 青色 硝 子

70～74(75)目

100

35

1.5〔10〕

35.7〔33.9〕 ～3乳0〔35.2〕(37.3〔35.5〕)%

1.0〔6.1〕 ～0,9〔5.9〕(0.9〔5.9〕)

55.0〔52.1〕 ～53.9〔51.2〕(53.6〔50.9〕)

8.3〔7,9〕 ～8.2〔7.7〕(8.1〔7.7〕)

第百表 「退閑雑記」所載の青色硝子および 「和らか」な青色

硝子の調合 ・組成。〔〕内は 「いろこく」した場合の値。

紫 硝 子

硝

す

石

鉛

ご

贋

紫

0,

、0

0

20

め

　
　
ユS

M

P

K

80目

100

35

4

38.6%1

1961

52.OI

7.91

「和 らか」 な紫 硝 子

70～74(75)目

100

35

4

35.5～36.8(37.1)%

1.7～1.6(1.6)

54.6～53,5(53.2)

8.3～8.1(8.1)

第百一表粥 「退閑雑記」所載の紫硝子および 「和らか」な紫硝

子の調合 ・組成。紫こすおよびMnOの 百分率については十
五 「江戸時代後期の硝石 ・金属鉛ガラス」の註飼を参照。

るりいろ硝子1 「和らか」な
るoい ろ硝子

石

鉛

畑 硝

紺古 ・青こす

Sio2

CoO

PbO

K20

第百=表

80目
　

1001

351

81

37.7%1
3.8!
50.8

7.71

70～74(75)日

100

35

8

34.7～35.9(36.2)%

4。0～3.9(3.9)

53.3～52.3(52.0)

8.1～7.9(7.9)

「退閑雑記」所載のるりいろ硝子および 「和らか」

なるりいろ硝子の調合 ・組成。紺青 ・青こすおよびCoOの

百分率についてば十五 「江戸時代後期の硝石 ・金属 鉛 ガラ
ス」の註飼を参照。なお1斤 は160目 と して計算した。
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十
五

「
江

戸
時
代

後
期

の
硝
石

・
金
属

鉛

ガ

ラ

ス
」

へ
の
補

遺

囚

「
硝
子
傳
授
書
之
事
」
所
載

の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

H

「
「
日
本
之
硝
子
史
」
所
載
の
古
文
書
に
み
ら
れ
ろ
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
」
の
項
に
お
い
て
、
筆
者
は
「
ブ

レ
ア
氏

U
自
o
チ
同
uo
一筥
H

が
何
処
で
こ
の
ガ
ラ
ス
製
造
に
関
す
る
古
文
書
を
閲
覧
さ
れ
得
た
の
か
明
ら
か
で
な
く
、
従

っ
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
訳
文
よ
り
推
測
せ
ざ

ω

る
を
得
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
」
と
記
し
た
。
そ
の
後
ブ
レ
ア
氏
と
親
交
の
あ
る
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
山
崎

一
雄

氏
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
曽

つ
て
ブ

レ
ア
氏
が
九
州
大
学
名
誉
教
授
檜
垣
元
吉
氏
所
蔵
の
古
文
書
を
撮
影
し
た
と
い
う
写
真
が
手
元
に
あ
り
、
内
容

か
ら
み
て
そ
の
古
文
書

が

「
日
本
之
硝
子
史
」
所
載

の

O
o
2
臼
。暮

o
h
ω
o
臼
9

H昌
雪
「二
〇匡
o
昌
ま
『

ζ
p翫
口
餌q

b◎
凡ミ
o
§

の
原
本
で
は
な

い
か
と
の
こ
と
で
あ

っ

た
。
早
速
そ
の
写
真
を
山
崎
氏
よ
り
お
借
り
し
て
解
読
し
、
檜
垣
氏
か
ら
は
公
表
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
掲
載
し
て
お

く
。

硝
子
傳
授
書
之
事

一
先
鉛
ヲ
鍋

二
入
能
ζ
と
か
し
か
す
,
取
切
て
其
中
江
針
鍔
,
能
く
か
き
合
候
得
は
又
か
す
出
候
所
ヲ
取
切
て
其
中
江
石
粉
入
ル
能

く
念
入
か
き

合
可
申
候
但
シ
と
た
ん
入
ル
法
松
壼
〆
め
・一付
針
た
ん
三
十
目
宛
く
入
ル
Z
又
石
粉
入
ル
法

ハ
鉛
士豆
〆
め
二
付
當
地
相
場
ニ
ハ
七
百
め
入
こ
但

シ
焔
硝
入
ル
法

ハ
鉱
萱
〆
め
二
付
三
百
五
拾
匁
宛

く
入
ル
こ

ハ
マ
マ
リ

號
箔
之
仕
方

弐
十
五
匁
つ
≧
入
こ

一
鎗
壼
〆
め
二
付
弁
柄
笄
地
二
は
弐
十
五
匁
宛

く
入
ル
こ

一
る
り
之
仕
方
硝
子
壼
〆
め
二付
こ
す
十
二
匁

ツ
・・
入
Z

一60一



一
浅
黄
仕
方
硝
子
壷
〆
め
二付
白
緑
十

二
匁

ツ
ζ
入

こ

;
円
ノ
仕
方
硝
子
壼
〆
め
二付
赤
之
は
け
鉛
壼
〆
め
二
付
五
十
匁
ツ
く
入
ル
成

右
之
通
リ
相
違
無
御
座
候
以
上

文
政
九
丙
戌
年

京
都
西
堀
川
通
リ

十
月

下
立
責
上
ル
町

濃
州
間
嶋
村

硝
子
師

馬
場
六
右
衛
門
殿
伜

栄
二
郎

同

豊
次
郎
殿

筆
者
に
よ
る
反
訳
と
は
表
現
が
か
な
り
相
違
し
て
い
た
の
は
遺
憾
で
あ

っ
た
が
、

b
o
訂
跨

を
硝
石
と
し
た
こ
と
、

お
よ
び

竃
。
島
o
α
ho
弓

σ
ぎ
o
騨q討
。゚°・
の
項
で
着
色
剤
の
量
が

Ho
匹

8
m
匹
(鉛
丹
)
を
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
る
点
を
疑
問
視
し
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
か

っ
た
.

な
お
ブ
レ
ア
氏
か
ら
の
引
用
文
中

〔
●
〕
に
な

っ
て
い
た
箇
所
は
原
文
で
は

「
赤
之
は
け
」
で
、

こ
れ
は

「明
治
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
解

②

説
」

所
載

の
小
西
九
平
出
品
の

「煉
水
晶
」

の
条
に

「
淺
黄
色

ニ
ハ

「
銅

ハ
ゲ
」
ヲ
加

フ
ル
者
ト
ス
」
と
記
さ
れ
た

「
銅

ハ
ゲ
」
に
相
当
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
同
条
に
は

「
萌
黄
色

ニ
ハ
銅
粉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

「
銅

ハ
ゲ
」
は

「銅
粉
」

と
は
異
な
る
効
果
を
与
え

ど

ロつ

る
も

の
の
筈
で
あ
ろ
う
。
「
銅

ハ
ゲ
」
に
つ
い
て
伊
勢
久
株
式
会
社
京
都
店
店
主

・
岩
崎
勇
三
郎
氏

の
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

京
都
で

や
つ
か
ん
ま
ち

は
以
前
薬
鍵
町
で
銅
の
薬
鐘

・
鍋
な
ど
を
作

っ
て
い
た
が
、
材
料
の
銅
を
焼
い
て
は
叩
く
と
き
に
飛
び
散
る
破
片
を
集
め
て
売
り
に
来
た
も
の

で
あ
る
、

こ
れ
が

「
銅

ハ
ゲ
」
で
赤
く
酸
化
し
た
銅
に

一
部
金
属
銅
が
混
入
し
て
お
り
品
質
は
不
安
定
で
あ
る
が
、

ほ
ぼ
亜
酸
化
銅
に
相
当
す

個

る
も

の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で

「
青
ノ
仕
方
」
に
は
赤
之
は
け
五
十
匁
を
加
え
る
基
準
と
し
て
硝
子
壼
〆
め
、

鉛
壷
〆
め
の
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子青 硝

1000殖1一

1000匁

30

700

350

50

34.4%

50

33.5%

　柵
鉛
響

矧

鋤
αρ
鶴

一購
鱗

艦

 ガラ
ス
製
造
に
際
し
て
亜
鉛
を
原
料
の

一㈲

5.3

1.8

51.6

7,8

2,7

1.8

53.0

8.0

「硝子傳授書之事」所載

子の調合 ・組成。塁「赤之は

亜酸化銅として計算した。

ラスにっいては第二十四表

十五表を参照。

つ
と
し
て
用
い
る
こ
と
は

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載

の
石
塚
岩
三
郎
関
係
文
書
、
「
明
治
+
年
内
國

㈲

勘
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載

の
澤
定
次
郎
お
よ
び
鳥
山
利
八
の
製
法
解
説
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
融
解
工
程
に
お
け
る
亜

の

鉛
添
加
の
時
期
に

つ
い
て
は
古
く
は

「
退
閑
雑
記
」
〔寛
政
五
ー
九
年

(
一
七
九
三
-
一
七
九
七
)
成
〕
画

鉛
を
融
化
し
、
と
た
ん
を
入
、
そ
の
鉛
の
か
す
を
竹
名
に
て
さ
り
、

剖

と
記
さ
れ
、
次

い
で

「
硝
子
傳
授
書
之
事
」
〔
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)
成
〕
に
ば
M

先
鉛
ヲ
鍋
二
入
能
ヒ
と
か
し
か
す
ヲ
取
切
て
其
中
江
針
釧
,
能

く
か
き
合
候
得
ば
又
か
す
出
候
所
,
取
切
て鋤

と
あ
り
、
ま
た

「和
硝
子
製
作
編
」
〔
文
政
十
二
年

(
一
八
二
九
)
序
〕
に
は
左
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
ん
瓢

舞

の
潮
を
隈
き
ぎ

に
嬉

づ
聾

鋸

磐

艦
の
ぎ

㍗

置
き
て
雰

を
讐

慰
魯

毒

を
舟
れ
轡

甦
に
誰

鐵
を
煽
ひ
て
鋪

櫃
藩

ピ
鋸
の
題
藻

垂

の
潮
難

讐

矯
め
恥
り
て
隈
き
秀

べ
し
…

(中
略
)
°:°°敢

の
姫
く
な
し
た
る
塞

も
馬
嚢

の
藤

友
}

す

こ

の
ぞ

な
ま
り
い
つ

く

ハ
ん

カ

と

た
ん

さ
ん
じ
う
ル
ば
か
り

く
わ

び
い
ど
う
せ
い
ぞ
ふ
か
か
な
ら

こ

の
じ
ゆ
つ

ほ
ど
こ

 少
し
く
除
く
鐙

一
貫

銭
に
ハ
亜
鉛
を
三
十
銭
計
を
加
ふ
硝
子
製
造
家
必
ず
此

術

を

施

す
ぺ
し

両
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
い
ず
れ
か
が
誤
り
と
は
思
わ
れ
る
が

上
記
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ

ス
の
組
成
を
第
百
三
表
に

示
し
て
お
く
。

同
じ
く
の

「「
日
本
之
硝
子
史
」
所
載
の
古
文
書
に
み
ら
れ
る
硝
石
・

金
属
鉛
ガ
ラ
ス
」

の
項
に
お
い
て
、
筆
者
は

「
亜
鉛
を
加
え
る
技
法
に

つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。」

と
記
し
た
が
、

以
下
少
し
く
亜
鉛
添
加
の

効
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

㈲
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こ
う
し
た
事
例
か
ら
亜
鉛
は
鉛
が
熔
融
し
た
段
階
で
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
よ
う
に
亜
鉛
を
加
え
る
の
は
、

鉛
の
津
を
取
り
除
き
易
く
し
、
上
記

の

「
和
硝
子
製
作
編
」

か
ら

の
引
用

の
末
尾
に
も
み
ら
れ
、

ま
た

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」

所
収
の

ω

「
大
阪
市
に
於
け
る
硝
子
業
」
に
も

硅

石
硝
石
鉛
を
原
料
と
し
鉛
よ
り
生
ず
る
青
黄
色
を
消
し
白
色
を
與
ふ
る
爲
あ
に
は
満
俺
或
は
進
て
亜
鉛
等
を
用

ゐ
た
る
な
り

と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
ガ
ラ
ス
の
青
み
を
消
す
の
が
目
的
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
果
し
て
亜
鉛
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

ガ
ラ

ス
の
青
み
を
消
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
以
降

の
ガ
ラ
ス
エ
学
書
等
に
は
酸
化
亜
鉛
添
加
の
効
用
に

つ
き
次
の
如
く
記
さ
れ

て
い
る
。

⑳

「
貿
易
備
考
」
(①
酸
化
亜
鉛
を
和
入

ス
レ
ハ
皆
酸
化
鉛

二
代
フ
可
ク
亦
鋸
ケ
易
シ
。
②
酸
化
亜
鉛
ヲ
用
レ
ハ
最
モ
透
光
シ
易
シ
)

働

「
硝
子
製
造
法
」
(①
其
償
鉛
に
比
ぶ
れ
ば
低
廉
な
る
を
以
て
鉛
硝
子
製
造
に
用
ゆ
る
。
②
清
澄
並
に
清
浄
剤
と
し

て
使
用
す
。)

㈱

「
硝
子
」
(①
特
殊
の
硝
子

(化
學
用
)、
又
は
或
る
種

の
光
學
硝
子

(
.、N
貯
。
臼
o
毛
印
..)
等
に
使
用
さ
れ
る
。)

㈲

「
硝
子
及
其
成
形
法
」
(①
硬
質
硝
子
に
は
普
通
に
使
は
れ
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
②
除
り
多
量
に
な
る
と
硝
子
が
失
透
す
る
傾
向
を
も

つ
。

③
硝

子
の
泡
切
れ
を
良
く
す
る
作
用
が
著
し
い
。
④
硝
子
の
光
澤
を
良
く
す
る
効
果
も
大
で
、
美
術
的
器
物

の
製
作
に
は
屡

々
使
用
さ
れ
る
。

⑤
乳
白
硝
子
又
は
ア
ラ
バ

ス
タ
i
硝
子
製
造
の
際
に
、
亜
鉛
華
を
使
用
す
る
。
⑥
セ
レ
ニ
ウ
ム
赤
硝
子
の
赤
色
の
嚢
色

を
容
易
に
す
る
。)

圃

「
ガ
ラ
ス
の
化
學
と
工
學
」
(①
化
學
的
耐
久
性
を
増
加
せ
し
め
、

膨
脹
係
数
を
低
下
せ
し
め
ろ
。

②
ガ
ラ
ス
の
熔
融
温
度
を
低
下
せ
し
め

る
。
)

圃

『
ガ
ラ
ス
工
学
」
(①
化
学
的
耐
久
性
が
強
く
な
り
、
比
較
的
低
膨
脹
性
と
な
る
。

②
セ
レ
ン
赤
、

カ
ド
ミ
ゥ
ム
黄

ガ
ラ
ス
等
の
着
色
剤
が

ガ
ラ

ス
中
で
安
定
に
発
色
で
き
る
よ
う
に
な
る
。)
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㈲

「
ガ
ラ
ス
工
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
(①
フ
ッ
化
物
の
結
晶
を
適
当
に
析
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

乳
白
性
お
よ
び
艶

を
増
す

作
用
を
も

っ
て

い
る
。
②
高
バ
リ
ウ
ム
光
学
ガ
ラ
ス
で
は
冷
却
時
の
失
透
傾
向
を
低
下
さ
せ
る
。)

さ
て
こ
れ
ら
酸
化
亜
鉛
添
加

の
効
用
を
通
覧
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
清
澄
作
用
に

つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
も

の
の
ガ
ラ
ス
の
青
み
を
消

す
消

色
作
用
に
つ
い
て
は
何
ら
関
説
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
は
技
法
の
伝
承
の
過
程
で
亜
鉛
の
添
加
に
対
し
て
誤

っ
た
意
味
付
け
が
な
さ
れ

て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

岡

「
拾
遺
智
恵
海
」
所
載

の
硝
石

.
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

ロ

「
「萬
寳
智
恵
海
」
所
載

の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
」

の
項
に
関
し
て
、

当
時
東
北
大
学
文
学
部
東
洋

。
日
本
美
術
史
専
攻

の
学
生
だ
っ

た
遠
藤
美
智
子
氏
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
「
萬
寳
智
恵
海
」
よ
り
以
前

の
刊
行
で
あ
る

「
妙
術
博
物
築
後
編
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
拾
遺
智
恵

個

海
」
に
同
様
の
記
述
が
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
氏
よ
り
恵
送
さ
れ
た
同
書
所
載

の

「硝
子
を
作
ろ
法
」

の
複
写
で
は
、

問
題

の

「
三
色
と
も
二
」
の
箇
所
は
予
想
に
反
し
嵌
註
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
参
考
ま
で
に
左
に
そ
の
全
文
を
記
し
て
お
く
。

び
い
ど
う

つ
く

硝
子
を
作
る
法

あ
を
ひ
い
ど
ろ

い
し

い
は
ろ
く
せ
う

あ

か
ゴ
ね

ゑ
ん
せ
う

も
ま
り

は
く
ぜ
き
め
こ

し
ろ
ひ
い
ど
う

一
白
硝
子

ハ
一
白
石
粉
拾
斤

一
焔
硝
拾
斤

一
銀
拾
斤

一
青
硝
子

ハ
一
石
拾
斤

一
な
ま
り
拾
斤

一
ゑ
ん
せ
う
拾
斤

一
岩
緑
青
四
拾
目

一
銅

の
す
り

た
ゴ

あ
か
ぜ
ね

こ
ゆ
な
き
と
き

い
ハ
ろ
く
メユう

ヘ
ネ

く
ず
三
拾
目
但
し
赤
銅
の
す
り
く
ず
無
之
時

ハ
。
山石
緑
青
三
拾
目
入
ル
な
り

こ

匡
く
い
ろ

り
や
う
め

と
を
り

這
い
ろ

は
く
せ
、.

か

ハ

し
や
く
せ
き

こ

し
19

い
ろ

朱
三
匁
を
入
べ
し
。
右
の
石
と
な
ま
り
と
。

一
日

一

號
珀
色
ハ
。
両
目
右
之
通
三
色
と
も
に
。
白
石
の
替
り
に
赤
石
を
も
粉
に
す
る
な
り
。

欝

知
に
て
燃
・
そ
の
ち

藷

の
蝦
へ
痴
れ
・
そ
の
賢

ん
せ
う
を
も
却
る
・
な
り
。
籔

の
さ
ほ
の
誉

罐

な
り
.
齢

.盈
,
な
ど

を
吸
ハ
・
斜
に
て
そ
の
馨

こ
し
ら
へ
・
轟

へ
喰
お
ろ
す
な
り
・
低
轄

職
を
畷
に
ハ
懇

に
て
く

ら

。
ふ
く
な
り
。
擾

す
に
ハ
。

鴉
を
弗
バ
城
る
な
り
崩
が
鍾

に
な
る
な
り
・
霞

を
ぬ
ん
め
り
と
う
つ
く
し
く
す
る
に
ハ
。
離

し
た
る
懸

に
て
な
つ
れ
バ
。
そ
の
ま
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な
る

く

で
ん
を
ま

・
う

つ
く

し

く
成

な

り
。

そ
れ

/
、

に

口
傳

多

し

。

註
(1)(2)(3}(9)〔8}〔71(6)〔5)(4)

棚
橋
淳

二

「
鉛
丹

ガ
ラ
ス
と
金
属
鉛
ガ

ラ
ス
」
H

(「
研
究
紀
要
」
第
十
六
号
、
松
蔭
女
子
学
院
大
学

・
短
期
大
学
学
術
研
究
会
、

昭
和
四
十
九
年
)
、
四

八
頁

(縦
組
)
。

内

国
勧
業
博
覧
会
事
務
局

「
明
治
+
年
内

國
勘
業
博

覧
會
出
品
解
説
」
明
治
十

一
年
序
、

二
区
九
-

一
〇
類
、
九
四
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
革
旨
よ
。゚
刈

〕
、

(教
育
博
物
館
本
)
。

「
銅

ハ
ゲ
」
は
銅

ヘ
ゲ
と
も
称
し

て
銅
銑
と
記
し
、
小
鱗
片
状

の
銅
で
あ
る
と

の
説
も
あ
る
。
因
に
諸
橋
轍
次

「
大
漢
和
僻
典
」
巻
十

一

(大
修
館
書
店
、

昭
和
四
十

三
年
縮

写
版
)
、
五
三
三
頁
に
は

「
銅
花
」

の
語
が
み
え
、
「
銅
屑
を

い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

簑

田
猪
太
郎

「
硝
子
製
造
法
』

(『
工
業
叢
書
」

の
内
、
博
文
館
、
明
治
三
十
六
年
)
、
八
入
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
°。°。山
O
巳
。

同
書

に
は

「
銅

の
鎚

屑
」
に

つ
き
以
下

の
如
く
記
さ
れ

て
い
る
。

亜
酸
化
銅
の
外
に
又
銅

の
鎚
屑
も
幾
分
か
用

ひ
ら
る
此
物
は
帯
黒
褐
色

の
鱗
状
片
に
し
て
亜
酸
化
銅
及
び
酸
化
銅

の
混
合
物
な
り

昔
時

は
専
ら
紅
色
硝

子
並
に
砂
金

石
硝
子
製
造

に
之
を
使
用
し
た
り
赤
色
酸
化
銅

は
不
安
定

の
化
合
物
に
し
て
空
氣
中
に
放
置
す
れ
ば
酸
化
せ
ら
れ
て
黒
色
酸
化
銅
に
愛
ず

さ
れ
ば
之
を
貯
藏
す
る
に
は
密
閉
し
た
る
器
物

に
入
れ
冷
庭

に
置
く
を
宜
し
と
す
赤
色
酸
化
銅

の
み
を
硝

子
原
料
調
合
物
に
混
じ
て
熔
融
す
れ
ば
紅
色

硝
子
を
得

る
こ
と
稀
に
し
て
多
く
は
青
色
硝
子
を
生
ず

之
れ
熔
融
に
於

て
調
合
物
中

の
亜
酸
化
銅
が
黒
色
酸
化
銅
に
鍵
ず
れ
ば
な
り

大

日
本
窯
業
協
会

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
第
四
編

「
硝

子
工
業
」
(
大
日
本
窯
業
協
会
、
大
正

六
年
)、

一
〇
1

一
一
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
、

二
区

ニ
ー
四
類
、

一
二
九
頁
。

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
前
掲
書
、

二
区

ニ
ー
四
類
、

=
二
五
頁
。

松

平
定
信

「
退
閉
維
記
」
巻
之

一
、

(
国
民
図
書

「
日
本
随
筆
全
集
」
第
十

四
巻
、
国
民
図
書
、
昭
和
三
年
)
、

一
七
四
頁
。

栄

二
郎

「
硝
子
傳
授
書
之
事
」
文
政
九
年
成
、
福
岡
市

・
檜
垣
元
吉
氏
蔵
。

花
井

一
好

「
和
硝
子
製
作
編
」
文
政
十

二
年
序
、
稿
本
、

(平
井
保
正
編

「
豊

思
叢
録
」
巻

三
十

五
)
、

六
ウ
ー
七
オ

(本
文
)
。

前
田
育
徳
會
尊
繕
閣
文
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庫
蔵
。

渡
邊
明

「
大
阪
市
に
於

け
る
硝
子
業
」

(
下
)

(『
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
第
十

二
集

=
二
八
号
、
明
治
三
十

七
年

二
月
)、

二
二
一二
頁
。
京
都
大
学
工
学

部
工
業
化
学
教
室
蔵

〔
蜜
。。
。。。。
偉
8
。

「
貿
易
備

考
」
第

一
冊
、

(大
蔵
省
記
録
局
、
明
治
十

八
年
)
、

】
八
〇
五
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
曽
山
O
。。)
。

簑
田
猪
太
郎

「
硝
子
製
造
法
」

(「
工
業
叢
書
」

の
内
、
博
文
館
、
明
治

三
十
六
年
)
、

一
〇

一
頁
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
。。
。。
占
O
H〕
。

上
田
清

・
太

田
廣
太
郎

「
硝
子
』

(工
業
図
書
、
昭
和
十

五
年
四
版
)、

三
二
】二
頁
。

中
西
健
治

「
硝
子
及
其
成
形
法
」

(太
陽
閣
、
昭
和
十
五
年
)
、

六
入
ー
六
九
頁
。

澤
井
郁
太
郎

・
和
田
魂

「
ガ
ラ
ス
の
化

學
と
工
學
」

(修
教
社
、
昭
和

二
十

四
年
再
版
)
、
四
四
〇
頁
。

成

瀬
省

「
ガ
ラ
ス
工
学
」

(共
立
出
版
、

昭
和

三
十
三
年
)
、

一
八
頁
。

島
岡
勘
治

・
中
谷
良
平

「
原
料
」

(森
谷
太
郎

・
成
瀬
省

・
功
刀
雅
長

・
田
代
仁

「
ガ
ラ
ス
工
学

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
朝
倉
書
店
、

昭
和

四
十

五
年

七
版
)
、

二
九

二
頁
。

「
拾
遺
智
恵
海
」

(「
妙
術
博
物
笙
後
編
」
享
和
三
年
、
版
本
)、

六
十

オ
ー
六
十
ウ
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
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二
十

一

「
江
戸
時
代
後
期
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス
」

へ
の
補
遺

圓

「
和
硝
子
製
作
編
」

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

「
和
硝
子
製
作
編
」

の

「
色
消
硝
子
の
法
」
お
よ
び

「
破
瑠
精
工
全
書
」

の
内
、
「金
剛
硝
子
製
造
法
」

の

「色
消
硝
子
ノ
方
」
に
は
左
の

ω

調
合
が
み
ら
れ
る
。
な
お
各
調
合
法

の
下

の
丸
中
片
仮
名
、
丸
中
数
字
は
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
う
け
レ
ぴ
い
ど
ろ

○
色
消
硝
子
の
法
㊦

せ
き
ム
ん

石
粉

一
貫
銭

い
し
の
こ



せ
う
ぜ
き

崩
拓
盆
隣
,

鴛

牌

訟
勃
ち

臨
聾
臣

ご

す

四
百
五
十
鏡

三
百
銭

三
百
五
拾
銭

一
分
五
厘

○
色
消
硝
子
ノ
方
⑬

石
粉

消
石

金
膠

金
公
粉

画
嶢
青

一
貫
目

四
百
五
十
目

三
百
目

三
百
五
十
目

一
分
五
厘

金

膠
が
醐
砂
で
あ
る
こ
と
は
二
十
二

「
江
戸
時
代
の
硝
石

・
鉛

糖
ガ
ラ
ス
」

の
条
で
述
べ
た
。
な
お
そ
の
際
、
上
二
つ
の
調
合
も

引
用
し
た
が
、
そ
れ
は
金
膠
が
鉛
糖
と
解
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た

為
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
金
膠
は
瑚
砂
、
鉛
粉

(金
公
粉
)
す
な
わ

ち
唐

の
土
は
鉛
白
と
し
て
こ
れ
ら
の
調
合
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ

る
ガ

ラ
ス
の
組
成
を
計
算
し
第
百
四
表
に
示
す
。
な
お
こ
の
調
合

色消当硝 子 ㊦ ⑬

1000銭

450

300

350

0.15

552%

11.5

0.008

16.7

5.1

11.6

編」「金剛硝

消硝子」の

NOa,金 膠

2PbCO3・Pb

た。 画焼青

藍にっいては

硝石 ・金属

o

粉

石

膠

粉

青鑑
論

αρ
㎜
認

 石
消

金

銀

画

一

硝

載
消
銀

て

の
代

注

.　
法

組
B

C
江

ス

砲
光
び
　

ラ

表
造

・

醐
張

飴
劇

佃
泓
佃

鋤

一第 魏
撚
灘
鑛

和
蜥
臨
鈷
礪
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の
場
合
の
如
く
鉛
原
料
を
最
初
か
ら
粉
体
の
状
態
で
、
し
か
も
鉛
白
と
し
て
加
え
る
こ
と
は
江
戸
時
代

の
ガ
ラ
ス
製
造
の
技
法
と
し
て
は
か
な

り
特

殊
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
か
よ
う
な
技
法
は
蘭
書
か
ら
得
た
知
識

の
影
響
と
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な

い
が
、
こ
こ
で
は
漁
薬
調

合
か
ら

の
影
響

の
可
能
性
も
あ
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
元
文
二
年

(
一
七
三
七
)
の
成
立
と
い
う
尾
形
乾
山
の

「
陶
工
必

21

用
」

の
内
、
「
乾
山

一
流
内
か
ま
薬
ゑ
の
く
焼
方
ノ
事
」
に
は
白
絵
具
の
調
合
が
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
ん
℃

同
白
糟
具
暑
方

水
戸
6
出
候
火
打
石

三
十
め

白
粉

三
十
五
匁

ゑ
ん
せ
う

十

一
匁(朱
)

合
か
け
め
七
十
六
匁

之
此
半
減
計
八
匁
外
二
白
土
ヲ
入
申
候

〔
割
註
〕
豊
後
其
外
に
て
も
」
是
も
遣
用

ハ
右
二
書
付
候
方
ノ
通
り

圖

上
記
調
合
中
に
み
ら
れ
ろ
白
粉
は
鉛
白
で
あ
り
、

ま
た
こ
の
調
合
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
は
第
百
五
表
に
示
す
如
く
、

[白 紬具客方

火 打 石1

白 粉1

ゑ ん せ う

Sio2

PbO

K20

30め

35匁

11

4訂9轄

46.2

7.8

第百五表 『陶工必用」の内,

「乾山一流内かま薬ゑの く焼

方ノ事」所載の白檜具の調合
・組成。

「
和
硝
子
製
作
編
」

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
所
載
の
極
硬
種
㊥
⑥
、
硬
種
⑧
、
中
硬
⑨

(第

二
十
九
表
)、
『
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載
の
鉛
硝
子

(第
三
十

一
表
)、
「
明
治
+
年
内
國
勧
業

博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
伊
藤
庄
三
郎
の
切
子
三
組
鉢

(第
七
十
表
)
な
ど
の
組
成
に
類

似
し
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
仮
に
こ
の
よ
う
な
白
絵
具
の
調
合
で
ガ

ラ
ス
の
製
造
を
試
み
る
者
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
恐
ら
く
成
功
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
者
が
現
わ
れ
る
可
能
性
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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註
(1)

 

働團

花
井

一
好

「
和
硝

子
製
作
編
」
文
政
十

二
年
序
、
稿
本
、
(
平
井

保
正
編

「
亘
思
叢
録
」
巻

三
十

五
)
、

九
オ
ー
九
ウ

(本
文
)。

前
田
育
徳
會
尊
維
閣
文

庫
蔵
。

花
井

一
好

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
天
保

三
年
附
言
、
写
本
、

(
「破
潔
精
工
全
書
」
所
収
)
、

七
オ
ー
七
ウ

(本
文
)
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

〔
閏
冨
-

b。
〕
。

尾
形
乾
山

「
陶

工
必
用
」

(大
和
文
華
館
複
製
)
、

三
十

七
オ
。

大
和
文
華
館
編

「
尾
形
乾
山
自
筆

「
陶

工
必
用
」
並
解
説
」

(大
和
文
華
館
、
昭
和
三
十

九
年
)
、
六
九
頁
。

尾
形
乾
山
、
前
掲
書
、
五
オ
、
お
よ
び
大
和
文
華
館
編
、
前
掲
書
、
九
頁
に
は

○
高
麗
薬

ノ
方

一
白
石

壱
斗
水

ヒ
同
前

一
灰

壱
斗

弐
升

一
白
粉
唐
土

壱
升

右
五
器
手
薬
也
…
…

(下
略
)
…
…

と
記
さ
れ
、
白
粉
に

つ
い
て
唐
土
と
註
記
さ
れ

て
い
る
。
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二
十

七

「
明
治
時

代

の
ア

ル
カ

リ
塩

・
鉛
丹

ガ

ラ

ス
」

へ
の
補

遺

㈲

「
工
務
局
月
報
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

ロ

「
「
工
部
省
沿
革
報
告
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス
(早
)
」

の
項
に
お
い
て
、

品
川
硝
子
製
造
所
で
は
恐
ら
く
赤
鉛

・
炭
酸
加

里
が
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
記
し
た
。
そ

の
後
こ
の
こ
と
を
立
証
す
る
に
足
る
資
料
を

「
工
務
局
月
報
」
中
に



見
出

し
得
た
の
で
、

こ
こ
に
引
用
し
検
討
し
て
お
き
た
い
。
な
お
内
国
勧
業
博
覧
会
関
係
資
料
以
外

の
図
書

・
雑
誌
、
例
え
ば

「
破
璃
精
造
新

法
」

「
硝
子
製
造
法
」

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
等
所
載

の
調
合
例
ば
、
い
ず
れ
も
規
範
と
し
て
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
明
治
時
代

の
実
情
を
十
分
に
反
映
し
た
も
の
と
は
い
い
難
い
が
、

「
工
務
局
月
報
」

所
載

の
調
合
例
は
品
川
硝
子
製
造
所
に
お
い

て
工
部
省
技
手
藤
山
種
廣
が
実
際
に
試
み
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
だ
け
に
本
論
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も

つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

ω

と

こ
ろ
で

「
工
務
局
月
報
」
は
そ
の

「
緒
言
」
に

そ
も
ノ
へ

こ

ト

は
う
こ
く

も

つ
ば

こ
う
げ
ふ

ひ
と

で

せ
い
ぎ
う

さ
ま
ノ
へ

し

ご
と

か
ト
は
り

こ
と
が
ら

き
が

し

あ

つ

よ

げ
ん

ば

抑

本
局
の
報
告

ハ
専
ら
工
業

(人
工
に
て
製
造
す
る
大
小
各
般

の
事
業
を
云
)
に
關
係
あ
る
事
項
を
捜
索
網
羅
め
之
を
世
の
現
場
工
業
を

お
ζ

も
の

つ

し
ん

き

し

"L
一・

こ
れ
ま
で

し
く

せ

な
ほ

し

か
た

か
ん

い

ま

し
ご
と
曜

あ
り

さ
ま

レ
ら

行
な
ふ
者
に
告
げ
て
或

ハ
新
規
の
事
業
を
知
ら
し
め
或

ハ
從
來

の
習
慣

の
改
良
法
を
考
か
へ
し
め
或

ハ
現
今
の
工
場

の
有
様
を
知
し
め
ん
と

く
わ
だ

企

つ
る
も

の
な
り

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
農
商
務
省
工
務
局
が
諸
工
業
に
携
わ
る
者

の
啓
蒙
の
た
め
に
明
治
十
五
年
以
降
刊
行
し

て
い
た
小
冊
子
で
、
そ
の
第
二
十
八
号

・
第
二
十
九
号

(
明
治
十
七
年
刊
)
に
は

「硝
子
製
造
藥
料
調
合
法
」
と
題
す
る

一
文
が
収
録
さ
れ
て

②

い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
各
調
合
の
下
の
丸
中
数
字
は
便
宜
上
付
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
調
合
か
ら
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス

の
組
成
を
試
算
す
る
と
第
百
六
表
の
如
く
な
る
。

ガ

ラ

ス
せ
い
ざ
う
や
く
れ
う
て
う
が
ム
は
ふ

○
硝
子
製
造
藥
料
調
合
法

わ
が
く
に

お
い

こ

ら
い
せ
い
ぎ
う

と
こ
ろ

ガ

ラ

ス

モ
ゆ
た
ら
や
は
ら
か

ほ
と
ん

に

ら
よ
う

き
や
う

あ
た

わ
つ
か

お
ら
ら
や

い
ち

ぷ

き
ん

す

編
者
云
我
邦
に
於
て
古
來
製
造
す
る
所
の
硝
子
ハ
其
質
軟
弱
に
し
て
殆
と
日
用
に
供
す
る
能

ハ
す
繰
に
玩
具
の

一
部
分
に
過
き
さ
り
し
が

き
ん
ね
ん
や
う
や

や
う
は
う

ま

ね

ね
つ

に

き
ん

を
か

か

ぎ

ら
当

∂

い
へ
と

ま
た
や
、
や
う
ひ
ん

は
く
菖
ゆ
う

い
此

げ
だ

わ
が
く
に

こ
の
は
ム

近
年
漸
く
洋
法
を
摸
擬
し
熱
に
耐
へ
酸
に
侵
さ
れ
さ
る
の
み
な
ら
す
装
飾
物
と
蹉
も
亦
梢
洋
品
に
伯
仲
す
る
に
至
れ
り
蓋
し
此
法
を
我
邦

つ
た

し
な
が
は
ガ

ラ

ス
せ
い
ざ
う
し
よ

は

じ

め

そ
の
と
こ
ろ

も

ち

ひ

あ
り

か
の
わ
ざ

じ
ゆ
う
じ

き

か

ん

た
す

に
傳

へ
た
る

ハ
品
川
硝
子
製
造
所
を
以
て
嗜
矢
と
す
而
し
て
該
所

の
工
部
省
直
轄
な
り
し
日
に
在
て
該
業
に
從
事
し
今
日
の
盛
況
を
翼
け

ど
う
レ
や
う
き
う
ぎ
し
ゆ

あ
つ
か

ち
か
ら

オ
　
ス
ト
リ
ヤ
な
く
ら
ん
く
は
い

レ
ゆ
つ
ち
や
う

ど
う
こ
く
だ
い
ざ
い
ら
ゆ
う
も

つ
は

ガ

ラ

ス
せ
い
ぎ
う
ぽ
ふ

た
る

ハ
同
省
薔
技
手
藤
山
種
廣
亦
與
り
て
力
あ
り
と
す
藤
山
ハ
明
治
六
年
填

國

博

覧

會

に

出

張

し
同
國
滞
在

中

專
ら
硝
子
製
造
法
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ま
な

き

て

う

の
ち
し
よ
く

は
う

ち
か
ご
ろ

そ
の
と
こ
ろ

あ
り

ど
り
よ
く

こ
の
て
ふ
が
ふ
ほ
ふ

す
な
は

ど
う
し
よ
ざ
い

を
學
ひ
蹄
朝
の
後
職
を
品
川
製
造
所
に
奉
し
近
頃
ま

で
該
所
に
在
て
努
力
せ
り
と
い
ふ
此
調
合
法

ハ
乃
ち
藤
山
か
同
所
地

(第
廿
八
號
止
誤
に
て

し
よ
く
ち
ゆ
う
み
つ
か

し
つ
け
ん

と
こ
ろ

か
し

き
ん
じ
つ
を
　
へ
ん

き

よ
く
ゐ
ん

よ

そ
く

よ

お
ほ
や
け

地
を
在
と
訂
正
)
職

中

自

ら
實
瞼
せ
し

所

に
係
る
も
の
な
り
近
日
該
篇
を
局

員
に
寄
せ
囑
す
る
に
之
を
世
に

公

に
せ
ん
こ
と
を
以
て
せ

(
マ
マ
〕

こ

た

し

し

つ
た

モ

し

つ
か
ぬ

よ

つ

を
の
ぜ
ん
ぷ
ん

の

そ
の
み
ち
の
も
の

た

す

け

き
ゃ
う

り
是
れ
他
な
し
之
を
志
士
に
傳

へ
以
て
・素
志
を
貫
か
ん
と
す
る
に
あ
り
依
て
今
其
全
文
を
本
局
月
報
に
載
せ
以

て
當
業
者

の
一
助
に
供
し

櫨
せ
て
爵
か
塑
藤
を
滋
す
轍
都
さ載
ひ
に
謁
灘
を
獄
莇

し
㍊
撹
際
る
な
く
ん
ハ
盈
し
衛
搬
す
る
麓
ろ蝋
な
か
ら
さ
る
べ
し

き

ら

さ
か
づ
き
め

が

ね

う

つ

は

ラ
リ
ン
ト

ヘ
ガ
ラ
ス

ら
と

じ
や
う

器

皿
杯
蓋
眼
鏡
其
他
頗
ろ
多
く
日
用
の
器
物
に
造
る
者
之
を
燧
石
硝
子
と
い
ふ
原
之
を
製
造
す
る
に
燧
石
を
用
ひ
し
を
以
て
此
名
あ
り
今
浄

は
く

け
い
ご
き

た
ん
さ
ん
ゆゆ
ツ

ト

ア

ス

き
ん
く
わ
ル
ん

は
ム

よ
つ

ま
ぜ
あ
は

と

か

わ
が
く
に

ぴ
い
ど
う

ほ
ゴ

白

の
珪
石
に
炭
酸
剥
篤
亜
斯
、
酸
化
鉛
を
法
に
依
て
合
和
せ
礫
化
し
て
成
れ
る
者
即
ち
是
、
な
り
本
邦

の
硝
子
と

い
へ
る
者
其
製
法
略
之
に

つ
か
ム
も
の

い
く
ら
か

ま
じ
り
も
の

こ
ん

い
ろ
つ
け

も
と

さ
ん
く
わ
マ
ン
ガ
ン

リ
ん
さ
ん

カ

ル

キ

さ
ん
く
わ

ひ

ぼ
う
せ
き

い
ろ
の
き
ぐ
す
り

同

し
然
る
に
其
物
料
多
く
は
多
少
の
雑
物
を
混
じ
着
色
の
因
を
爲
す
を
以
て
酸
化
満
俺
、
燐
酸
加
爾
基
、
酸
化
砒
、
硝
石
等

の
如
き
退
色
藥

い
く

つ
か

い
ろ
つ
く
る
も
の

な
く

つ
う
し
や
う

ガ

ラ

ス

す
く
な

ソ

　

ダ

せ
き

の
幾
種
を
加

へ
着
色
物
を
酸
化
し
其
色
を
滅
す
る
を
通
常
と
す
硝
子
の
類
少
か
ら
ず
或
は
曹
達
を
用
ひ
或
は
剥
篤
亜
斯
或
は
剥
篤
亜
斯
、
石

く
わ
い

さ
ん
く
は
て
つ
ぱ
ん

ど

が
ん
い
う

こ
と

ふ

つ
う

灰

二
品
を
用
ひ
或
は
鉛
多
く
或
は
少
く
或
は
全
く
無
き
者
あ
り
酸
化
鐡
馨
土
等
を
含
有
す
ろ
者
あ
り
各
ζ
其
名
を
異
に
せ
り
今
先
づ
普
通
の

い
う
つ
け

つ
い

じ
つ
け
ん

か
も
げ

燧
石
硝
子
の
製
法
及
び
着
色
の
諸
法
を
挙
げ
次
で
品
川
硝
子
製
造
所
に
於
て
自
ら
實
験
し
た
る
諸
法
を
掲
ん
と
す

燧
石
硝
子
藥
料
調
合
法

よ

き

い
し
の
こ

糖

良

石

粉

(第
廿
入
豊
正
誤
に
て
糖
を
精
と
訂
正
)

三
〇

〇

た

ん

赤
鉛

二
〇
〇

よ

き

ぎ

ツ

ト

ツ

　

精
製
剥
篤
亜
斯

一
〇
〇

よ

ヨび
が

ラ

ス

の

こ

わ

れ

精
良
硝
子
器
辞
片

四
〇
〇

よ

レ
な

ま

ぜ

と

か

よ

き

ガ

ラ

ス

右
四
種
合
和
熔
解
し
て
精
良
硝
子
を
得

…
…

(中
略
)
…
…

一71一



品
川
硝
子
製
造
所
實
験
諸
法

し
よ
く
き
る
ゐ
せ
い
ぎ
う
よ
う
ガ

ラ

ス

食
器
類
製
造
用
硝
子
①

石
粉
美
濃
國
土
岐
郡
妻
木
村
字
新
堀
産

千
分

赤
鉛
舶
來
品

五
百
分

剥
篤
亜
斯
同
上

四
百
分

硝
石
加
賀
國
製

百
分

ろ

つ
に

い

し
や
く
く
わ

と
う

こ

ぽ

し
か

わ

か

つ

ち

右
四
種
合
和
し
之
を
十
分
し
て
其
六
分
を
増
塙
に
納
れ
燦
化
す
る
十
二
時
間
に
し
て
水
に
投
じ
粉
辞
乾
燥
し
て
前
の
四
分
及
び
左
記
の

セ
い
し
よ
く
ぎ
い

こ
ん
く
わ

や
う
か
い

あ

は

退
色
剤
を
混
和
し
再
び
堵
塙
に
納
れ
鮮
解
し
全
く
氣
眼
を
見
ざ
る
に
至
り
之
を
用
ふ

退
色
剤

酸
化
満
俺
舶
來
品

半
分

酸
化
砒
同
上

一
分

燐
酸
加
爾
基
東
京
本
町
松
本
市
左
衛
門
納

一
分

又
法
②

石
紛
三
河
國
加
茂
郡
白
川
村
産

(第
廿
八
號
正
誤
に
て
紛
を
粉
と
訂
正
)

千
分

赤
鉛
支
那
製

.

五
百
分

精
製
剥
篤
亜
斯
懸

難

厘
新
小
川
町
〒

早

四
番
地

四
百
分

硝
石
東
京
深
川
厘
東
大
工
町
川
岸
通
計
番
地
相
澤
彦
兵
衛
製

百
分

一72一



ニ

ら

右
前
述
の
法
に
依
り
燦
化
し
左
の
退
色
則
を
加
ふ

酸
化
醐
俺
舶
來
晶

酸
化
砒
同
上

燐
酸
加
爾
基
壁
京
取
町
松
本
市
左
術
門
鞘

前
法
再
試
③

石
粉
美
濃
園
柿
沼
村
産

赤
鉛
東
京
芝
旺
三
田
光
明
吐
田
川
製

杣
製
剥
鯖
亜
斯
塞
習

葎

貯
馨

屋
町
蕃

地
水
騒

董

硝
石
東
京
探
川
瞳
相
湿
製

同
前

酸
化
渦
俺
舶
來
品

酸
化
砒
同
上

燐
酸
加
爾
基
東
京
軍
町
松
本
市
左
衛
門
納

又
法
④
石
粉
望
濃
囮
産

赤
蛤
支
郡
製

剥
篤
亜
斯
東
京
聾

半
分

一
分
半

一
分

千
分

五
百
分

四
百
分

百
牙

半
分

一
分
半

一
分

ヨ

ヂ
ら

三
百
封

百
三
十
封

酉
二
十
封

一 冊 一



硝
箱
同
上

か
は
ヰ
を
ぜ
　
ら
セ
ら
お
ね

水
揚

荒
焼
種

酸
化
満
俺

酸
化
砒

燐
酸
加
爾
基

ゼ
あ
く
セ

ら
こ
ウ
ロ
ら
り
ま

い

し
キ
く
く
め

右
合
和
し

一
琳
塙
に
納
れ
蝶
化
す

を
と

は

や

ガ

ヰ

ほ

や

外
火
舎
、
瓦
斯
火
舎
等
製
造
用
硝
子
⑤

石
粉
美
灘
國
産

赤
鉛
東
京
光
明
砒
製

重
炭
酸
曹
達
舶
來
品

硝
酸
曹
達
大
坂
製

硝
石
東
京
深
川
襲

　

と
ユ
く
ザ
オ

ヨ

お

下
等
肩
硝
子

酸
化
満
俺

酸
化
砒おあ

ゼ
レ

サ
ヘ
ウ
お
さ
　
け

い

ロ
や
ら

右
合
和
し

一
端
蝸
に
納
番

,
の
量
と
爲
す

又
法
⑥

三
十
封

千
二
百
封

一
封

一
封

一
封

二
百
封

四
十
五
封

八
十
封

二
十
封

二
十
封

千
四
百
封

一
封

一
封
半

一・ τ4-一



石
粉
美
濃
醐
産

赤
鉛
東
京
光
明
社
製

剥
篤
亜
斯
峯
凪
牛
込
渡
豊
製

重
醗
酸
曹
達
舶
來
品

硝
酸
曹
逮
火
坂
製

硝
石
東
京
深
川
風
相
僻
製

下
等
屑
硝
子
常
所
品

同
粉
末
嘗
所
品

酸
化
砒

酸
化
備
俺

右
赤

一
姐
埆
に
納
る
・
の
量

つ
ら
ら
ギ
き

ロ

や

ロ
い
ま
タ
む

り

　

通
常
ラ
ム
プ
火
含
製
用
硝
子
⑦

石
粉
襲
濃
四
塵

赤
鉛
東
京
光
明
肚
襲

重
炭
酸
曹
達
舶
來
品

硝
酸
曹
達
大
阪
製

硝
石
東
京
漂
川
置
相
灘
製

三
百
封

百
封

五
十
封

五
十
封

二
十
封

二
十
封

六
百
封

六
百
封

一
封

一
封

三
百
封

六
十
封

六
十
封

二
十
封

二
十
封

一7与 一



タ
を
つ
ユ

悼
付
及
下
等
屑
硝
子

酸
化
瀧
俺

酸
化
砒まぽ

サ
ヨ
ち

ハ　
ぼ

ウ
サ
　

右
亦

H
堀
場
の
量

叉
法
⑧

石
粉
艶
濃
陶
産

赤
鉛
東
京
光
明
甑
製

重
炭
酸
蟹
達
舶
策
品

硝
酸
盟
遠
火
坂
製

硝
石

酸
化
浦
庵

酸
化
砒

梓
付
屑
硝
子

右
亦

H
増
蝸
の
量

又
法
⑨

石
粉

赤
鉛

千
四
百
封

一
封

一
封

三
百
封

百
封

百
封

三
十
封

豆
十
封

]
封

二
埜
千
二
百
封

〒晶一 一
ノち 　

十 百封 封
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婁
炭
酸
藪
連

硝
酸
醤
達

硝
石

下
等
梅
付
厨
硝
子
各
等
分

酸
化
浦
俺

酸
化
砒

燐
酸
加
爾
基

右
亦

一
増
蝸
の
量

し
よ
せ
あ
ぐ
ゆ
お
り
　
う
と
う
リ
ム
お
い
ガ
を
よ
な
げ

う

ハ

食
臨
共
他
上
等
品
製
造
用
硝
子
⑩

石
粉

・赤
鉛

納
製
剥
篤
亜
斯

再
製
硝
石

硝
酸
曹
遣

じリ
セ
ヒきく
ぜ

と
う
ずおに
ヰ

上

等

屑
及
投
水
租
各
等
公

酸
化
滞
俺

酸
化
砒

七
十
封

二
十
封

三
十
封

千
四
百
射

一
封

一
封

半
封

三
百
封

百
封
八
十
五
封

四
十
五
封

二
十
五
封

千
二
百
封

半
封

一
封

一77一



燐
酸
加
爾
基

=
詫
砕
と
昌

つ

1ー

り
梶
与

右
亦

一
甥
塙
の
量

響
勃ロ
O骨
炉
せ
ん
,く
伊彪
呂
1;
二畳
∬
4一民

通

常

無
機
藥
瓶
製
造
用
硝
手
⑪

石
粉

赤
鉛

重
炭
酸
宙
逮

硝
酸
曹
逮

硝
石

下
等
層
硝
子

酸
化
浦
俺

燐
酸
加
爾
基

酸
化
砒

右
亦

一
堆
荊
の
量

又
法
⑫

石
粉

赤
鉛

重
炭
酸
曹
達

一
封

三
百
封

百
封

百
封

三
十
封

四
十
封

千
二
百
封

一
封

一
封

一
封
半

三
百
封

五
十
封

百
五
十
封

一75一



硝
酸
曹
達

硝
石

ロ

よ

ん

ヨ

を
し
サ
め
ち
タ
お
ね

畑
鉛
硝
子
水
楊
秘

酸
化
浦
俺

酸
化
砒

鱗
酸
曹
逮

く
ち
ゴ
く

ラ

　
つ
ヰ
い
ポ
ら
パ
う
び

ウ

ハ

化
學
器
物
製
造
用
硝
子
⑬

…
…

(中
略
)
…
…

や
ぜ
お
モ
ぜ
い
ゴ
ユ
エ
ラ
ガ

シ

ヌ

藥

瓶

製

造

用

硝

子

⑭

…
…

(中
略
)

…
…

し

ら

　

う

ユ

白
色
硝
子
⑮

石
粉

赤
鉛

精
製
劇
篇
亜
斯

硝
酸
曹
達

硝
石
上
等
屑
硝
子

五
十
封

三
十
封

千
二
百
封

半
蘭

半
封

一
封

三
百
封

百
欝

百
封

四
十
封

三
十
封

千
二
百
封

一79一



酸
化
満
俺

半
封

酸
化
砒

一
封
半

燐
酸
加
儒
基

一
封

㌻
轟̀
b

吾
と略
㎝弔
O叶

い

己
か

』
●
3
0

畠
'
¶

Oζ

も
品

右
台
和
し

　
増
塙
に
納
れ
燦
化
し
て

上

等

の
器
物
を
造
る
に
用
ふ

又
法
⑩

石
粉

三
百
封

赤
鉛

百
封

剥
篤
嘔
斯

六
十
封

重
炭
酸
曹
達

六
十
封

硝
石

三
十
封

硝
酸
曹
達

二
十
鉗

坤
付
屑
硝
子

千
二
百
封

陵
化
浦
俺

ゴ
封

酸
化
砒

一
封

け
と
ヰ

つ

じ
う
き
ひ
ハ

お
　

つ
ラ
サ
ゥ
ウ

れ

や

ふ　リ
ガ
リ
　

れ
ぐ

右
は

一
射
塙
鮮
解
の
分
、
通
常
ラ
ン
ブ
火
舎
製

造

料

(
己
下
次
號
)

げ

キ

け
ゼ
コ　　　
タ
ほ
く
ヱ
う
　

あ
な

ム

O
硝
子
製
造
藥
調
合
法

(前
號
の
艘
)

一 言o一



自
色
硝
子
又
法
⑰

が
レ
お
こ

石
粉

お

ん

赤
鉛

　
ウ
う
ぬ
ハ
む
ル
ソ
　

ノ

重
鰻
酸
懐
盗

り
う

さ
ぬ
ノ

ヤ

ア

硝
酸
善
逢

ゆ
サ
せ
レ

硝
石

ヰ
ヤ
　
し
く
う
サ

　

ハ

樟
付
屑
硝
子

　
ん
く
お
ヤ
キ
ぢ
を

酸
化
講
俺

ニ
ん
く
お

サ

酸
化
砒

や
ん
ヨ
ル

ホ

な

む

憐
酸
加
爾
基

け
と

ら

ゆ
ほ
　
ウ
ホ
い

ヌ
ん

右
(
目
増
塙
炸
解
の
分
,

又
法
⑱

石
粉

赤
鉛

重
炭
酸
盟
逮

硝
酸
曹
達

硝
石

サ
う
な
　
う

ゆ

ぐ

ぜ
ゆ
ぜ
う
お
ゆ
ら

通
常
ラ
ム
ブ
火
含
製
造

料

コ

ゴ
げ

三
百
封

百
封

百
三
十
封

二
十
封

三
十
封

千
二
百
封

一
封

一
封

半
封

三
百
封

百
二
十
封

百
封

二
十
五
封

三
十
封

一一 日1一



ウ

と
う
く
ぢ

ヰ
を

り
さ

ヰ
リ
ヰ

く
づ

下
等
屑
及
棉
付
硝
子
暦
各
等
牙

千
二
百
封

酸
化
蒲
俺

一
封

酸
化
砒

一
封
半

窟
同
前

又
法
⑲

石
粉

三
百
封

赤
鉛

百
二
十
封

　
サ

ト

ア

ハ

剥
篤
亜
斯

百
二
十
封

硝
酸
曹
達

十
封

硝
石

三
十
封

下
箏
屑
硝
子

千
二
百
封

酸
化
漏
陀

】
封

酸
化
砒

H
封

燐
酸
加
爾
基

半
封

モ
ホ

ほ

お

お

ユ

ロ

サ

け
い
ピ
う

ヘ
ウ

右
賦

一
増
塙
輝肝
解
の
分
ラ
ム
プ
外
火
舎
及
び
瓦
斯
火
舎
製
造
の
料

又
法
⑳

石
粉

三
百
封

一 銘 一



赤

鉛

せ
い
く

ポ
ソ
ト

ァ
ス

精

製

剥

篤

亜

斯

硝

酸

曹

達

さ
い
せ
い

再
製
硝
石

じ
や
う
と
う
ば
く
ら
い
く
つ
ガ

ラ

ス

上
等
舶
來
屑
硝
子

さ
ん
く
わ
マ
ン
ガ
ン

酸
化
瀧
俺

き
ん
く
わ
ひ

せ

き

酸
化
砒
石

り
ん
さ
ん

あ
サ

ル

キ

燐
酸
加
爾
基

が
ふ
く

ゆ

る

つ

ぽ

と
う
に
ふ

し
よ
く
き
る
ゐ

せ
い

右
合
和
し
て

一
の
増
蝸

へ
投
入
し
食
器
類
を
製
す

百
三
十
封

百
二
十
封

十
封

三
十
封

千
二
百
封

半
封

一
封

一
封

㈲

ま

た
こ
れ
に
続
く
着
色
ガ
ラ
ス
製
造

の
た
め
の
諸
法
も
鉛
ガ
ラ
ス
に
関
す
る
調
合
で
あ
ろ
が
、
調
合

の
中
に
赤
鉛
と

記
さ
れ
た
例

は
少
な

フ

リ

ン

ト

ガ
ラ

ス

て
う
が
ム
だ
れ

く
、
多
く
は
弗
舞
篤
破
璃
調
合
種
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
調
合
を

一
々
引
用
せ
ず
、
鉛
成
分
が
如
何
な
る
形
で
添
加
さ
れ
る

か
を
括
弧
内
に
示
す
に
と
ど
め
た
。
因
に
フ
リ
ン
ト
ガ
ラ
ス
は
上
記
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
器
皿
杯
蓋
眼
鏡
そ

の
他
日
用

の
器
物
を
造
る
た
め
の

も

の
で
、
浄
白

の
珪
石
、
炭
酸
ポ
ト
ア
ス
、
酸
化
鉛
を
法
に
よ
っ
て
混
合

・
融
解
し
て
製
す
る
も

の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
結
局
上
記
の

各
種

の
調
合
例

(①
よ
り
⑫
、
⑮
よ
り
⑳
)
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら

の
着
色
ガ
ラ
ス
も
亦
す
べ
て
赤
鉛
を
用

い
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

に
う
は
く
し
よ
く

は
ふ

フ

リ
ン

ト

ガ

ラ

ス
て
う
が
ム
だ
ね

乳
白
色
の
法
⑳

(弗
舜
篤
破
璃
調
合
種
)

又
法
⑳

(弗
舞
篤
破
璃
調
合
種
)

一83-一



又
法
⑳

(弗
舞
篤
破
璃
調
合
種

・
赤
鉛
)

又
法
⑳

(弗
舞
篤
破
璃
調
合
種

・
赤
鉛
)

る
り

い

ろ

瑠
璃
色
の
法
㊧

(弗
舞
篤
硝
子
調
合
種
)

り
ょ
く
し
ょ
く
げ
ん
と
う
ガ

ラ

ス

緑

色

舷
燈
硝
子
⑳

(弗
舜
篤
破
璃
調
合
種
)

こ
う
し
よ
く
げ
ん
と
う
ガ

ラ

ス

紅

色

舷
燈
硝
子
⑳

(弗
舜
篤
破
璃
粉
末

・
赤
鉛
)

紫
色
の
法
⑳

(弗
舜
篤
破
璃
調
合
種
)

黄
色
の
法
⑳

(弗
舜
篤
破
璃
調
合
種
)

黒
色
の
法
⑳

(弗
舜
篤
破
璃
調
合
種
)

緑
色
の
法
⑳

(弗
舜
篤
破
璃
調
合
種
)

紅
色
の
法
⑫

(
赤
鉛
)

又
法
⑳

(赤
鉛
)

と

こ
ろ
で
前
記
の
調
合
例

(①
よ
り
⑫
、
⑮
よ
り
⑳
)
を
み
る
と
主
原
料
の
割
合
は
同

一
に
し
て
退
色
剤

の
量
を
加
減
し

(例
え
ば
調
合
①

と
②
)
、
或
い
は
全
く
同
じ
調
合
に
し
て
異
な
る
産
地

・
製
造
所
の
原
料
を
使
用
す
る

(例
え
ば
調
合
②
と
③
)
な
ど
、
試
行
錯
誤

の
有
様
が
窺

わ
れ
る
。
ま
た
調
合
④
よ
り
⑫
、
⑮
よ
り
⑳
で
は
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
中
に
占
め
る
カ
レ
ッ
ト
の
百
分
率
が

一
二
〇
〇
ポ

ン
ド
使
用

の

場
合
で
平
均
七

一
・
二
%
、

一
四
〇
〇
ポ
ン
ド
使
用
の
場
合
で
平
均
八
〇

・
八
%
に
も
達
す
る
た
め
、
ガ
ラ
ス
の
組
成

は
カ
レ
ッ
ト
の
組
成
に

よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
カ
レ
ッ
ト
は
例
え
ば
調
合
⑫

の
如
く

「無
鉛
硝
子
水
楊
種
」
と
特
記
さ
れ

て
い
る
場
合
以
外
は
鉛
ガ
ラ
ス
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ま
仮
に
各
力
レ
ッ
ト
の
組
成
が
各
調
合
か
ら
カ
レ
ッ
ト
を
除
い
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た
他

の
原
料

の
み
よ
り
生
成
が
予
測
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
の
組
成
に
そ
れ
ぞ
れ
近
似
し
た
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
酸
化
鉛
の
百
分
率
は
調
合
⑫
を
除

き

一
四

.
七
%
乃
至
二
四

.
四
%
程
度
と
な
る
し
、
ま
た
カ
レ
ッ
ト
を
全
く
用
い
ぬ
調
合
①
②
③
の
場
合
で
酸
化
鉛

の
百
分
率
は
二
七

・
○
%

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
酸
化
鉛
の
百
分
率
が
江
戸
時
代
お
よ
び
明
治
時
代
初
期
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
の
場
合
に
比
し
て
か
な
り
低

い
こ
と
は
、
品
川
硝
子
製
造
所

(品
川
工
作
分
局
)
の
鉛
ガ
ラ
ス
の
特
徴
を
考
え
る
上
で
大
い
に
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
調
合
⑬
⑭
は

赤
鉛

の
代
り
に
風
化
石
灰
を
用
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
論
と
は
関
係
が
な
い
た
め
省
略
し
た
。

註
ω

「
工
務
局
月
報
」
第

】
号
、
(農
商
務
省
工
務
局
、
明
治
十
五
年
五
月
?
)、

一
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔譲
お
山
〕。
な
お
同
じ
内
容
の
「緒
言
」
が

毎
号
の
巻
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
。

②

前
掲

「
工
務
局
月
報
」
第
二
十
入
号
、
(明
治
十
七
年
八
月
)、
二
ニ
ー
四

一
頁
。

前
掲

「
工
務
局
月
報
」
第
二
十
九
号
、
(明
治
十
七
年
九
月
)、
三
〇
ー
四
四
頁
。

個

前
掲

「
工
務
局
月
報
」
第
二
十
九
号
、
三
四
-
四
四
頁
。
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訂

正

第
十
六
号

第
十
九
号

二
頁

一
四
行

目

=

一頁

一
五
行

目

=
二
頁

九
行

目

四
五
頁

一
三
行
目

五
四
頁
二
行
目

(本

文
)

同大
五
頁
三
行

[日

誤

三
日
「雲
林
石
譜
」
の

「
天
工
開
物
」
の

唐
物
之

清
兵
衛

文
化
十
五
丑
年

航
海
術
ノ
器
具

正

十

一
日

「
雲
林

石
譜
」
所
載

の

「
天
工
開
物
」
所
載

の

唐
物
也

清
兵
衛

文
化
十
四
丑
年

航
海
術

、
測
量
術

ノ
器
具



目

次

四七 六 五

序緒
論

奈
良
時
代
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

H

「造
佛
所
柞
物
帳
」
所
載
の
船
丹
が
ラ
ス

伺

正
愈
院
院
蔵
の
ガ
ラ
ス
玉
化
撃
分
析
僚

中
世
中
国
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「蘇
東
壊
詩
輿
」
所
戦
の
金
属
船
ガ
ラ
ス

中
世
中
国
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

H

詔
軸
林
石
譜
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

(望
〕
・
金
属
翰
ガ
ラ
ス

伺

「
天
工
開
葡
」
所
拙
の
硝
石
・
金
属
鮒
ガ
ラ
ス

平
安
時
代

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鐙
丹

(孚
)
ガ
ラ
ス

中
世
南

ロ
シ
ア
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
船

(?
)
ガ
ラ
ス

近
代

ヨ
ー
ロ
Ψ
バ
の
金
胤
鱒
ガ
ラ
ス

H

ポ
ル
グ
の
「奇
術
」
所
載
め
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

(?
)

周

ネ
リ
の
「
蒐
ラ
ス
披
術
」
所
載
の
金
観
姫
ガ
ラ
ス

(昌甲
)

図

ブ
ラ
ン
コ
ー
ル
の
「
ガ
ラ
ス
技
術
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

一

号一
六

一
六

=
ハ

一
六

一
六

由
ノ、
山
'、
山
ノ、

頁
一三六

一
〇

=

一
七 五 四

一・9慣 一



八九十
十

一

十
二

十
三

十
四

近

代

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

の
密

陀

僧

ガ

ラ

ス

ブ

ラ
ン
コ
ー

ル
の

「
ガ

ラ
ス
技
術
」
所
載

の
密
陀
僧
ガ

ラ
ス

近

代

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
鉛

丹

ガ

ラ

ス

H

ネ
リ

の

「
ガ
ラ
ス
技
術
」
所
載

の
鉛
丹
ガ

ラ
ス

ロ

イ
ペ
イ

の
化
学
書

(
蘭
書
)
所
載

の
鉛
丹
ガ

ラ
ス

近

代

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

の

ア

ル
カ

リ
塩

・
密

陀

僧

ガ

ラ

ス

ネ

リ
の

「
ガ
ラ
ス
技
術
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧

ガ
ラ
ス

近

代

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

の

ア

ル
カ

リ
塩

・
鉛

丹

ガ

ラ

ス

日

ボ
ル
タ
の

「
奇
術
」
所
載

の
ソ
ー
ダ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ

ス

ロ

フ
ラ

ン
ス

「
百
科
全
書
」
所
載

の
硝

石

・
鉛
丹
ガ
ラ

ス

日

蘭
書

「
シ
ョ
メ
ル
辞
書
」
所
載

の
硝

石

・
鉛
丹
ガ

ラ
ス

回

ベ
ル
セ
リ
ゥ
ス
の

「
化
学
教
科
書
」
(
蘭
書
)
所
載

の
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ

ラ
ス

近

代

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の

ア

ル
カ

リ

塩

・
鉛

白

ガ

ラ

ス

イ
ペ
イ
の
化
学
書

(蘭
書
)
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白

ガ
ラ
ス

江

戸

時

代

中

期

の
硝

石

・
硫

化

鉛

ガ

ラ

ス

日

「
和
漢

三
才
固
會
」
所
載

の
硝
石

・
硫
化
鉛
ガ

ラ
ス

ロ

「
秘
事
指
南
車
」
所
載

の
硝
石

・
硫
化
鉛

ガ
ラ
ス

江

戸

時

代

中

期

の
硝

石

・
金

属

鉛

ガ

ラ

ス

ω

「
長
崎
町
づ
く
し
」
所
載

の
硝

石

・
金
属
鉛
ガ
ラ

ス

一一一一一一

=
ハ

=
ハ

=
ハ

一
六

=
ハ

一
六

一
六

二

一

二
二

二
六

三
四

四

一

四
三

四
四
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十
五

十
六

十
七

十
八

口

「萬
金
産
業
袋
」
所
載
の
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

倒

「
日
本
之
硝
子
史
」
所
載
の
ガ
ラ
ス
器
化
学
分
析
値

江
戸
時
代
後
期

の
硝
石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

(七}〔 六)(五)(四)(三 〕 に)1一

「
日
本
之
硝
子
史
」
所
載
の
古
文
書
に
み
ら
れ
ろ
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
萬
寳
智
恵
海
」
所
載
の
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
和
硝
子
製
作
編
」

「
金
剛
硝
子
製
造
法
」
所
載
の
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
奇
術
秘
書
」
所
載
の
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載
の
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
少
年
工
藝
文
庫
」
所
載
の
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

魚
の
町
傘
鉾
の
ガ
ラ
ス
細
工
の
分
析
値

江
戸
時
代
後
期

の
密
陀
僧
ガ
ラ
ス

ω

「
舎
密
開
宗
」
所
載
の
密
陀
僧
ガ
ラ
ス

ロ

「硝
子
製
造
」
所
載
の
密
陀
僧
ガ
ラ
ス

江
戸
時
代
後
期
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

H

「硝
子
製
法
集
説
」
所
載
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

ロ

「
舎
密
開
宗
」
所
載
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

国

「硝
子
製
造
」
所
載
の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

江
戸
時
代
後
期
の
鉛
白
ガ
ラ
ス

「硝
子
製
造
」
所
載
の
鉛
白
ガ
ラ
ス

一

=
ハ

一
七

一
七七

四
八一

⊥
!、

 

九
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十
九

二
十

二
十

一

二
十

二

二
十

三

江

戸

時
代

後
期

の
ア

ル

カ

リ
塩

・
密

陀

僧

ガ

ラ

ス

「
硝
子
製
造
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧

ガ
ラ
ス

江

戸
時

代

後

期

の
ア

ル

カ

リ
塩

・
鉛

丹

ガ

ラ

ス

H

「
舎
密
開
宗
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

ロ

「
硝
子
製
造
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

司

「
硝
子
調
合
論
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹

ガ
ラ
ス

画

「
舎
密
局
必
携
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

江

戸

時
代

後

期

の

ア
ル

カ

リ
塩

。
鉛

白

ガ

ラ

ス

H

「
舎
密
開
宗
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

◎

「
硝
子
調
合
論
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白

ガ
ラ
ス

倒

「
舎
密
局
必
携
」
所
載

の
芒
硝

・
鉛
白
ガ

ラ
ス

江

戸

時

代

後

期

の
硝

石

・
鉛
糖

ガ

ラ

ス

日

「
硝
子
調
合
論
」
所
載

の
硝

石

・
鉛
糖
ガ
ラ

ス

明

治

時

代

の
金

属

鉛

ガ

ラ

ス

↓(五)1四)(三}〔 二){

「
明
治
+
年
内
國
勧
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
第
二
回
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
日
本
ガ
ラ
ス
工
業
史
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
日
本
近
世
窯
業
史
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

「
傳
家
寳
共
明
治
節
用
大
全
」
所
載
の
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

一
七

一
七

一
七

一
七

一
九

一
〇

一

一

一
=二

四
二
五

一89一



二
十

四

明
治
時
代
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

二
十

五

二
十

六

二
十
七

㈲ 因1五}(四)〔 ⇒ 口1-1

三

「
明
治
+
年
内
國
勘
業
博
覧
會
出
品
解
説
」
所
載

の
硝
石

・
金
属
鉛

ガ
ラ
ス

「
第

二
回
内

國
渤
業
博
覧

會
出
品
目
録
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金
属
鉛
ガ
ラ

ス

「
第

二
回
内
國
博
覧
会
出

品
願
井
出
品
解
説
書
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金

属
鉛

ガ
ラ
ス

「
明
治
+
四
年
第

二
回
内
國
勧
業
博
覧
會
報
告
書
」
所

載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
金

属
鉛

ガ
ラ
ス

「
日
本

ガ
ラ
ス
工
業
史
」
所
載

の
硝

石

・
金
属
鉛
ガ
ラ

ス

「
傳
家
賓
典
明
治
節
用
大
全
」
所
載

の
硝

石

・
金
属
鉛
ガ

ラ
ス

「
少
年
工
藝
文
庫
」
所
載

の
硝

石

・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

明

治

時

代

の
鉛

丹

ガ

ラ

ス

H

「
第
五
回
内
國
勧
業
博
寛
會
重
要
物
産
案
内
」
所
載

の
鉛
丹
ガ

ラ
ス

ロ

「
硝
子
製
造
法
」
所
載

の
鉛
丹
ガ

ラ
ス

同

「
大

日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載

の
鉛
丹
ガ
ラ
ス

明

治

時

代

の

ア

ル
カ

リ
塩

・
密
陀

僧

ガ

ラ

ス

e

「
波
璃
猜
造
新
法
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密

陀
僧
ガ
ラ

ス

ロ

「
明
治
+
年
内
國
渤
業
博
覧
會
出
品
目
録
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ

ラ
ス

国

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
・密
陀
僧
ガ
ラ

ス

四

「
大

日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
密
陀
僧
ガ
ラ

ス

明

治

時
代

の

ア
ル

カ

リ
塩

・
鉛

丹

ガ

ラ

ス

日

「
破
璃
精
造
新
法
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ

ラ
ス

ロ

「
明
治
+
年
内
國
渤
業
博
寛
會
出
品
目
録
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ

ラ
ス

四四四

一
九

二

一

一
二

四

一一九

一90一



二
十

八

二
十
九

十 十 三
ニ ー 十

1八)(七)休 〕(五)(四)〔 三)

「
工
部
省
沿
革
報
告
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹

ガ
ラ
ス

(?
)

『
少
年
工
藝
文
庫
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

「
第
五
回
内
國
働
業
博
覧
會
重
要
物
産
案
内
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ

ラ
ス

「
硝
子
製
造
法

」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス

「
美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ

ス

「
大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ

ス

明
治
時
代
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

の

「明
治
+
四
年
第
二
回
内
國
勘
業
博
覧
會
報
告
書
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

ロ

「美
氏
破
璃
製
造
法
寳
鑑
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

国

「大
日
本
窯
業
協
會
雑
誌
」
所
載
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
白
ガ
ラ
ス

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
密
陀
僧

(鉛
丹
)
ガ
ラ
ス

H

ヘ
ラ
ク
リ
ュ
ウ
ス
の
「
ロ
ー
マ
人
の
色
と
術
」
所
載
の
密
陀
僧
(鉛
丹
)ガ
ラ
ス

鉛
原
料
の
相
違
が
融
解
工
程
に
お
よ
ぼ
す
影
響

鉛
ガ
ラ
ス
製
法
の
系
統

近
世
日
本
へ
の
ガ
ラ
ス
製
法
伝
来
に
関
す
る
諸
説
に
対
す
る
私
見
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鉛
ガ
ラ
ス
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の
補
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「
退
閑
雑
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所
載
の
硝
石
・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス

四四四 四 四

 

四

二

一

二二二

三
三

四
〇

四 四 四
九 三 二

 

五
七

一91一



十
五

「
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戸
時
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・
金
属
鉛
ガ
ラ
ス
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へ
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補
遣

四

囚

「
硝
子
偲
撞
書
之
亦
」
所
載
の
硝
石
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鉛
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遺
智
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」
所
軟
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石
・
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属
鉛
ガ
ラ
ス
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十
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「
°江
戸
時
代
稜
期
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ブ
ル
カ
リ
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鉛
白
ガ
ラ
ス
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へ
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補
遺

四

圃

「
和
硝
子
製
作
認
」
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剛
硝
子
製
造
法
」
所
軌
O
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
臼
ガ
ラ
ス

ニ
十
七

「
明
治
時
代

の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス
」

へ
の
補
遣

四

㈲

「
工
務
局
月
報
」
所
戟
の
ア
ル
カ
リ
塩

・
鉛
丹
ガ
ラ
ス
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一 1

燧石硝子 食黒類製造用硝子①
↑又怯②③ 又 法 ④

外火舎 ・瓦斯
火舎等製造用硝子
⑤
又 法 ⑥ 難 蓮葡 又法⑧ 又法⑨1騨 雛 南

子⑦1硝 子⑩

1一 一 一

縢 騰1又 法⑫:(白 色硝子1豊上等の器簡を造るに用ふ)1難 鍮)

一
白色硝子又法⑰ 又 法 ⑱

(通常 ランプ火舎製造料)1(同 前)

又法卿 〔ランプ

雛 灘欝
又 法 ⑳

(食器類を製す)■ 一 一 L■ 一.一 ～
分 分 封 封 封 封

幽 封 封
封'封

一

封
_一.一

封 封 封1封 封 封
石 粉 300 1000 1000 300 200 300300 3・・12・ ・ 300300 300 300300 300300 300 300 石 粉

赤 鉛 200 500 500 130145 1°°16° 100

,

60 1001100 50 100100 100 120 120 130 赤 鉛

剥篤 亜斯 100 400 400 120 50
1 85 10060 120 120 剥 篤亜斯

硝 石 100 100
1

i3020

1
20120 30 30 4540 30

1

3030 30 30 30 30 硝 石

重炭酸曹達
ト

801 5060 100 70 1100 150 60 130 100 重炭酸曹達

硝 酸曹達
1

202020 30 20 25130 50 40120 20 25 10 10 硝 酸曹達

酸化 満俺 0.5 0.5 1
1111

1
1

1
10,5111 0.5 0.5.1 1 1 1 0.5 酸化 満俺

酸 化 砒
11
1

1.5 1 1,511 2 1
1

11.5 0.5 1.5 1 1 1.5 1 1 酸 化 砒

燐酸加爾基 1 1 1 0.5
111

1
1

0.5 0.5 1 燐酸加爾基

燐 酸 曹達 1 1 燐 酸曹達

屑 硝 子400 1 12°°114° °112° °14° °

i12° °

1400 12001200 12001 112001200
1

1200 1200 1200 1200 屑 硝 子
1

91ass

一一

%

41.5

%
69.5

%
82.7

%
71.9

%
77.8

%
722

雍'

82.0 7M%17a。%
粥

73.3

%
70.7

%
71.3

%
71.9

一

%

71.4

%
69.8

%
69.4 91ass

% % % % % % % 鰯 % % %
P205 0.03 0.03 0.03(0.1) 0.01(0。1) 0.03(0.1) 0.03(0.1) 0.02(0.1) 0.03(軌1) 0.Ol(0.05) 0.01(0.04) 0.03(0.1) P205

% % % % % %
As205

%
0.1 0.1 0.1(0.2) 0.1(0.6) 0.1(0.2) 0.1(0.3) 0.1(0.5) 0.1(α4) 0.1(0.2) 0.1(0.4) 0.04(0.1) a1(【L4) 0.1(0.2) 0.1(0.2) 0,1(0.4) 0.1(0.2) 0.1(0.2) As205

Sio2 31.1(53。2) 55.2 55.2 17.4(57.1) 11,8(68.3)18.0(64.0) 16.7(75.1) 18.0(64.8) 11.7(64.9) 17.8(61.4) 18.0(64.1) 18.3(68.5) 17.7(60.3) 17.8(62.0) 18.0(63.9) 17.9(62.5) 17.5(57、8) 17.4(56.7) Sio2

CaO 0.03 0.03 0.03(0.1) 0.02(0.1) 軌03(0.1) 0.03(0.1) 0.03(0.1) 0.02(0.1)1 0.02(0.1) 0.03(0.1) CaO

MnO 0.02 0.02 0.05(0.2) 0.05(0.3)10.05(0.2) 0.05(0.2) 0,05(0.2) 0.05(0.3) 0.02(0.1) 0.05(0.2) α02(0.1) 0.02(0.1)
1・

0.05(0.2)aO5(0.2)10.05(0.2) 0.05(02) 0.02(0.1) MnO

PbO 20.3(34.7) 27.0 27.0 7.4(24.2)
旨

2.6(15.0)5.9(20.8) 翫3(14.7)1臥9(2L・) 3.4(19.0) 5.8(20.0) 5.9(20.9) ao(11.1) 5.8(19.6)
1 ↑

臥8⑳2)1翫9⑳8)1乳 ・(244) 6.8(22.6) 7.3(24.0) PbO

Na20 2.2(12画6>1.5(5.5) 1.6(7.4)2.9(10.3) 1.9(10.7) 0.5(1.9) 2.9(10.2) 4.5(16.9) 0.9(2.9) L7(6.1)1翫3(・L8)1翫7(軌6) 0.2(0.7)10●2(0.7)

1
Na20

K20

一

7.1(12.1) '乳611乳6 5.5(18.2) 0.6(3.2)12・6(9.3) 0.5(2.3)0.8(3.0) a8(生5) 4.7(16.2) 1.1(4、0) 0.9(3.2) 4.8(16.5) 3・3(11・3) ,0・8(3・0)10・8(2・9)5・6(18・4)15・5(18・1)
III

K20

第百六表 「工務局月報」所載の 「燧石硝子藥料調合法」および 「品川硝子製造所實瞼諸法」による各種ガラスの調合 ・組成。原料名には精良 ・精製 ・再製を冠した もの もあるが,便 宜上省略した。また屑硝子の表現は多様であるが,こ れ も単一の表現とした。剥篤亜斯ば

K2CO3,酸 化砒(石)はAs203と して計算した。また屑硝子を除いた原料のみから生成が予測されるガラスの組成を試算し,括 弧内に示した。なお本稿の諸表にみられるガラスの組成百分率は凡その見当を示すための もので,も とより厳密なものではない。即ちすべての

原料は極めて純度の高いものとして扱ったし,熔 融した鉛に生ずる津の除去,堆 堀より熔出する成分の添加,融 解 ・熔融過程におけるアルカリ・砒素などの蒸発,鉛 丹 ・密陀僧の還元により生ずる鉛の除去など各種物質の出入にっいては,す べてこれを無視して計算した。

なお二っ以上の原料の添加量がある範囲内で変化する場合(例 えば第八十五表)に ついては,両 極端の添加量となる二つの調合にっき,そ れぞれ各成分の百分率を算出したが,各 原料の添加量は任意に変化するであろうから,各 成分の百分率の変化の範囲は算出した二つの

百分率の間におさまるものではない。


